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序

慶長 5年、初代仙台藩主伊達政宗が仙台城の縄張り始めを行い、城下のまちづくりを行ってか ら、

四百年余 りが過ぎ、仙台市は人口100万 人を超える東北地方の中心都市となりました。市の中心部が、

近代的なビルの林立する都市化の波にさらされていく中にあって、仙台城跡は市街地から最も近い

緑豊かな場所として、青葉城や天守台といった愛称で、市民から親しまれてきました。

遺跡としての仙台城跡は、平成 9年度から15年度まで行われた本丸石垣修復工事に伴う発掘調査

や、平成13年度から始められた国庫補助による学術調査によって、中世の山城であった千代城期や、

伊達氏の居城期の内容が徐々に明らかとなってきました。

これらの発掘で新たに判明した石垣の変遷や、ヨーロッパ産のガラス器や金銅金具等の貴重な出

土品などから、仙台城跡は我が国の近世を代表する城郭遺跡であることが評価され、平成 15年 8月 、

国の史跡に指定されました。これを契機として、仙台城跡の保存管理及び整備に向けた、「仙台城跡

整備基本計画」が策定される等、仙台城跡の様々な魅力を引き出すための取 り組みが始まってお り

ます。

こうした中で、平成21年度は清水門南側の造酒屋敷跡の発掘調査、大広間跡の発掘調査、広瀬川

護岸石垣の測量調査が行われました。

清水門付近の造酒屋敷跡の調査では、屋敷に伴うと考えられる礎石跡や井戸跡、カマ ド跡などの

遺構が発見されました。井戸跡からは、屋敷の当主の名前を記した木簡や、酒造 りにかかわると考

えられる木製品が多数見つか り、調査地が造酒屋敷の一角であることが裏付けられました。

また、昨年度まで 8年次にわたる本丸大広間跡の調査成果についても総括し、これまで絵図や文

献でしか、その姿を偲ぶことができなかった大広間の全容が解明されてきました。

今回の調査事業及び調査報告書の刊行にあたり、多くの方々からご指導、ご協力を賜 りましたこ

とを深く感謝申し上げますとともに、本報告書が研究者のみならず市民の皆様に広く活用され、文

化財保護の一助となれば幸いです。

平成22年 3月

仙台市教育委員会

教育長 荒 井   崇



例

1.本書は、仙台城明の平成21年度遺構確認調査及び遺構測量調査、本丸大広間跡調査成果総括の報告書である。

本書の内容は既に刊行 している『イ山台城跡 1～ 9』 の内容及び遺跡見学会資料や各種の発表会資料に優先する。

2。 本調査は、国庫補助事業である。

3.本報告書の作成にあたり、次のとお り分担 した。

本文執筆  在川宏志 (I・ Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・ V・ Ⅵ・Ⅷ )

佐藤 洋 (仙台城本丸大広間跡調査成果の総括 )

陶磁器ほかの観察については佐藤が行った。

編集は、佐藤・在川がこれにあたった。

4.記載内容の釈読については、仙台市博物館、仙台城跡調査指導委員のご教示を得た。

5.木簡の墨書についての実測は、文化財課調査係 廣瀬真理子が担当した。

6.石垣測量は、佐野コンサルタンツ帥に委託 した。

7.木簡の樹種同定は、古代の森研究舎に委託 した。

8.発掘調査及び遺物整理にあた り、次の方々と機関か ら御指導・御協力をいただいた。記 して感謝する。 (敬称

略・順不同)

須 田良平 (宮城県教育庁文化財保護課)松 尾信裕 (大阪城天守閣)

小井川百合子、鵜飼幸子、菅野正道、倉橋真紀、水野沙織、坂田美咲 (仙台市博物館 )

仙台市博物館 宮城県図書館 ①斎藤報恩会

9.本調査に係わる出土遺物、実測図、写真などの資料は仙台市教育委員会が保管 している。

例

1.本書中の地形図は、国土地理院発行の 1:50,000『イ山台』と 1110,000地形図『青棄山』の一部を使用 している。

2.遺構図の平面位置図は平面直角座標系X(日本測地系)を用いてお り、文中で記した方位角は真北線を基準 と

し、高さは標高値で記した。

3.遺構略号は、全遺構に通 し番号 (国庫補助調査による検出遺構番号 i KS―  )を 付 した。

4.本報告書の上色については、『新版標準土色帳』 (古山・佐藤 :1970)を使用した。

5。 本書に使用 した遺物図版縮尺は、陶磁器類・土器類は 1:3、 瓦は 1:6、 金属製品は 1:2、 銭貨は 1:1、

木製品は 1:4、 漆器は 1:3、 木簡は 1:2を 原則 としている。

6.木簡の釈文及び型式については、木簡学会刊行の『木簡研究』における記載方法に準 じた。

7.遺物の法量で ( )で示した数値は推定復元値、「―」は計測不能を示 している。
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仙台城史跡調査室長  工藤 哲司

主査  佐藤  洋
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主任  佐藤  淳

文化財教諭  在川 宏志

発掘調査、整理を適正に実施するために調査指導委員会を設置し、指導・助言を受けた。

委 員 長   岡田 清― (東北福祉大学教授 中世史)

副委員長   平川  新 (東北大学東北アジア研究センター教授 近世史)

委  員   西  和夫 (神奈川大学客員教授 建築史)

北垣聰一郎 (石川県金沢城調査研究所長 石垣・城郭研究)

藤沢  敦 (東北大学特任准教授 考古学)

岡崎 修子 (働仙台ひと。まち交流財団 仙台市片平市民センター館長 地域史)

仙台城跡調査指導委員会開催日

第23回 :平成21年10月 20日 第23次調査中間報告、若林城跡第19次調査中間報告、登城路調査報告、本丸大広問

跡調査成果総括の報告

第災回 :平E22年 3月 12日 第23次・那次 。第25次調査報告、若林城跡調査報告、仙台城跡調査整備計画

調査および整理参加者  相澤 守、安部文子、天野美津枝、内山陽子、太田裕子、小佐野直子、小野寺美智子、

管家婦美子、木幡真喜子、竹内美江子、対馬悦子、菱沼みのり、堀内泰子、増田瑞枝、

三嶋典子、結城龍子、吉田舛紹子、渡邊 優
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城館跡 5 南目城跡 9 川内古碑群 14 南小泉遺跡

1

仙台城跡 谷地館跡 片平仙台大神宮の板碑 養種園遺跡

天然記念物青棄山 (斜線部分) 曇所 その他の中・近世の主な遺跡 杉土手 (鹿 除土手)

2 若林城跡 7 経ヶ峯伊達家墓所 川内A遺跡

3 茂ヶ崎城 板碑・石碑 川内B遺跡

国分鞭館跡 澱不動尊文永十年板碑 桜ヶ岡公園遺跡

第 1図 仙台城跡と周辺の遺跡 (中・近世 )



Ⅱ.仙台城跡の概要

1.仙 台城跡 の地 理 的環境

仙台城跡は仙台市街地の西方に位置し、青葉山丘陵及びその麓の河岸段丘部分を中心に城域が形成されている。

青葉山丘陵は東を流れる広瀬川に向かい迫 り出し、広瀬川とその支流の竜ノロ渓谷の浸食により高さ70mほ どの断

崖を形成してお り、その丘陵上の平場 (標高115～ 117m)に仙台城の本丸は位置する。本丸の規模は、東西郷 m、

南北%7mを計 り、南側は落差約40mの 竜ノロ渓谷、東側は広瀬川に落ちる高さ約70mの断崖に守 られた天然の要害

となってお り、比較的傾斜の緩やかな本丸北側には約17mの 高さを有する石垣が築かれている。尾根続きとなって

いる本丸西側には「御裏林」と呼ばれた森林が広が り、貴重な自然が残るために国指定天然記念物「青棄山Jと なっ

ている。御裏林では、3条の大規模な堀切などが確認されている。本丸跡の麓部の河岸段丘には二の丸跡と二の丸跡

が位置してお り、二の丸跡は仙台上町段丘面、三の丸跡は仙台下町段丘面と高度を下げている。蛇行する広瀬川に

西から二本の大きな沢が走 り、この沢に挟まれ御裏林を背にした場所に二の丸跡が位置する。二の丸跡の東側に位

置する大手門跡付近には、約 9mの 高さの石垣が残 り、その南側には大手門脇格が昭和毯年 (1%7)イこ復元されて

いる。さらに低位に位置する三の丸跡は、外郭を水堀と土塁に囲まれ、門跡付近には石垣が残存 している。三の丸

跡の東側、河岸段丘の最も低位に位置する追廻地区の広瀬川の岸部分には、%Omに及ぶ石垣が残存 している。

2 仙 台城跡 の歴 史 的環境

仙台城は、初代仙台藩主伊達政宗によって造営された城である。関ヶ原の戦い直後の慶長 5年 (1600)12月 跡 日、

城の縄張 りが開始され、翌年 1月 から普請に着手、工事は慶長 7年 (1602)5月 には一応の完成をみたとされてい

る。築城当初は「山城Jで ある本丸を中心とする城郭であつたが、政宗の死後、二代藩主忠宗が山麓部に二の丸の造

営を開始する。寛永年間以降はこの二の丸が藩政の中心となり、三の丸・勘定所 。重臣武家屋敷などが一体 となっ

て城域を形成 していた。残された絵図などからみると、本丸への登城路は、大手門を通って中門を経て本丸詰門に

至るものと、巽門、清水門、沢門を通るものがある。

絵図や文献などによれば (註 1)、 本丸には詰門を入った東側に天皇家や将軍家を迎えるための御成門があり、華麗

な障壁画や欄間彫刻に彩 られた大広間を中心とする御殿建物群が存在していた。東側の城下を見下ろす崖面に造 ら

れた懸造、さらには能舞台・書院など、上方か ら招いた当代一流の大工棟梁・工匠 。画工等によって造 られた桃山

文化の集大成といえる建物群が威容を誇っていたと考えられている。西脇櫓・東脇櫓・艮櫓・巽格は二重の櫓であっ

たが、正保 3年 (1646)4月 の地震によって倒壊したとする記事がみられ (註 2)、 以後復興されずに明治を迎えたも

のとされている。

本丸の建物群は江戸時代の度重なる災害に加え、明治維新後の取 り壊しなどにより失われ、二の丸の御殿群も明

治15年 (1882)の 大火によって焼失した。唯一仙台城の面影を伝えていた国宝の大手門及び脇櫓も昭和20年 (Dも)

7月 、太平洋戦争の際の米軍による空襲によって焼失し

た。現在では、本丸北壁や随所に点在する石垣、本丸西

側の堀切、三の丸の周囲を囲む堀と土塁などが往時の仙

台城を偲ぶ貴重な遺構となっている。また、伊達氏によ

る仙台城築城以前にこの地域をおさめていた国分氏の居

城 「千代城」に関する16世紀代の文献記録も残ってお り

(註 3)、 中世山城が存在 していた可能性も指摘されている。

第2図 焼失以前の大手門と脇櫓 (1935年 頃)
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第 3図 仙台城跡の遺跡範囲 (1/10,000)太 線 :埋蔵文化財包蔵地範囲 細線 :史跡指定範囲  匠正三]天然記念物 「青葉山」

第 4図 仙台城本丸現存 (Ⅲ期)石垣

解体修復工事前 (北西から)

第 5図 仙台城本丸現存 (Ⅲ期)石垣

解体修復工事後 (北東から)



3仙 台城跡 の発掘調 査

仙台城のこれまでの調査には、昭和58年 (1鋸3)力 らゝ継続的に実施されている東北大学構内の施設整備に伴う二

の丸跡の発掘調査と、仙台市博物館の新築工事に伴って昭和開。59年 (1983。 1984)に実施された三の丸跡の発掘調

査があり、本丸跡では石垣修復工事に伴う発掘調査が第1次発掘調査である。

本丸北壁の石垣は昭和30年代から変形が目立ち始め、防災上の観点から石垣修復工事が平成 9年 (19y)度 から実施

されている。この石垣修復工事に伴う本丸 1次発掘調査は、平成 9年 (1997)7月 から石垣解体に先行する事前調査と、翌年

10月 から開始した解体工事と並行する発掘調査からなっている。解体工事は平成12年 (2000)9月 に石材9,106石 と、Ⅱ期

石垣1243の解体をもって終了し、石積工事を同年12月 から開始し、平成16年 (2004)3月 に工事が終了した。

石垣解体修復に伴う発掘調査により、現存石垣 (Ⅲ 期石垣)背面より二時期にわたる旧石垣 (I期・ Ⅱ期石垣 )

が検出され、石垣基部の調査や石垣断面構造の記録化により、I期からⅢ期までの石垣の変遷や構造が明らかになっ

た。石材調査では各種の刻印や朱書、墨書などを多数発見し、矢穴や石材加工の変化も確認されている。石垣は、

表面の 「石積み」様式の変化とともに、背面の土木工法の変容も顕著であり、石垣背面の土木工事痕跡の考古学的

な手法による層位的調査と、盛土の重複関係や遺物の分析か らみた石垣変遷を、文献調査との照合により時期区分

されている。築城期には、旧地形や中世山城 「千代城」の縄張 りを利用 して斜面を切 り上しながら石垣を構築 (I

期)し、元和 2年 (1616)の 地震によりこの石垣が倒壊した後、築城期の石垣形状を一新する修復工事が行われて

石垣が再構築 (Ⅱ 期)され、その後、寛文 8年 (1668)の 地震によりこのⅡ期石垣も倒壊し、現存石垣に全面改築

(Ⅲ 期)さ れたと考えられている。

平成13年 (2001)力 らゝは国の補助を受け、発掘調査のほかに遺構現況調査や石垣浪1量などの総合調査を実施 して

お り、平成22年 (2010)3月 現在で25次にわたる調査を実施している。特に本丸大広問跡の発掘調査は 8次にわたり

実施 してお り、その位置や内部構造について解明しつつある状況である。

平成15年 (2003)5月 に三陸沖を震源とする地震が起き、中門跡と清水門跡の石垣の一部が被災し、その後、平成

15～17年 (2003～05)に災害復旧工事を行った。

平成15年 (2003)年 8月 には約66haが国史跡に部分指定され、その後、仙台市は「仙台城跡整備基本構想」「イ山台

城跡整備基本計画Jを策定した。平成17～19年 (2005～07)に は巽 F弓 東側にあったとされる堀跡、平成20年 (2008)

からは清水門南側の造酒屋敷跡の学術調査を実施し、その調査成果に基づく史跡整備を事業目標としている。

註 1『仙台城下絵図』寛文 4年 (1664)宮 城県図書館蔵・『肯山公造制城郭木写之略図』17世紀後半 (推定)

宮城県図書館蔵 。『貞山公治家記録』など

註 2 義山公治家記録、正保3年 (1646)4月 28日 条

註 3 貞山公治家記録、慶長5年 (1600)12月 斃 日条

第 6図 本丸北壁石垣北東角部
旧石垣 (I・ Ⅱ期)検出状況 (北東から)

第 7図 本丸北壁石垣背面
階段状石列検出状況 (北西から)



Ш.調査計画と実績

平成21年度は、仙台城跡遺構確認調査の第 2次 5ヵ 年計画 4年次にあたる。平成17年度までの第 1次 5ヵ 年計画

では、国指定史跡仙台城跡の全体像を把握することを目標として、遺構の遺存状況、種類、規模、配置等の確認を

目的とする遺構確認調査と、石垣の破損状況や石積みの特徴を確認することを目的とする石垣現況調査、測量調査

などを実施してきた。また、本丸大広間跡や巽梧跡などの発掘調査、本丸での遺構現況調査などを行ってきた。

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間

第 1次 大広間跡 (1次 ) 185nだ 平成 3年 9月 17日 ～ 12月 27日

第 2次 清水門跡付近石垣測量 210� (立面 ) 平成 3年 H月 30日 ～平成 14年 2月 13日

第 3次 大番士土手跡・御守殿跡・懸造財 1,400f百 平成 4年 5月 20日 ～平成 15年 1月 31日

第 4次 巽櫓跡 110∬ 平成 4年 5月 20日 ～ 8月 31日

第 5次 大広間跡 (2次 ) 470r苫 平成 4年 8月 5日 ～12月 20日

第 6次 仙台城跡 (全域 ) 糸9145ha 平成 5年 5月 7日 ～ 8月 8日

第 7次 大広間跡 (3次 )
２ｍ 平成 5年 8月 4日 ～12月 25日

第 8次 登城路跡 ２ｍ 平成 5年 ■月12日 ～ 12月 25日

第 9次 広瀬川護岸石垣測量(1次 ) 50111(立面) 平成 5年 12月 9日 ～平成16年 2月 5日

第 10次 大広間跡 (4次 ) 397コド 平成 6年 7月 20日 ～12月 24日

第 H次 群城路跡・広瀬川護岸石垣測量 (2次 ) 349∬ (立面) 平成 6年 12月 18日 ～平成17年 3月 31日

第12次 大広間跡 (5次 ) 446コ百 平 成 7年 5月 26日 -10月 19日

第13次 三の丸堀跡 (1次 ) Ｚｍ 平 成 7年 11月 1日 ～ 12月 22日

第14次 中門北側。広瀬川護岸石垣測量 (3次 ) 627コ正 平 成 8年 1月 16日 ～ 1月 20日

第15次 大広間跡 (6次 ) 3H� 平 成 8年 6月 1日 ～ 8月 4日

第16次 三の丸堀跡 (2次 ) 522コ正 平 成 8年 9月 1日 -11月 30日

第17次 大広間跡 (7次 ) 263ョ正 平 成 9年 5月 28日 ～ 8月 3日

第18次 三の丸堀跡 (3次 ) 468fド 平 成 9/・F9月 1日 ～ 11月 26日

第19次 本丸北西壁石垣測量 (1次 ) 425∬ (立面 ) 平成20年 1月 16日 ～ 1月 18日

第20次 大広間跡 (8次 ) 248111 平成20年 5月 8日 ～ 7月 31日

第21次 造酒屋敷跡 (1次 ) 160111 平成20年 8月 26日 ～ 10月 29日

第22次 本丸北西壁石垣測量 (2次 ) 448∬ (立面 ) 平成20年 12月 24日 ～平成21年 1月 21日

第 1表 これまでの調査実績

第 2次 5ヵ 年計画では、引き続き、国指定史跡仙台城跡における全体像の把握を目的として、遺構確認調査と石

垣現況調査、測量調査、絵図等の資料調査などを実施する予定である。今年度は、造酒屋敷跡周辺および大広間跡

における遺構確認調査、広瀬川護岸石垣の測量調査を実施した。発掘調査費については総経費16,713千 円、国庫補

助額8,099千 円との内示を受けたことから、以下の調査計画を立案した。

調査次数 調査地区 調査予定面積 調査予定期間

第23次 造酒屋敷跡 (2次 ) 420n下 平成21年 6月 25日 ～10月 31日

第斃次 大広間跡 をｍ 平成21年 12月 14日 ～12月 18日

第25次 広瀬川護岸石垣測量 (4次 ) 250∬ (立面 ) 平成21年 12月 18日 ～平成22年 3月 23日

第 2表 調査計画表

これまで、本丸跡では 8次にわたる調査により、仙台城本丸御殿の中心的建物である大広間跡の礎石跡や雨落ち溝跡

などを検出し、大広間建物跡の位置及び規模 (東西335m、 南北26.3m)を 確認した。また、大広問跡の西側に位置する御

成門跡の礎石や、そこから大広間跡に延びる通路跡と考えられる石敷き遺構を検出した。大広間建物跡の内部について

は、建物に関わる礎石跡を検出し、各部屋の間取りや位置など、大広間の全容を解明する上で大きな成果が得られた。

第23次調査は、清水門付近にあったとされる造酒屋敷跡の遺構確認を目的として実施 した。屋敷跡の調査 (1～

4区)では、屋敷や酒造に関わると考えられる礎石跡や石列、カマ ド跡、井戸跡、溝跡などを検出した。また、造

酒屋敷廃絶後に使われていたと考えられる鍛冶工房跡も検出した。遺物は、木簡をはじめとする多数の木製品、磁

器、陶器、瓦、金属製品などが出土した。

第斃次調査は、大広間隊虎の間西側、広縁部中央の礎石跡を調査指導委員会の指導により追加調査として実施



した。調査では、KS… 531礎石跡の遺構全体を検出した。

第25次調査は、広頑川護岸石垣の測量を行い、石積み状況を調査した。これまで実施した第 9次・第■次 。第14

次調査により、大橋北側の石材及び大橋南側約200m分 の護岸石垣を既に測量している。第25次調査では約髄mを測

量調査し、石垣の図化作業を併せて行った。

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間

第23次 造酒屋敷跡 (2次) 369コだ 平成21年 7月 1日 ～11月 12日

第数 大広間跡 2.25� 平成21年 12月 14日 ～12月 15日

第25次 広瀬川護岸石垣測量 (4次 ) 250∬ (立面) 平成21年 12月 16日 ～平成22年 1月 7日

第.14次調査
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Ⅳ.第23次調査

1.調 査 目的及 び調 査経 過

第23次調査は、清水門付近の造酒屋敷跡を対象として、平成21年 (2009)7月 1日 から同年11月 12日 まで遺構確認

のための発掘調査を実施 した。調査面積は箭9∬である。

調査目的は、清水門の南側に位置し、仙台藩の御用酒屋であった枢森家の屋敷跡や酒蔵跡など、造酒屋敷跡の位

置および規模の確認 (1～ 4区)である。柾森家は、初代仙台藩主伊達政宗が、親しい幕臣である柳生宗矩の紹介

で、慶長13年 (1608)と こ大和国 (現在の奈良県)か ら招かれ、城内に酒蔵と屋敷を与えられて酒造にあたった。そ

の後、明治 9年 (18終 )に廃業するまでの約270年 にわたり酒造業を営んだ。

調査区の設定や調査前の現況写真撮影後、6月 29日 にフェンスを設置し、重機による表土の除去作業を開始 した。

7月 1日 から人力による表土除去及び遺構の検出作業を開始 した。

造酒屋敷跡の調査 (1～ 4区 )で は、造酒屋敷に伴うと考えられる礎石跡、石列、井戸跡、カマ ド跡、炉跡、石組溝など

を検出した。調査は遺構の確認を主とし、遺構の掘 り込みは最小限にとどめた。遺物は、近世の整地層と考えられるⅣ

層上面から18世紀代を中心とする磁器、陶器のほか、土師質土器、瓦質土器、瓦、古銭などが出土 した。また、KS 746井

戸跡からは陶磁器、金属製品などのほか、木簡や漆器、下駄、箸、樽や桶の部材などの木製品が多数出土した。

第23次調査は、平成21年 2月 斃 日の第22回仙台城跡調査指導委員会において、調査箇所や目的、方法について了

承を得て実施 した。平成21年 10月 20日 に実施した第23回仙台城跡調査指導委員会において調査の進め方についての

現地指導を受けた。調査成果については、10月 22日 に記者発表、10月 孵 日に遺跡見学会 (100名 が加)を実施 し公表し

た。その後、調査区の埋め戻しの作業を行い、11月 16日 に調査箇所は原状に復した。

なお、出土遺物の水洗作業中に枢森家当主の名前が記された木簡や年貢米の荷札木簡などを確認した。記載内容

の釈文を仙台市博物館、仙台城跡調査指導委員のご教示を得た上で、12月 10日 に記者発表を実施 し公表した。
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第 9図 第23次調査区配置図 (1/800)
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2.旧地形及び基本層序

造酒屋敷跡は、追廻から本丸へ至る登城路の南側、青棄山丘陵の裾部に

あたる標高約43mの平場に位置する。北側の三の丸跡がある下町段丘面と

の間には約 3m、 東側の巽門跡との間には約 5mの比高差がある。平場の

南側には青葉山丘陵の斜面が長沼 (三の丸堀跡)方向まで伸びていること

から、仙台城の築城時に斜面を造成して造られた平場であったと推定され

る。平場は西から東にかけて緩やかに傾斜している。以下、各区の基本層

の概要について述べる。

(1)1区

1区 の基本層は 5層 に大別 した (第 5～ 6表 )。

I層 は近代から現代にかけての盛土層で25層 に細分

した。Ⅱ層は花南岩の砕石層で、近代以降の整地層で

ある(第 11図 )。 Ⅱ層直下に近代の遺構面を検出した。

花蘭岩の砕石は人為的に敷かれてお り、1区南部、

KS 680鍛冶工房跡の周辺ではみられない。Ⅱ層が鍛

冶工房に関連する可能性が考えられる。今回の調査

ではこの層を便宜上、基本層として扱う。Ⅲ層は近世

の整地層である。Ⅲ層上面でKS 680鍛冶工房跡など

第 1遺構面の遺構を検出した。Ⅳ層は近世の盛土層

で 5層 に細分 した。Ⅳ層上面でKS 746井戸跡やKS

768カ マ ド跡など第2遺構面の遺構を検出した。1区 の

北側は削平による段差がみ られ、Ⅳ層も削平により

失われている。V層は第21次調査の 2区 Ⅲa層 に相当

する。Ⅵ層は硬 くしまった層で地山の可能性がある。

第10図 調査前状況

|  1花聞岩の砕石層(Ⅱ 層) ==キ 1炭層(I層上面)

第11図  Ⅱ層 (花商岩の砕石層)分布図 (1/300)
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12)2区

2区の基本層は 3層に大別 した (第 7表 )。 I層は現代の盛土層で12層 に細分した。調査区南壁で I層最下層直下

に花商岩の砕石が部分的にみられたが、調査区全体までは広が らなかった。Ⅲ層は近世から近代にかけての整地層

で 1区 のⅢ～Ⅳ層に対応する。KS 685石組溝、KS 687石組溝の検出面である。Ⅳ層は地山である。

(313区

3区の基本層は 3層に大別した (第 7表 )。 I層は現代の盛土層である。調査区北壁と西壁で I層最下層の直下に

花聞岩の砕石はみられたが、調査区全体には広がらなかった。Ⅲ層は近世と考えられ盛土層で畷 800石組溝の検出

面である。18世紀代の肥前染付網目文碗が出土した。Ⅳ層は近世の盛土層で 2層に細分した。

(4)4区

4医の基本層は 4層 に大別 した。 I層は現代の盛土層である。 Ⅱ層は時期不明の旧表土である。Ⅲ層は近世の盛

土と考えられる層で、溝 1条 を検出したが、埋土から焼土やビニールが出土してお り、新 しい溝である。Ⅳ層は崩

落土の可能性がある。

°  C° ざ



3.検 出遺 構

【第 2遺構面】

おもに 1区の基本層のⅣ層上面で検出された近世の遺構面である。1区南側で調査区を東西に横断する人為的に

形成された段差がみられ、北側が10cm程低 くなっている。段の南側では18世紀代の陶磁器が中心で、一段低い北側

では19世紀前半の遺物も出土していることから、同じ第 2遺構面でも18世紀代から19世紀の遺構面と19世紀前半の

遺構面に分けられる。

(1)1区

・KS-688礎石 調査区北壁壁面で検出した。加工のない川原石で長軸21cm、 厚さ19cmである。掘 り方は東西56cm

以上、深さは20cmで ある。根固め石は確認されなかった。KS 690石列と関連する可能性が考えられる。

・KS-689礎石 調査区北部で検出した。加工のない川原石で長軸対 cm、 短軸25cmで ある。掘 り方と根固め石は確

認されなかった。礎石上端のレベルは41.7酵mである。

・KS-690石列 調査区北部で検出した。東西方向に延び、西側で石材はまば らになるが、北に屈曲する石列であ

る。検出した長さは東西2.8m、 南北1.3m、 方向はN-18° ―Eで ある。径23～28cmの 加工のない川原石を配 してい

る。石の上面の高さに統一性はない。石列の北側にブロック状の黄褐色土が分布 してお り、建物にかかわる盛土

(犬走 り相当か)であると推測される。この面で瓦が出土している。石列はその縁辺に配置されたものと考えられ

る。KS 691よ り古い。

・KS-691ピ ッ ト 調査区北部で検出した。平面形は円形である。規模は東西50cm、 南北ycmである。円礫、角傑

を含む。KS 690石列より新しい。

・KS 692礎 石跡 調査区北部で検出した。平面形は円形である。規模は東西100cm、 南北89cnで ある。根固め石の

大きさは径 7～ 17cmの 円礫である。径 7 cmの 杭 1本 を検出した。礎石の抜取 り穴は確認されなかった。瓦片が出土

した。

・KS-693集石 調査区北部で検出した。平面形は円形である。規模は東西55cm、 南北50cmである。根固め石と考

えられる径 5～30cmの礫を多数含む。なお、石が集合してお り礎石の可能性があるが、根固め石と考えられる礫が

立っている状況で検出されたものや少量のもの、角礫が混 じるなど、礎石と判断できないものは集石として扱つた。

・KS-694ピ ッ ト 調査区北東部で検出した。平面形は円形である。規模は東西Ocm、 南北35cmである。

・KS-695溝跡 調査区北部で検出した。南北方向に延びる溝で、上端幅20～ 30cmである。検出した長さは357cm、

方向はN-13° 一Wである。埋土には砂の堆積がみられた。撹乱やKS 708。 710に 切 られているが、K】 722・ 751溝 跡

に接続する可能性が推測される。

・KS-696溝跡 調査区北部で検出した。南北方向に延びる溝で、上端幅20～%cmである。検出した長さは173cm、

方向はN-2° 一Wである。埋土には砂の堆積がみられた。瓦が出土した。

・KS-697礎石跡 調査区北部で検出した。平面形は円形である。規模は東西117cm、 南北107cnである。根固め石

の大きさは径15～塞cmの 円礫であり、角礫 2石 を含む。礎石の抜取 り穴は確認されなかった。瓦片が出土した。

こKS-698集石 調査区西部で検出した。平面形は円形である。規模は東西71cm、 南北61cmで ある。根固め石と考

えられる径 6～ 12cmの 円礫、瓦が出土した。

・KS-699溝跡 調査区西部で検出した。調査区西壁から南に緩やかに曲がる溝で、上端幅42～60cm、 深さ1■mで

ある。検出した長さ2.6m、 方向はN-35° ―Wである。KS 700,701よ り新 しい。上部が削平され残 りが悪いが、KS

-772溝跡に接続する可能性が考えられる。瓦が出土した。

・KS-7∞集石 調査区西部で検出した。平面形は円形である。規模は東西75cm、 南北80cmで ある。根固め石と考

えられる径 5～20cmの礫を含む。KS 699よ り古い。

・KS-701ピ ット 調査区西部で検出した。平面形は円形である。規模は東西26cm、 南北32cmで ある。径10cmの 礫

10



黄褐色土 (プ ロック状)の分布

７２４② 41867
+

血

ё

＋

井戸跡推定範囲

下
B'

0                                                  10m

第 12図 第23次調査 第 2遺構面違構平面図 (1/100)

lllllllllll 木材

E三ヨ 焼上

|■1 炉跡

踵電鰯 木樋

匠三コ 礎石

●   杭

+  レベル (標高/m)

746  遺構番号 (KS)

11・ 12



1区
東

壁
断

面
図

b

1区
東

壁
断

面
図

a

1区
東

壁
断

面
図

c
4区

北
壁

断
面

図

1区
西

壁
断

面
図

∞

第
13
図
 

第
23
次

調
査
 1
区

断
面

図
1(
1/
50
 S
L=
42
50
0m
)



ぶ

1区
南

壁
断

面
図

1区
ベ

ル
ト
東

壁
断

面
図

1区
ベ
ル

ト
西
壁

断
面

図

第
14
図
 

第
23
次

調
査
 1
区

断
面

図
2(
1/
50
 S
L=
42
50
0m
)



2区
南

壁
断

面
図

2区
北

壁
断

面
図

Z

引

Z' ト
AA

引

AA ト
Ｂ 引

BB
' ト

3区
北

壁
断

面
図

Ib
 t
t 

Φ
 

Φ
。

滝

3区
西

壁
断

面
図

3区
東

壁
断

面
図

第
15
図
 

第
23
次

調
査

 2
・

3区
断

面
図

(1
/5
0 
SL
=4
25
00
m)



Ｔ
卜

Ｔ
引

ド
ト

―
引

＝
ト

Ｈ
引

Υ
ト

Ｖ
引

げ
ト

Ｕ
引

ビ
ト

∫
ト

Ｊ
引

Ｙ
ト

Ｙ
引

ｙ
卜

M  M'
引  |―

甥
1区KS-772溝跡断面図

1区 KS-778石 列エ レベーシ ョン図

1区KS-715土坑断面図 1区 KS-744土坑断面図

1区 KS-680鍛 冶工房跡 ピット・土坑・ 1・ 2号炉跡断面図

第16図 第23次調査 遺構断面図

刊区KS-662土坑断面図

σ
ト

Ｃ
引

Ｄ
引

1区 KS-712土坑断面図

1区KS-791土坑断面図 1区 KS-792石組溝跡断面図

1区 KS-661溝跡断面図

2区KS-687石組溝断面図

調査区
遺構
番号

麟
・醐

土 色
土 質

土性
備 考

土缶No 土角 粘 質 しまり

〕

KS-712
理± 1 25Y5′ 3 黄褐色 砂 熊

¨
やや有 に2～ 25cmの 凝灰岩片を多量に含む。鉄分、瓦片 を少量含む。

埋±2 25Y5/2 暗灰黄色 粘土 シル ト 有 やや有 径5～ 25cmの機、瓦を多是に含む。(は っている 可能性有 )

KS-715
埋土〕 25Y512 暗灰黄色 ンル ト 鉦

＾
有 径5～ 1∝ mの礫、砂 を少見含む。

理±2 25Y08 にぶい黄色 砂 延
＾ 有 径5～ 15cmの礫、炭、鉄分を少量含む。

KS― 解4 埋土 10YR5お にぶい黄褐色 砂質 ンル ト やや有 やや有 径2～ 7cmの 礫を含む。内部に根石あ り。

KS-774 埋 土 25Y,2 暗灰黄色 砂質 シル ト やや有 やや有 砂を多量に含む。鉄分、瓦片を含む。

KS-791 理 土 ЮlrTI 灰 色 粘土質 ンル ト 有 やや 有 砂を多量に含む。径2～ 1∝ mの礫 を含む。鉄分を含む。

KS-792 埋土 25Yう彦 暗灰黄色 砂質シル ト 有 鍾
ヽ キ間に2枚の粗砂層あり。上面に細砂層あり。炭、鉄分を合む。

鴎 -661 埋土 10YR4/2 灰黄褐色 砂質 シル ト やや有 征
＾

柁t・rl岩 、鉄分を多景に含む。覧片を少量含む。底面が硬化 している。

KS-669 埋 土 10YR3彦 黒褐色 粘土質 シル ト 有 鉦
（ 花開岩片、円礫、木片、石灰、炭を含む。中央上部付近に鉄分を多量に含む。

KS-680
ピット

〕 10YR3洛 暗褐色 ンフレト やや有 やや有 男黄褐色シル トブ ロック (10YR'6)を 多量に含む。径5～鉤cmの礫、瓦片を少量含む。

埋± 1 10YRⅢ2 黒褐色 ン,レ ト 征
（ やや有 炭を多量に含む。花筒岩片を含む。

KS-680
土坑

埋± 1 炭 層 征
（

笠
（ 径 1∝ m位 の礫を少量含む。鉄滓を含む。

埋±2 5Y411 灰 色 ンル ト質砂 やや右 征
へ 径5cm前 後の礫を少壁含む。鉄分、粘上を少量含む。

埋i3 炭 層 やや右 範
＾

KS-680
1・ 2号 炉跡

埋± 1 5YR1 71 黒色 粘土質 シル ト やや有 鉦
＾

表面に炭、鉱津、焼土を含む。

埋 ± 2 2 5YR5お 明赤褐色 ン,レ ト やや有 征
（

埋±3 10YR5/6 黄褐色 粘土質 シル ト 有 有 径2～ 15cmの礫を含む。砂、風化礫を多量に含む。

2 KS-687

埋± 1 ЮY41〕 灰 色 粘 土 強 笠
ヽ 径3～ 15cmの礫、瓦片を少量含む。

埋 ± 2 ЮY5′ 〕 灰 色 砂 征
（ 径2～ 15cmの礫を少量含む。瓦片を多量に含む。

埋±3 75CY4/1 暗緑灰色 シルト質粘土 強 鉦
＾

屈り方4 2 5GY4rl 暗オ リーブ灰色 粘土質 シル ト やや有 径5～釣cmの撰 を多量に含む。炭、風化穣 を少量含む。

屈り方5 SGY3/1 暗オ リープ灰色 ンル ト質粘土 有 径 10～ 25cmの 礫を多量に含む。

第 4表  第23次調査遺構土層注記表 (第 16図 )
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調査区
構
号

遺
番

遺構

層位

土 色
土質

土性
備 考

土色No 土 色 粘質 しまり

1

基本層

〔a 10YR3お 暗褐色 粘土質 シル ト 有 やや有 径2～%cmの 礫、ビニール片 を含む。

10YR32 黒褐色 シルト やや有 やや有 黒褐色土ブロック(10YR311)を 多量に含む。

Ic 25Y4rl 黄灰色 粘土質 シル ト 有 征
（

黒褐色腐食質粘土 (75YR3/2)を 多量に含む。にぶい黄褐色粘土質プロック(10YR5お )に鉄分、

径5～ 25cmの礫 を少量含む。

Id 10YR,2 灰黄褐色 砂質 シル ト 有 径1～5cmの 礫を多量に含む。

〔c 10YRη 2 灰黄褐色 シル ト質砂 征
＾

やや有 径1～

“

mの礫を少量含む。欽分を少量含む。05～ %mの風化礫を多量に含む .

If 25Y32 黒褐色 砂質 シル ト 征
＾

有 判 ～3cmの 礫を少量含む。鉄分、炭を含む。

I 10YR,2 灰黄褐色 砂質 シル ト 征
＾

やや有 淡分、風化礫を少量含む。

10YR5お にぶい黄褐色 粘 土 強 征
ヽ

映分 を多量に含む。径 1～ 5cmの 礫 を少量含む。瓦片を含む。

I 10YR3つ 黒褐色 粘 土 強 錘
小 鉄分、風化礫、植物を少量含む。

I 7 5YR3/1 黒褐色 腐食質粘土 強 征
ヽ 値物 を多量に含む。径5～ 15cmの鉄分礫を少量含む。

〔k 7 5YR3И 暗褐色 粗 砂 鉦
小 中間に黒色腐食層を挟む。上面に鉄分を多量に含む。

11 10YR6 6 明黄褐色 ンル ト質粘土 強 征
ヽ

風化礫を多是に含む。鉄分を少量 含む。径45cmの 大型石を含む。ややグライ している。

Im 7う YR4 1 灰 色 粘 土 強 征
ヽ

上部 に腐合層を含む。鉄分灰 を少量含む。花簡岩片を一部に含む。

25Y03 にぶい黄色 粘 土 強 笠
＾

径30～ 61cmの 大型礫を下部に含む。鉄分、瓦片を少量含む。

10YVl 灰 色 粘 土 有 征
＾

上面 に腐食層あ り。径2～5cmの 礫、瓦片 を少量含む。

I 5Y5つ 灰缶オ リーフ 粘 土 強 やや有 風化礫を多量に含む。径3～ 8cmの 礫 を少量含む。鉄分、炭、瓦片を含む。

I 25Y3/1 黒褐色 シルト質粘土 有 鉦
＾ 植物を多量に含む。径10～ 30cmの 礫を少量含む。

I 10YR4 2 灰黄褐色 砂質ンル ト 鉦
小

径2～ ■cmの 礫、炭、風化礫 を少量含む。

1 lllYRγ l 黒褐色 シリレト 有 饉
ヘ 径2～ 10cnの 礫を少量含む。鉄分を多量に含む。瓦片、磁器を含む。

I 10YR約2 10YRη 2 シ,レ ト やや有 髄
へ 径2～ 5の礫を少量含む。鉄分を多量に含む。上部に風化礫 (厚 さ3～5cm)の 盛土。

Iu 10YR574 にぶい黄褐色 シル ト 笙
＾

やや有 堅1～ 8cmの 礎を少量含む。

I 10YRダ 1 黒褐色 シ,レ ト やや有 やや有 鉄分 を少量含む。

Iw 10YRη2 灰黄褐色 シリレト やや有 やや有 鉄分 、風化礫を少量含む。

I 25Y5彦 暗灰黄色 シ,レ ト やや有 有 径1～ 3cmの 映を少量含む。鉄分を少量含む。

I 10YR〃 2 灰黄褐色 シ)レ ト やや有 やや有 腐食層を多量に含む。径2～ 1∝mの礫、鉄分 を少量含む。第21次調査2区 Ⅱ個に類似。

Ⅱ 25Y5彦 暗黄色 粘土質 シル ト やや有 やや有 砂、花蘭岩片を多量に含む。グライ層。

Ⅲ a 2ちYう
r2

暗黄色 粘 土 強 有 径 1～碗mの礫を多壁に含む。鉄分を少量含む。

皿 b 10YR42 灰黄褐色 粘土質 シル ト 有 有 睡3～ 5cmの 撰、鉄分を少量含む。

IVa 10YR5′3 にぶい黄褐色 粘土 有 有
上部 に風化礫を多量に含む。径5～如cmの 礫 を少量含む。鉄分を多 く含む。黒色ブロックを

少量含む。

IVb 25Yもお 黄褐色 粘 土 有 有 孔化礫を多最に含む。ややグライ している。上面にビッ トあり。

pFc 2 5GY4Tl 暗オ リーブ灰色 粘 土 強 有 砂換 を多最に含む。鉄分を少量含む。

IVd 10CY4/1 暗緑灰色 粘 土 有 有 径3～ 10cnの 礫を少量含む。細砂 を含む。

ryc 10YRグ 1 黒 色 粘土 強 有 径 1～ 3cmの 礫を少量含む。

Ⅵ 2 5GY611 オリーブ灰色 ンルト質粘土 有 強 径05～炎mの礫 を少量含む。地山か。

炭 層 黒 色 炭 花闘岩が混 じる。

KS-736 掘 り方 1 25Y5泡 暗灰黄色 砂質 シル ト 伍
＾

やや有 径 1～ 2cmの 礫、鉄分を少量含む。礎石か。

KS-689 埋± 1 うGYVl 暗オ リーブ灰色 粘 土 やや有 有 下部 に砂礫 を多量に含む。鉄分を少量含む。

聡 -8M 埋± 1 5GYVl 暗緑灰色 粘土質 シル ト やや有 有 砂、鉄分 を多量に含む。

KS-668 掘 り方 1 25Y59 暗灰黄色 シル ト 有 有 径3～懲髄mの礫を多量に含む。砂 を多量に含む。鉄分を少量含む。

KS-776
掘 り方 I 25Y4r〕 黄灰色 シリレト 有 鉦

小
鉄分 を少量含む。大型礫含む。礎石あ り。

掘 り方2 25GY4 1 Rき オリーブ灰色 粘土質 シル ト 有 やや有 風化礫を少量含む。グライ層。

KS-805 25Y4T2 暗灰黄色 粘土質 シル ト 有 有 径5cmの 礫、風化礫粒子を多量に含む。

第 5表 第23次調査 4区土層注記表 1(第 13図 )



月査区
構
号

遺
番

層 位

土 色
土 質

土性
備 考

土色No J:色 粘 質 しまり

1

基本層

I 10YR3/2 黒褐色 シ,レ ト やや有 やや有
10YR3′1黒 褐色粘土質ブロックを多最に含む。径 1～ 5cmの 礫 を少量含む。上部にまだ らな整

地層 (約 1∝ m)あ り

b 10YR,2 灰黄褐色 粘土質シル ト 有 笠
（ 腐植土を多量に含む。鉄分、炭を少量含む。第21次 調査2区 の ■層に類似。

10YR4T3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト 有 やや有 黄褐色ブロックを多量に含む。径2～ 5cmの礫、鉄分、瓦片を少量含む。

d 10YR3つ 黒褐色 ン,レ ト 有 有 径 1～ 3cmの 礫、風化礫、炭、鉄分を少量含む。大正時代の銭貨が出土。

25Y,2 暗灰黄色 シル ト質粘土 強 やや有 映分、風化礫を少量含む。

25Y5r3 黄褐色 ンル ト質粘土 有 黄色い風化礫を多量に含む。径 1～4cmの 礫、鉄分、瓦片を少量含む。

25Y32 黒褐色 ンル ト質粘土 強 笠
＾ 径2～ 5cmの 礫、鉄分を多量に含む。瓦片を含む。

h 10YR4TT2 灰黄褐色 ンルト質粘土 有 やや有 径 1～ 8cmの礫、鉄分、黄褐色粘土ブロックを多量に含む。瓦片 を多量に含む。

25Y5/3 黄褐色 ン,レ ト 有 やや有 却 ～6cnの 礫、鉄分、瓦片を含む。

10Y3/1 オリーブ黒色 砂礫層 征
小

やや有 屹商岩片を多量に含む。

Ⅲ a 10YR5′3 にぶい黄褐色 砂礫 鉦
ヽ

やや有 ≧2～ 1∝ mの礫を多量に含む。瓦片を含む。

IVc 10YR42 灰黄褐色 粘土質シル ト 有 有 砂を多量に含む。径2～4cmの 礫、鉄分、炭を少量含む。

Ⅳ d 10YR6 6 明黄褐色 粘土質シル ト 有 有 鉄分を含む。

25Y52 暗灰嵩缶 砂 有 征
ヽ 砂、径 Icm前後の風化礫を多量に含む。第21次 調査2区 Шa層 に相当。

Ⅶ 25Y7μ 浅黄色 砂 健
ヽ 強 鉄分を含む。砂は凝固 している。地山.

盛 土 花筒岩片 径 1～ 20cmの 岩片層。岩の周 りには鉄分を多量に含む。

炭 層 b 中灰 征
（

征
（ 殴冶遺構 に関連。花南岩を少量含む。

整地土

25Y5ρ 暗灰責色 シリレト 有 有 灰色砂 を多量に含む。鉄分、炭を含む。

25Y5お 黄褐色 砂 やや有 有 粘土を含む。

25Y5お 黄褐色 砂質 シル ト やや有 有 粘土 を含む。風化礫 を少量含む。

KS-66〕 埋± 1 2ちY4つ 暗灰黄色 砂質 ンル ト 有 饉
ヽ

花闇岩片を多星に含む。径 1～ 8cnの 礫を少量含む。底部 に鉄分を多量に含む。 fll版 転写¢

碗出土。

KS-664
埋± 1 lllYR柁 灰黄褐色 砂質 シル ト やや有 有 径2～4cmの 礫、風化礫を少最含む。

埋 土曼 25Y5彦 暗灰黄色 シル ト質砂 やや有 やや有 径 1～ 1∝ mの礫、鉄分を少量含む。

X6-705
埋± 1 25Y98 にぶい黄角 砂 笠

小
征
ト 中間に粗砂の層あ り。炭を含む。

掘 り方 1 10YRち お にぶい黄褐色 細 砂 魏
小 やや有 径 ～5cmの 礫を少量含む。中間に粗砂層あり

KS-753
理± 1 10YR,3 にぶい黄褐色 ンルト やや有 や や 有 径 1～ 2cmの 礫を含む。鉄分を少量含む。

理±2 25Y5/3 黄褐色 ンルト やや有 有 ～5cnの 礫を含む。鉄分、炭を少量に含む。砂 を多量に含む

KS-759 埋± 1 25Y,3 黄褐色 IB砂 笠
（

やや有 径 ～5cmの 礫を含む。鉄分、瓦片を含む。KS-759の 埋土。

KS-772
埋± 1 5GY411 暗オリーブ灰色 砂質 シル ト 有 やや有 砂を多量に含む。径 1～ 3cmの 礫、木片を含む。石組み溝。

掘り方 2 25CY4′ 1 暗オ リーブ灰色 ンル ト質砂 やや有 やや有 粘上を含む。石組みの石。溝の掘 り方。

KS-790 埋± 1 25Y4の 暗灰蓋色 粘土質シル ト 有 征
＾ 径 1～ 1∝ mの礫を少量含む。澄み、鉄分を含む。

KS-794 埋± 1 25Y42 暗灰黄色 砂 範
ト

やや有 径 10～ 15cmの礫を含む。鉄分、炭を含む。KS-794の 埋土。

KS-796 埋± 1 25Y5′ 3 黄褐色 シルト やや有 有 径 1～ 3cnの 礫を含む。鉄分、瓦片を含む。

第 6表 第23次調査 1区土層注記表 2(第 14図 )

例査区
遺構
番号

lF■ 橋

層 位

色
土質

土性
備 老

上色 No 土 色 粘 質 しまり

2
基本層

10YR夕2 黒褐色 砂質シル ト 征
（

鉦
＾ 径2～ 15cmの礫を少量含む。下部暗褐色シル ト層 (10Yダ4)

b 10YR,2 灰黄褐色 シ,レ ト やや有 有 径3～ 5cmの 礫、鉄分を少量含む。

5Y3/1 オリーブ黒色 シ,レ ト やや石 やや有 径2～ 5cmの 礫、鉄分を少量含む。炭を少量含む。

d 10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト質濫十 有 やや有 黄褐色粘土ブロックを多量に含む。径3～5cmの 礫、鉄分、瓦片を少量含む。

25Y,2 暗灰黄褐色 粘土質シル ト やや有 征
＾ 砂を多量に含む。径3～ 15cmの 礫、鉄分を少量含む。

f ЮYRグ 1 黒褐色 腐食層 有 征
＾ 黄褐色粘土ブロック (25Y50を 多量に含む。炭、植物 を含む。

10YR22 黒褐色 粘 土 有 鉦
＾ 腐植土を含む。北壁では中間に砂層を挟む。

10YR,2 灰黄褐色 シフレト 有 やや有 径 1～ 8cmの 牒、砂を少量含む。

25Y夕2 黒褐色 粘 土 有 やや有 径 10～ 3∝ mの礫、板材、炭を少量含む。中間に細砂層を挟む。

10YR4彦 灰黄褐色 粘 士 有 やや有

Ik 5GY4/1 暗オ リーブ灰色 シル ト質粘土 強 やや有
黄褐色粘土ブロック、黒褐色粘土ブロックを多量に含む。径2～ 5cmの 礫、瓦を含む。上面
に花簡岩片あ り。

1 75GYη l 暗緑灰色 粘 土 やや有 径5～7セ ンチの礫、風化礫、炭を少量含む。北壁にKS-685溝跡理土の砂層が 見られる。

[m 10Y4/1 灰 角 粘 土 饉
ヘ 北壁では径3～7cmの 礫、瓦片が少量含む。花南岩片2点 出土。

肛 75GYVl 暗緑灰色 粘土質シル ト やや有 有 1～ 3cmの礫 を含む。

Ⅳ 5GY5,1 オ リーブ灰色 砂 範
＾

有 匿1～ 3cmの礫、鉄分を少量含む。地山。

KS-806 埋±1 25GYVl 暗オ リーブ灰色 ンル ト 有 有 風化礫、炭、鉄分、瓦片を含むビッ ト

3

基本層

10YR212 黒掲色 砂質 シル ト 範
小

征
＾

径 1～ 3cmの 換 を少量含む。

10YR4P4 褐色 ン,レ ト やや有 延
小 径2～ 15cmの礫、花筒岩片を含む。瓦片を少最含む。

圧 10YRV3 にぶい黄褐色 征
ヽ

征
＾

上部に5～ 30cmの礫を多量に含む。

IVa 10YR5る 黄褐色 砂質 ンル ト 鈍
＾

蝕
小 風化礫を少量含む .

Ⅳ b 10YR5る 黄褐色 シリレト 笠
＾ 有 径2～ 3cmの 礫を少量含む。風化礫、細粒 を多曼に含む。

整 地 土

10YRV4 褐色 砂質シル ト 鶴
（

有 蟹3～ 10cnの礫を少量含む。上面に花聞岩片がのる。鉄分を少量含む。

b 10YR守 4 掲色 ン,レ ト やや有 有 径2～ 10cmの礫 を少量含む。黄褐色粘土ブロック(25Y5お )を 少量含む。瓦片を含む。

10YRη 3 にぶい黄褐色 ンル ト やや有 鉦
（

径5～ 15cmの 篠を少量含む。

KS-800 埋± 1 10YR4B にぶい黄褐色 やや有 有 径も～ 1∝ mの礫 を少量含む。瓦片を含む。

KS-801 10YR42 褐仕 ン,レ ト 伍
＾ 径5～ 10cmの 礫を含む。砂を含む。北端に瓦を多是に含む。KS-801暗渠状遺横。

第 7表 第23次調査 2,3区土層注記表 (第η5図 )



を含む。KS 699よ り古い。

・KS-702ピ ッ ト 調査区西部で検出した。平面形は精円形である。規模は東西66cm、 南北55cmである。径 4～ 16

cmの撰を含む。

・KS-703ビ ット 調査区中央部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西63cm、 南北55cmで ある。径 4

～18cmの礫を含む。

・KS-704ピ ット 調査区中央部で検出した。平面形は楕円形である。規模は東西46cm、 南北37cmで ある。径 5～

10cmの礫、瓦片が出土した。

・KS 705木樋 調査区中央部で検出した。南北方向に延びる木樋で、上端幅は25cmである。検出した長さは8.lm、

方向はN-20° 一Wである。木樋は上部が削平され、底板と側板の一部のみ残存し、底板幅は18cmである。掘 り方の

上端幅30cm、 下端幅斃cmで ぁる。KS 792石 組溝の掘 り方と交差しているが、溝 との切 り合いは確認されなかった。

KS 792石組溝と直交 してお り、1区南西部の石組溝や溝跡と一連のものである可能性も考えられる。瓦が出土 した。

・KS-706礎 石 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。加工のない扁平な川原石で長軸37cm、 短軸31cm

である。掘 り方は東西49cm、 南北45cmである。根固め石は確認されなかった。礎石上端の確認 レベルは41,872mで

ある。

・KS-707柱 穴 調査区中央部で検出した。平面形は方形である。規模は東西78cm、 南北70cmで ある。長軸23cm、

短軸18cmと 長軸31cm、 短軸25cmの柱痕跡 2基を確認した。柱痕跡には切 り合いはみ られず、2つ同時に存在 し、ど

ちらかが柱の補強材であると考えられる。KS 708よ り新 しい。

・KS-708土坑 調査区中央部で検出した。平面形は楕円形である。規模は東西42酬、南北67cm以 上である。瓦が

出土 した。KS 707よ り古い。KS 695と は接 しているが新旧関係は不明である。

・KS-709土 坑 調査区中央部で検出した。平面形は撹乱により切 られているが、精円形 と推測される。規模は東

西20cm以上、南北65cm以上である。径10～ 20cmの礫を含む。内部に炭の詰まったピット1基を確認した。

・KS-710土 坑 調査区中央部で検出した。平面形は撹乱によ り切 られているが、精円形と推測される。規模は東

西27cm以上、南北45cm以上である。

・KS 711ピ ット 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。規模は径25cmで ある。KS 695溝 跡より新 しい。

・KS-712土 坑 調査区北東部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西 170cm、 南北250cm、 深さ30cmで

ある。底面に径 5～20cmの礫が多数み られる。KS 713・ 714よ り古い。KS 715よ り新 しい。出土遺物は肥前染付皿

片、大堀相馬灰釉碗片、瓦である。

・KS-713土坑 調査区北東部で検出した。平面形は撹乱により切 られているが、方形 と推測される。規模は東西

28cm以上、南北60cmで ある。径 7～21cmの礫を含む。KS 712よ り新しい。

・KS-714土 坑 調査区北東部で検出した。平面形は撹乱により切 られているが、方形と推測される。規模は東西

路cm、 南北48cmで ある。径 5 cmの 礫を含む。KS 712よ り新 しい。

・KS 715土坑 調査区北東部で検出した。平面形は方形である。規模は東西 160cm、 南北 105cm、 深さ18cmである。

径 5～20cmの礫を含む。KS 712よ り古い。17世紀か ら18世紀の白磁皿 2点と瓦が出土 した。

・KS 716集 石 調査区北東部で検出した。平面形は楕円形である。規模は東西88cm以上、南北Mcmである。径 5

～15cmの礫を多数含む。KS 717よ り古い。プラン上で18世紀代の備前糸目徳利片、瓦が出土した。

・KS-717礎 石跡 調査区北東部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西90cm、 南北150cmで ある。径

110cmの礎石抜取り穴を確認した。根固め石の大きさは径 5～25cmの 円礫である。KS 718よ り古く、KS 716よ り

新 しい。瓦が出土した。

・KS-718土坑 調査区北東部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西76cm以上、南北46cm以上である。

径 5～ 25cmの礫を多数含む。KS 717よ り新 しい。瓦が出土 した。礎石もしくは集石の可能性が考えられる。
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・KS-719礎石跡 調査区東部で検出した。平面形は北東部が調査区外 となっているが、円形と推測される。規模

は東西100cm、 南北147cmである。根固め石の大きさは径 5～35cmの 円礫である。礎石の抜取 り穴は確認されなかっ

た。瓦が出土 した。

・KS 720柱 穴 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。規模は東西50cm、 南北型cmで ぁる。径18cmの柱

痕跡を確認した。掘 り方には径 5～30cmの礫を含む。瓦が出土 した。

・KS-721ビ ッ ト 調査区部で検出した。平面形は撹乱により切 られているが、円形と推測される。規模は東西13

cm以上、南北網 cm以上である。KS 722よ り新しい。

・KS-722溝跡 調査区中央部で検出した。東西方向に延びる溝跡で、上端幅11～20cmあ る。検出した長さは125

cm、 方向はN-68° 一Eで ある。KS 721・ 723・ 725よ り古い。KS 695と接続する可能性が考えられる。

・KS-723土坑 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。規模は東西Ъ cm、 南北網cmである。

・KS-724柱穴 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西益 cm、 南北網cmで ある。長

軸25cm、 短軸20cmの柱が一部残存する柱痕跡を確認した。

・KS-725柱穴 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西41cm、 南北35cmで ある。径

20cmの柱が一部残存する柱痕跡を確認した。

・KS-726柱穴 調査区中央部で検出した。平面形は不整円形である。掘 り方の規模は東L40cm、 南北割釧、径17

cmの柱が一部残存する柱痕跡を確認した。

・KS-727柱 穴 調査区中央部で検出した。平面形は不整円形である。掘 り方の規模は東西63cm、 南北53cmで ある。

径20cmの柱が一部残存する柱痕跡を確認した。掘 り方には長軸 7 cm、 短軸 5 cmの 石を含む。

・KS-728柱穴 調査区中央部で検出した。平面形は楕円形である。掘 り方の規模は東西35cm、 南北50cmで ある。

長軸33cm、 短軸27cmの柱が一部残存する柱痕跡を確認した。

・KS-729炉跡 調査区中央部で平面の一部を検出した。平面形は大部分を撹乱により切 られているが、円形と推

測される。規模は東西30cm、 南北40cmである。炉床に多量の焼土がみ られた。

・KS 730柱 穴 調査区中央部で検出した。平面形は不整円形である。掘 り方の規模は東西57cm、 南北51cmで ある。

径21cmの柱が一部残存する柱痕跡を確認した。径 5～20cmの礫を含む。

・KS-731柱穴 調査区東部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西80cm、 南北60cmで ある。径25

cmの柱が一部残存する柱痕跡を確認 した。

・KS-732柱穴 調査区東部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西盗 cm、 南北範 cmで ある。長軸

35cm、 短軸33cmの柱痕跡を確認 した。

・KS-733柱穴 調査区東郡で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西35cm、 南北25cm以上である。

径18cmの 柱根が残存する柱痕跡を確認した。

・KS-734溝 跡 調査区東部で検出した。東部が調査区外、南部が撹乱に切 られている。上端幅25～ 150cm以上であ

る。検出した長さは東西29m、 南北1.3m、 方向はN-68° ―Eで ある。プランが東側に広がる。KS 735・ 737よ り古

い。染付碗や瓦が出土した。

・KS-735土坑 調査区東部で検出した。平面形は撹乱により切 られているが、楕円形と推測される。規模は東西

70cm以上、南北80cm以 上である。径 5～23cmの礫を含む。

・KS 736礎石 調査区東部で検出した。加工のないやや変形した四角い川原石で、長軸40cm以上、短軸25cm以上

である。掘 り方と根固め石は確認されなかった。

・KS-737柱穴 調査区東部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西48cm、 南北Mcm以上である。

径13cmの 柱痕跡を確認した。柱痕跡は空洞になっていた。瓦片が出土 した。

・KS-738柱穴 調査区東部で検出した。平面形は楕円形である。掘 り方の規模は東西36cm、 南北訊cmである。径
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19cmの柱の一部が残存する柱痕跡を確認した。

・KS 739ピ ッ ト 調査区東部で検出した。平面形は円形である。規模は東西50cm、 南北47cmで ある。KS留1よ り古い。

・KS-740井戸跡 調査区東部で検出した。平面形は撹乱 (第21次調査でKS 592溝跡としたが、今回の調査で撹乱

として扱う)により、上部約半分が失われているが、円形 と推測 される。規模は東西5m以上、南北4.4mで ある。

掘 り方がKS 746井戸跡に切 られるが、井戸本合の切 り合いはない。KS 7笠より新 しい。

・KS-741集石 調査区東部で平面のみ検出した。扁平な加工のない川原石で、径約25～筍cmの 6石が確認された。

KS 740井 戸跡の北側に配されていることから、KS 7範井戸跡にかかわる遺構である可能性が考えられる。KS 739

より新 しい。

・KS-742土 坑 調査区東部で検出した。平面形は大部分を撹乱によ り切 られているが、精円形と推測される。規

模は東西25cm以 上、南北80cm以 上である。KS 7網。746井戸跡よ り古 く、KS 7零 より新 しい。

・KS-743ピ ッ ト 調査区東部で検出した。平面形は楕円形である。規模は東西17cm以上、南北30cmで ある。KS―

7堰よ り古い。

・KS-7型土坑 調査区東部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西7■ m、 南北62cm、 深さ25cmである。

底面に径20cm以 上の川原石を確認した。

・KS-745土坑 調査区中央部で検出した。平面形はKS-7Ъ 井戸跡に切 られているが、円形と推測される。規模は

東西82cm以 上、南北46cm以上である。径15cmの礫を含む。KS 746井 戸跡より古い。

・KS 746 井戸跡 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。規模は東西3.5m、 南北3.85m、 深さ1.6m以 上で

ある。調査深度の底面で掘 り方と本体との間が段になってお り、調査深度の底面で掘 り方の南側に寄って井戸本体の

プランを確認 した。本体は略方形を呈している。調査を行った深さでは井戸枠は確認されなかった。段の北西側に一

3////2 魚

i≒■ 1 俵推� 囲
0                          2m

Ｓ
ト

6 1  -   ^― も

周査区
遺構
番号

通欄

層位

土 色
土質

土桂
備 考

土色No 土色 粘 質 しまり

1 KS-746

埋± 1 10YRグ 4 灰養褐角 粘土質シル ト 有 有 径a～ 1∝ mの礫 を含む。風化礫、砂を多量に含む。花筒岩片、炭、瓦片を少量含む。

埋± 2 25Y1/3 黒褐色 粘土質シル ト 有 鉦
（

径5～ 15cmの礫を少量含む。径2～ 10cmの 風化礫を多量に含む。炭、鉄分、木製品を少量含

む。ややグライしている。

埋± 3 オリーブ黒色 粘土質シル ト 有 鉦
（

径3～ 7cmの 礫、炭を含む。木製品、鉄分を少量含む。砂を多呈に含む。ややグライ してし

る。

埋±4 2 5Yl14 黄灰色 ンル ト質粘土 有 範
＾

径7～ 25cmの 礫 を少量含む。下部に少礫を多量に含む。ややグライしている。木簡、漆器、

下駄 、箸等多星に含む。
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段低 くなっている箇所が確認され、井戸 として使用 しなくなったあと、井戸枠を抜 く際に掘 り下げたことによるもの

と推測される。

埋土の 2層 上面では、面取 りの加工がみられる長軸約50cn、 短軸約28cmの 方形の石とその周囲に乗状に配された

加工のない川原石13石 を検出した。 この配石については井戸を埋める際に行った井戸鎮めなどの祭祀遺構であると

考えられる。埋± 1層 は山土で埋められていた。埋± 2～ 4層以下の埋土か らは後述する遺物のほかに、俵が桟俵

部分を中心に押 しつぶされた状態で検出した。また、魚とみられる竹を編んだものも検出した。埋土から出土 した

磁器は18世紀のものが中心である。陶器は大堀相馬産の碗や皿、仏飯器のほか、寛保 2年 (17毯)の暦 とみられる

京焼暦手筒茶碗 (第 _24図 3)、 鳴海織部皿 (写真図版16-108)、 瀬戸鉄絵蓋物 (第25図 15)な ど18世紀のものが中心

であるが、19世紀前葉の大堀相馬産の鍋も出土 しており (第24図 11)、 井戸使用時期の下限が19世紀代になると考え

られる。陶磁器以外では、土師質・瓦質土器、煙管、古銭、砥石などのほか、木簡をはじめ漆器椀、下駄、箸、樽

や桶の部材、栓、井戸支柱材 (第4図 4)な どの木製品が多数出土している。出土 した木簡のうち、極森家6代当主

である 「粧森与左衛門Jと記されたものが 3点確認された (第35図 1～ 3)。 KS 740,742・7Ъ・757よ り新 しい。な

お、第21次調査では本遺構をKS 595土坑 として扱ったが、今回の調査で井戸跡であることが確認された。

・KS-747柱穴 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西網 cm、 南北堰cmでぁる。径

23cmの柱の一部が残存する柱痕跡を確認 した。

・KS 748柱 穴 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は径22cmで 、径15cmの柱痕跡を確

認した。

・KS-749ピ ッ ト 調査区中央部で検出した。平面形は円形である。規模は径Ocmで、径19cmの柱痕跡を確認した。

瓦が出土した。

・KS-750土坑 調査区中央部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西85cm、 南北90cmで ある。長軸60

cm、 短軸55cmの柱痕跡を確認 した。

・KS-751溝跡 調査区南部で検出した。南北方向に延びる溝跡で、КS 7軽井戸跡に直交するように東西方向にも

延び、T字型を呈する。上端幅20～33cmで ある。検出した長さは南北方向4.39m、 東西方向1.6m、 方向はN-28° 一

Wである。KS 7Ъ よ り古 く、KS 752よ り新 しい。瓦片が出土 した。

・KS-752柱 穴 調査区南部で検出した。平面形はベル トとKS 751溝跡によ り切 られているが、楕円形と推測され

る。掘 り方の規模は東西35cm以上、南北55cmで ある。長軸25cm、 短軸15cmの柱痕跡を確認した。

・KS-753柱穴 調査区南部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西35cm以上、南北37cmで ある。

長軸20cm、 短軸15cm以上の柱痕跡を確認 した。

・KS-754柱穴 調査区南部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西 16cm、 南北18cmである。径10

cmの柱痕跡を確認 した。

・KS-755柱穴 調査区南部で検出した。平面形は不整形である。掘 り方の規模は東西49cm、 南北30cmで ある。径

23cmの柱の一部が残存する非常に太い柱痕跡を確認した。掘 り方中に径 5～ 15cmの礫を含む。

・KS-756土坑 調査区南部で検出した。平面形は撹乱により切 られているが、方形と推測される。規模は東西83

cm、 南北93cm以上である。堆積土中に径 5～ 10cnの礫を含む。

・KS-757土 坑 調査区南部で検出した。平面形はKS 7お井戸跡に切 られているが、不整円形と推測される。規模

は東西38cm以上、南北70cm以上である。堆積土中に径 6～20cmの礫を含む。

・KS-758ビ ッ ト 調査区南部で検出した。平面形は撹乱により切 られているが、円形と推測される。規模は東西

10cm以上、南北判 cm以上である。

・KS-759溝跡 調査区南部で検出した。東西方向に延びる溝で、上端幅23～33cmである。検出した長さは153cm、

方向はN-68° ―Eで ある。KS 751よ り新 しい。東側で接しているKS 7酪土坑 との関係は不明である。
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・KS-760柱穴 調査区南部で検出した。平面形は方形である。掘 り方の規模は東西36cm、 南北40cm、 深さ10cmで

ある。径23cmの柱痕跡を確認した。径 2～ 6 cmの 礫を含む。

・KS-761ピ ッ ト 調査区南部で検出した。平面形は円形である。規模は径30cmで ある。瓦が出土した。

・KS-762柱穴 調査区南部で検出した。平面形は精円形である。掘 り方の規模は東西4cm、 南北ゆcmで ある。径

15cmの 柱痕が残存する柱痕跡を確認した。柱痕跡は空洞になっていた。径 5～20cmの礫を含む。

・KS-763土坑 調査区南部で検出した。南側の段の下に延びるが、平面形は不整円形と推測される。規模は東西

64cm、 南北93cm以上である。中心部から径10～ 15cmの 礫や瓦片が出土した。

・KS-764土坑 調査区南部で検出した。平面形は一部が未調査部分に延びているので確認できないが、不整形と

推測される。規模は東西58cm以上、南北55cm以上である。KS―℃5溝跡より古い。

・KS-765溝跡 調査区南部で検出した。東西方向に延びる溝跡で、上端幅は18cmである。検出した長さは90cm、

方向はN-72° ―Eである。KS℃4よ り新しい。溝の上面で丸瓦 3個体が凹面を上にして横並びに敷かれた状態で確

認された。溝にかかわる施設の可能性が考えられる。KS―℃3よ り古い。

・KS-766ピ ット 調査区南部で検出した。平面形は方形である。規模は東西30cm、 南北27cmで ある。径 3～ 5 cm

の礫を含む。

・KS-767土坑 調査区中央部で検出した。平面形は一部が未調査部分にあたるので確認できないが、楕円形と推

測される。規模は東西50cm以上、南北40cm以 上である。南側に段差を確認したが、段差より新 しい19世紀代の遺構

であると考えられる。

・KS-768カ マ ド跡 調査区西部で検出した。平面形は長方形で、東西辺と南辺を横板で囲まれた区画と、その北

側に接続する扁平な石材が残るカマ ド本体部からな

る。長方形の区画部は上部が削平され、残存 してい

る底部のみを検出した。規模は横板で囲まれた部分

が東西2.8m、 南北1.15m、 石列部分が南北1.2m、 方

向はN-15° ―Wである。横板は北辺以外の三辺で確

認され、内側には横板を支える径12cm程の丸杭が 9

本打ち込まれている。杭は南辺が両角を含め 5本、

東西辺は各 3本配置されている。北東と南東角に杭

はない。北辺に杭はなく、土壁であった可能性が考

えられる。床面には一面に炭が堆積 してお り、上面

には加工のない径12～ 25cmの 川原石や桟瓦がみ ら

れる。北側には幅50～ 55cm、 長軸斃～58cmの切石が

3石並んだ状態で検出し、掘 り方は16cmで ある。各

石材は石材の長軸方向に浅く凹んだ溝状になってい

る。南東隅の横板外側には東西70cm、 南北35cmの方

形の硬化面が、南西側の横板外側に接続するような

板材が確認された。出土遺物は炭層より19世紀前葉

の瀬戸美濃産の染付端反碗や桟瓦などが出土してお
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遺構 土 色
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土性
備 考

土色No 土 色 粘 質 しまり

1 KS-768

炭の層 艇
小

やや有 上面に板材、桟瓦片がのる。

埋±2 75Y4/1 灰 色 粘 土 有 有 径 1～ 5cmの礫、瓦を含む。掘 り方の可能性 もあ り

掘 り方 1 25Y3/1 黒褐色 粘 土 有 有 径2～4cmの 礫、瓦、鉄分を含む。

掘 り方2 25Y3′ 2 黒褐色 粘 土 有 有

編 り方 3 2ち Y3/1 黒褐角 粘 十 有 有

第18図 1区 KS-768カ マ ド跡平・断面図 (4/50)
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り、遺構時期の下限が19世紀代になると考えられる。なお、遺構の類例については、まとめで後述するが、兵庫県

伊丹市の伊丹郷町第164次・175次調査で検出された酒造用と考えられるカマ ド跡や大阪府大阪市の玉造小学校内の

調査で検出されたカマ ドと構造が類似 している。また、カマ ド跡の南側で調査区を東西に横断し、北側が一段低 く

なる段差を確認した。この遺構の北東側には炭を含む焼土の分布を 2箇所検出した。

・KS-769土坑 調査区西部で検出した。平面形は円形である。規模は径70cmで ある。径 3～ 15cmの礫、瓦片が出

土した。KS-768・ 770よ り新しい。

・KS-770土坑 調査区西部で検出した。平面形は不整形である。規模は東西35cm、 南北認cm以上である。径10～

15cmの 礫、木片を含む。KS-769よ り古い。

・KS-771土坑 調査区西部で検出した。平面形は楕円形である。規模は東西50cm、 南北30cmで ある。瓦が出土 した。

・KS-772石組溝 調査区西部で検出した。南北方向に延びる石組溝で、上端幅60～ 85cmで ある。検出した長さは

8,45m、 方向はN-38° ―Wである。加工のない20～35cmの川原石を縁石として据えている。溝の北側は段差を境に削

平されている。KS-773。 7盈より新しい。北側で検出したKS-699溝跡と接続する可能性が考えられる。瓦が出土し

た。

・KS-773土 坑 調査区西部で検出した。平面形は大部分をKS 772・ 774溝跡に切 られているため不明である。規模

は東西30cm以上、130cm以上である。KS 772・ 77韓跡より古い。

・KS-774溝跡 調査区西部で検出した。南北方向に延びる溝跡で、上端幅16～30cmで ある。検出した長さは4.27

m、 方向はN-25° ―Wである。北側は段差を境に削平されている。KS 772よ り古く、KS 773よ り新しい。瓦が出

土した。

・KS-775集石 調査区西部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西120cm、 南北115cmである。径 4～

40cmの傑を含む。礎石の可能性が考えられる。

・KS 776礎石 調査区西部で検出した。平面形は方形である。規模は東西20cm、 南北10cmである。KS 668礎 石に

切 られる。

・KS-777柱穴 調査区西部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は東西25cm、 南北35cmで ある。径15

cmの柱痕跡を確認した。

・KS-778石 列 調査区西部で検出した。南北方向に延びる石列で、幅25～ 30cmである。検出した長さは16■ m、 方

向はN-18° ―Wである。加工のない15～30cmの川原石を並べて置いて布石としている。石は他の石列とは異なり、

幅、高さともにほぼ一定に敷かれてお り、遺構の形状から土台をのせる建物基礎の可能性が考えられる。

・KS 779柱穴 調査区西部で検出した。平面形は円形である。掘 り方の規模は径50cmで ある。径30cmの柱痕跡を

確認した。径 6～ 10cmの礫を含む。KS 778石列より古い。

・KS-780土坑 調査区西部で検出した。平面形は円形である。規模は東西55cm、 南北Ъcmで ある。径 3～20cmの

礫を多数含む。

・KS-781集石 調査区西部で検出した。平面形は円形である。規模は東西77cm、 南北70cmで ある。径 5～25cmの

礫を多数含む。礎石の可能性が考えられる。

・KS-782石組溝 調査区西部で検出した。東西方向に延び、調査区西壁付近で南に屈曲する。上端幅 1～ 1.5m、 東

西約 2mにわたり溝と直交して並べ られた板材が覆う。検出した長さは3.7m、 深さは30cm以上、方向はN-116° 一

Wである。板材の下には加工のない10～20cmの川原石と面取 りした石や角礫を縁石として据えている。溝の掘 り方

が確認され、幅は1.2～ 18mで ある。掘 り方より17世紀中葉の肥前染付皿や砥石 (第34図 5)が出土した。

・KS-783集 石 調査区南部で検出した。平面形は円形である。規模は東西鬱 cm、 南北40cmで ある。風化礫を含む。

KS 782石組溝より新しい。

・KS 784土 坑 調査区南部で検出した。平面形はKS 782石組溝に切 られているが、円形と推測される。規模は東
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西20cm以 上、南北50cm以上である。KS 782石組溝より古い。

・KS-785礎石 調査区南部で検出した。平面形は楕円形である。掘 り方の規模は東西35cm、 南北4Clcm以上である。

径20cmの加工のない川原石を礎石 とする。

・KS-786集 石 調査区南部で検出した。平面形は円形である。規模は東西55cm、 南北50cmである。径10～30cmの

礫多数含む。礎石の可能性が考えられる。

・KS-787ピ ッ ト 調査区南部で検出した。平面形は精円形である。規模は東西30cm、 南北25cmで ある。KS 789よ

り新 しい。

・KS-788集石 調査区南部で検出した。平面形は精円形である。規模は東西90cm、 南北72cmで ある。径 5～ 15cm

の礫を多数含む。KS 787よ り古い。

・KS-789集石 調査区南部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西42cm、 南北網cmで ある。風化礫を

含む。

・KS-790石組溝 調査区南部で検出した。南北方向に延びる石組溝で、上端幅は26～ 35cm、 深さ19cmである。検

出した長さは2.3m、 方向はN-23° ―Wである。加工のない25cmとOcmの2石のみが残存 している。東側に縁石の抜

取 り穴と考えられるピット3基が確認された。

・KS-791土 坑 調査区南部で検出した。平面形は不整形である。規模は東西2.6m、 南北26mである。内部か らは

多量の瓦の小片が敷き詰め られた状態で出土した。KS 772・ 782・ 790・ 792と 接続 してお り、石組溝や溝跡と一連の排

水にかかわる遺構の可能性が考えられる。19世紀前葉の産地不明の大型爛徳利が出土 した。

・KS-792石組溝 調査区南部で検出した。南北方向に延びる石組溝で、上端幅は27～40cm、 深さ1■mである。検

出した長さは2.3m、 方向はN-57° 一Eで ある。南側の縁石は加工のない長軸22～ 35cmの 川原石が長軸方向を溝の

方向に並べて据え、北側には小さな石が並ぶように点在 している。溝の掘 り方が確認された。埋土は砂層と粘土層

の互層となっている。KS 705木樋 と接続する可能性が考えられる。

・KS-793ピ ッ ト 調査区南部で検出した。平面形は円形である。規模は径18cmである。瓦片が出土 した。KS 792

石組溝の掘 り方より新 しい。

・KS-794ピ ッ ト 調査区南部で検出した。平面形はベル トに切 られているが、ほぼ円形であつた推測される。規

模は東西30cm以 上、南北50cm以上である。径15cmの礫を多数含む。KS 792石組溝より新 しい。

・KS-795土坑 調査区南部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西46cm、 南北酪cmで ある。径 5～ 20

cmの礫多数含む。

・KS-796土坑 調査区南部で検出した。平面形はKS-772・ 790に 切 られているため不明である。規模は東西2,7m以

上、南北1.lm以上である。瓦片や径 7 cmの 丸杭が出土した。

・KS-797柱穴 調査区南部で検出した。段の上面を掘 り込んでお り、検出面はV層上面である。平面形は円形で

ある。掘 り方の規模は東西35cm、 南北40cmで ある。長軸20cm、 短軸15cmの柱痕跡を確認した。

・KS-798土坑 調査区南部で検出した。段の上面か ら掘 り込んでお り、検出面はV層上面である。平面形はKS―

681池状遺構に切 られているが、南壁断面にみられるプランか ら円形であった推測される。規模は東西98cm以上、

南北25cm以上、深さ70cm以 上である。KS 681池状遺構より古い。

・KS-799井戸跡 調査区南東部でKS 681池状遺構の西壁壁面で検出された。東西10cm以上、南北50cm以上の井

戸枠の横板が L字状に確認された。KS 7ul・ 7Ъ井戸跡よりも小型の井戸 とみ られる。埋土か ら瓦が出土 した。

・KS-802柱穴 調査区南部で検出した。平面形は円形である。長軸斃cn、 短軸21cmの瓦の一部残存する柱痕跡を

確認 した。

・KS-803ピ ッ ト 調査区北壁壁面で検出した。規模は東西28cm、 深さ1■mである。

・KS-804ピ ッ ト 調査区北壁壁面で検出した。規模は東西20cn、 深さ20cm以上である。
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・KS-805ピ ッ ト 調査区西壁壁面で検出した。規模は東西 18cm、 深さ20cm以上である。

(2)2区

・KS-687溝跡 調査区中央で検出した。東西方向に延びる石組溝で、上端幅86cm、 下端幅47cm、 深さ34cm以 上で

ある。検出した長さは35m、 方向はN-77° ―Eで ある。加工のない20～45cmの 川原石を長軸を横にして二段に重ね

て縁石として据えている。溝の内部には砂が堆積 し、多量の瓦片が含まれていた。1区KS 6∞石列 とほぼ平行に並

び、清水門に近い位置で検出していることか ら、屋敷境 となる石組溝である可能性も考えられる。肥前白磁 と考え

られる碗や土師質土器皿が出土した。

・KS-806ピ ッ ト 調査区南壁断面で検出した。規模は東西50cm、 深さ16cm以上である。

(313区

・KS-800石組溝 調査区中央で検出した。調査区を東西方向に延びる石組溝で、上端幅65～70cmで ある。検出さ

れた長さは1.93m、 方向はN-23° ―Eで ある。加工のない25～35cmの 川原石を縁石として据えている。東壁付近で

北へ方向を変えている。溝の埋土から18世紀後葉の大堀相馬の土瓶や瓦、溝の北側掘 り方か ら瓦が出土 した。

・KS-801暗渠状遺構 調査区北側で検出した。多量の川原石を詰めている。上端幅は40cmである。KS 800石組溝

と同じ方向に並ぶと考えられる。また、暗渠を埋め立てた上部、Ⅲ層上面から柾森家の家紋である二つ丁子文の軒

桟瓦 1点出土 した。

【第 1違構面】

1区で基本層のⅡ層とした花南岩の砕石層直下で、Ⅲ層上面で検出された近代の遺構面である。出土遺物には19

世紀代の陶磁器片などが出土している。第 1遺構面の上限は柾森家が城内から市内に移転した明治10年 (1877)頃 、

下限は招魂社 (現官城県護国神社)の参道整備が行われた明治30年代後半頃と考えられる。

なお、第21次調査で検出したKS 589～ 592に ついてはⅡ層上面か ら掘 り込まれていたので遺構か ら除いた。また、

KS-593についても屋敷跡の敷地の段差と理解 し、個別の遺構名として使用していくことにした。

(1)1区

・KS 661溝跡 調査区北部で検出した。1区を南北方向に縦断 し、北側で東に屈曲する。上端幅Ъ cm、 下端幅35cm、

深さ 8 cmである。検出した長さは約182m、 方向はN-26° 一Wで ある。溝の内部からは花南岩の砕石を詰め込まれ

た状態で出土 した。北側の溝の底面で径10cmの丸杭を 2本確認 した。溝の南側でT字状にほぼ直交 し、西に延びる

溝も検出した。検出した長さは28mで、方向はN-118° 一Wである。KS 663・ 6髄より新 しい。遺物は瓦のほか、銅

版転写の瀬戸美濃染付爛徳利 (第23図 15)、 19世紀前葉と考えられる白磁皿片、染付皿片が出土した。

・KS-662土坑 調査区南西部で検出した。平面形は正方形で、KS 633を切って掘 り込まれている。規模は一辺が

lm、 深さ14cmである。花南岩片や石灰、木片などを含む。底面は硬 くしまっている。染付長皿、瓦質土器鉢、瓦

が出土 した。

・KS-663硬 化面 調査区南西部で検出した。平面形は不整形で、東西約5.2m、 南北約3.2mの範囲でみ られた。厚

さ 4 cmほ どで、部分的に硬化 した石灰が貼 りついている状況で確認された。KS 662と 関連する可能性が考えられる。

面の直下で瓦片や木片が出土 した。

・KS-664溝跡 調査区南西部で検出した。大部分が調査区外 となってお り、検出した長さは2,7mで、方向はN―

32° ―Wである。花筒岩片や瓦、ガラス瓶が出土 した。2区のKS 685溝 跡と関連する可能性が考えられる。

・KS-665掘 立柱建物跡 調査区西部で検出した。東西 1間 (約 1,7m)、 南北 1聞 (12m)で ある。方向は南東辺

でN-60° 一Eで ある。柱穴掘 り方は径網～55cmの不整円形である。柱穴の中には根石と考えられる花南岩片が確認

された。柱痕跡は確認できなかった。

・KS-666ピ ッ ト 調査区西部で検出した。平面形は楕円形である。規模は東西30cm、 南北25cmで ある。
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・KS-667ピ ッ ト 調査区西部で検出した。平面形は隅丸方形である。規模は東西30cm、 南北25cmである。底面で

辺15cmの略方形の川原石が確認された。

・KS-668礎石 調査区西部で検出した。平面形は不整円形である。加工のない川原石で、長軸50cm、 短軸30cmで

ある。礎石の掘 り方は調査区西壁断面で確認でき、南北 136cm、 深さ20cm以上である。

・KS-669ピ ッ ト 調査区西部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西35cm、 南北Ъcmで ある。ピット

の中には花 蘭岩片が確認された。KS-665掘 立柱建物跡の柱穴 と類似 しているので、関連する可能性が考え られ

る。

・KS-670杭列 調査区北部で検出した。6本の杭が東西方向に延び、東側で北西に屈曲する杭列である。隣 り合う

杭の間隔は1.4～4mである。方向はN-48° 一Eである。杭は径10cm前後の丸材である。KS 673掘立柱建物跡の北辺

と東辺がほぼ平行に並ぶため、敷地内を区画する施設として、一連の遺構になる可能性が考えられる。

・KS-671ピ ッ ト 調査区北部で検出した。平面形は隅丸方形である。規模は東西25cm、 南北25cmである。

・KS-672ビ ッ ト 調査区北部で検出した。平面形は円形である。規模は径20cmで 、ピットの中には花蘭岩片が確

認された。

・KS-673掘 立柱建物跡 調査区北部で検出した。東辺が調査区外となっているが、東西 2間 (約1,7m)以上、南

北 4間 (7.2m)で ある。方向は西辺でN-48° ―Wである。柱穴が7基確認された。柱穴の掘 り方は径25～4Clcmの 円

形もしくは精円形である。柱穴 6基の中には花商岩の砕石が多数確認され、柱を支えるために詰められたものと考垢吉め

鍛冶工房跡

第19図 第23次調査第 1遺構面遺構平面図 (1/200)
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えられる。柱痕跡は確認できなかった。柱穴 3・ 5と床面からは17世紀中ごろの肥前染付皿が出土 した。KS 680鍛

冶工房跡に関連する建物の可能性が考えられる。

・KS-674ピ ット 調査区東部で検出した。平面形は円形である。規模は径30cmで ある。内部にはKS 675掘 立柱建

物跡の柱穴と同じように花闘岩片が詰められていた。瓦が出土した。KS 673掘立柱建物跡と関連すると考えられる。

・KS-675ピ ッ ト 調査区東部で検出した。平面形は円形である。規模は径20cmで ある。

・KS-676ビ ッ ト 調査区東部で検出した。平面形は円形である。規模は径20cmで ある。

・KS-677ピ ッ ト 調査区東部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西20cm、 南北15cmである。花聞岩

片が出土 した。

・KS-678ビ ッ ト 調査区東部で検出した。平面形は不整円形である。規模は東西20cm、 南北25cmで ある。

・KS-679ピ ッ ト 調査 EXl東 部で検出した。平面形は円形である。規模は径20cmで ある。

・KS-680鍛 冶工房跡 調査区南東部で検出した。一部を撹乱に切 られているが、平面形は台形を呈するものと考

えられる。規模は東西 4m以上、南北 4mで ある。南半部で後述の炉跡 2基 を検出した。炉跡の周辺を中心に床面

上には炭層が分布 している。四辺で周溝を検出した。上端幅25～ 30cm、 深さ10cmである。断面形は逆台形に近い。

工房跡の東辺北端で土坑とピットを検出した。土坑の平面形は円形で、規模は径 lm、 深さ30cmで ある。埋上の上

部には矢穴をもつ破片を含む花南岩片の層、下部に鉄滓、瓦を含む炭の層がみられる。ピッ トは北側を先述の土坑

に切 られ、平面形は楕円形である。規模は東西50cm、 南北30cm以上、深さ10cmで、炭を多量に含み、花商岩片、瓦

片 も含む。土坑は周溝と接続 してお り、排水施設 と考えられる。床面の南東角には長軸33cm、 短軸24cmの 四角く加

工された花商岩片がみられた。

1号炉跡 鍛冶工房跡南側に位置し、東西36cm、 南北48cm、 深さ12cmの精円形の炉跡である。表面に炭、焼土、

鉄滓がみられた。炉床は溶解 したものが硬化面を形成 していた。

2号炉跡  1号炉跡の北西に位置 し、東西30cm、 南北50cm、 深さ18cmの楕円形の炉跡である。底面は焼けていた。

炉の北側でレンガ 1点が出土 した (第艶図 7)。 鍛冶作業に伴う台石と考えられる。 レンガの北西には花蘭岩片を含

む東西35cm、 南北Ъ cm、 不整円形のピット1基を検出した。

・炭層 調査区の南東部と西部で炭が堆積する層が 5箇所でみ られた (第20図 )。 炭層はサンプルを採取 し、水洗作業

を行った。水洗 した炭の中か ら採取 した遺物や特徴か

ら炭層を 1～ 5に分類 した。

炭層 1 鍛冶工房跡の床面に分布する。炭の中か ら

鉱滓、粒状滓、瓦を検出した。

炭層 2鍛 冶工房跡の北東、調査区南部の段の壁面に

分布する。炭の中から鉱滓、粒状滓を検出した。遺構

精査の際に羽口が出土した。

炭層 3 鍛冶工房跡の北側に分布する。炭の中から

鍛造剥片を検出した。

炭層 4 鍛冶工房跡の北西に分布する。炭の中か ら

鉱津、粒状津、羽口 2点、針金、石灰の 塊を検出した。

炭層 5 調査区西部に分布する。炭以外はみ られな

かった。

炭層 1～ 4は鍛冶工房床面およびその周辺でみ ら

れ、検出した遺物から鍛冶作業に伴うものと考え られ

る。炭層 5は遺物がみられず、工房跡か らも離れてい

|  1炭 層

第20図  1区炭層分布図
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るが、同じ検出面であることから工房に何 らかの関連するものと考えられる。

・KS-681池状遺構 調査区南東部で検出した。比高差狙cmの段差上部の平場を掘 り込んでお り、検出面はV層

(第21次調査のⅢa層)上面である。平面形は北部と東部が調査区外となっているが、隅丸方形と推測される。規模

は東西2.8m以上、南北4.5m以 上、深さ1,12mである。最下層および底面はグライしてお り、水が溜まっていた状態

が一定期間あつたと推測される。この層からは18世紀代の肥前染付碗 (く らわんか手)が出土している。構築時期

の上限は不明であるが、近世から近代にかけて使用されていたと推測される。北東部には東西 lm以上、南北4.7m

以上、高さ30～4Clcmの 盛土による高まりがみられ、丸杭 1本を検出した。南壁でも丸杭 1本 を検出してお り、護岸

の土留めに使われていたものと考えられる。遺物は西壁に多い。瀬戸美濃染付端反碗、肥前染付碗、皿、瓶や切込

白磁梅花文角小皿などのほか、瓦が多量に出土した。埋土中の炭層から鉱滓が出土している。

・KS-682性格不明遺構 調査区南東部で検出した。段の上面を掘 り込んでお り、検出面はV層上面である。平面

形は南部と東部が調査区外となっているため不明である。規模は東西32m以上、南北1lm以上である。構築時期は

不明である。磁器、瓦が出土した。

・KS-683土 坑 調査区南部で検出した。段の上面を掘 り込んでお り、検出面はⅢa層 上面である。平面形は不整形

である。規模は70cm、 南北45cmで ある。埋土には炭が多量に含まれている。

・KS-684ピ ッ ト 調査区南部で検出した。平面形はベル トがあり、KS 661溝跡に切 られているが、ほぼ円形と推

測される。規模は東西4Clcm以上、南北4Clcm以上である。KS 661溝跡より古い。

12)2区

・KS-685溝 跡 調査区中央で検出した。調査区北壁から南側に延びるL字型の溝跡で、上端幅は60～80cmで ある。

検出した長さは北側1.lm、 南側 2mで ある。瓦と鉄釉壺片、花商岩片が出土した。1区KS 664溝跡と形状が類似す

るため関連する可能性が考えられ、KS 680鍛冶工房跡の西側を区画し、排水施設として利用されたと推測される。

(03区

・KS-686ピ ット 調査区北部で検出した。検出面はⅡ層上面である。平面形は楕円形である。規模は東西Ъ cm、

南北35cmである。

調査区
構
号

遺
番

土 色
土 質

土性
考

土色No 土 色 粘 質 しまり

1

KS-681

埋土〕 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質 ンル ト 有 有 径2～ 4cmの 撰、鉄分、炭を少量含む。

理±2 25Y守 J 黄灰色 ン,レ ト 有 やや有 鉄分、風化礫、炭、瓦片を少量含む。砂を多量に含む。

埋± 3 25Y52 暗灰黄色 砂質シル ト 征
＾

征
＾

径2～ 30cmの礫、瓦片、鉄分を少量含む。

埋±4 10YR4/2 灰黄褐色 シフレト 伍
ヽ

有 径 1～ 3cmの優を少尾含む。

埋土う 10YR4の 灰黄褐色 シフレト 鉦
ヽ

やや有 径 1～ 3cmの礫を少盈含む。鉄分を少量含む。

理±6a 10YRV2 灰黄褐色 粘土シル ト 範
ト

有 径3～6cmの 礫を少足含む。腐植土を多塁に含む
`

埋±6b 10YR4彦 灰黄色 ンフレト 範
＾

有 径 10～ 30cmの大型礫を多量に含む。鉄分、瓦片を含む。上面に腐食層。

埋 ±7 灰黄褐色 粘土質ンル ト 征
小 やや有 径5～ 15cmの 礫、鉄分、炭を少量含む。

黄灰色 シリレト 征
小 有 炭、風化礫、瓦片を含む。

H旨 灰黄色 粘土質 シル ト やや有 有 黄色粘土ブロックを多重に含む。瓦片を含む。

im砂 層 延
ヽ

やや有 径2～ 5cmの礫を少量含む。炭、粘土、欽分を含む。

鉦
小

やや有

KS-68つ
10YR3/ 黒協 伯

理 +3 10YR4′2 灰 苦 褐角 5～ 30cmの 大者J礫 を多 量 に 含 )、 .鉄 分 ″多景 に含酌 .

編 り方4 25Y08 tr介 を含 )、 .

第21図  KS-681池 状遺構・682遠構断面図 (1/50)
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調査区全景 (北から)

1区 KS-682遺構検出状況 (北から)

1区 KS-688礎 石検出状況 (南東から)

写真図版 1 第23次調査

1区

調査区全景・ 1区遠構

1区 第 2遺構面全景 (南東から)

1区 KS-683土 坑検出状況 (北から)

KS-688礎石検出状況 (南東から)

(第 2遺構面)1

1区 第 2遺構面全景 (南から) 1区 KS-681池 状遺構検出状況 (東から)
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1区 KS-690石 列検出状況 (東から) 1区 KS-691・ 692礎石跡・693集石検出状況 (南東から)

1区 KS-695・ 696溝跡検出状況 (北から)

1区  KS-703・ 704ピ ット検出状況 (北から)

区遺構 (第 2遠構面)2

1区 KS-697礎 石跡検出状況 (南から)

1区 KS-698集 石検出状況 (東から) 1区  KS-699溝 跡・700集石・701ピ ット検出状況 (北東から)

1区  KS-702ピ ット検出状況 (北から)

写真図版 2 第23次調査  1



1区  KS-705木 樋検出状況 (西から) 1区  KS-706礎 石検出状況 (北から)

I区 KS-707柱 穴・708・ 709・ 710上坑,741ピ ット検出状況(北から) 1区  KS-712・ 713,714土坑検出状況 (北西から)

1区 KS-715土 坑検出状況 (東から)

1区 KS-720柱 穴,724ピ ット・722溝跡,728柱 穴検出状況(東から)

区遺構 (第 2遺構面)3

1区  KS-716集 石・717確石跡・718土坑検出状況 (南西から)



I区 KS-723土 坑・724・ 725'726・ 727柱穴検出状況 (東から)

1区  KS-740井 戸跡検出状況 (北西から)

写真図版 4 第23次調査  1

1区 KS-729炉 跡検出状況 (東から)

1区 KS-746井 戸跡検出状況 (西から)

区遺構 (第 2遺構面)4

・下
　

　

ヤ簸

1区 KS-730柱 穴・745土坑検出状況 (北西から) 1区 KS-731柱 穴検出状況 (北東から)

1区 KS-734溝跡・735土坑,736礎石跡・737柱穴検出状況(西から) 1区  KS-738・ 7391740,741集 石,742土 坑・743ピ ット,744土坑検出状況(西から)

つ
０



1区

1区  KS-746井 戸跡東壁断面 (西から)

1区  KS-746井 戸跡魚出土状況 (西から)

1区 KS-746井 戸跡漆器椀 (No 2310)出 土状況

KS-750上坑 754溝跡 752753柱 穴検出状況(北 西から)

写真図版 5 第23次調査

1区  KS-746井 戸跡俵出土状況 (東から)

1区  KS-746井 戸跡祭祀遠構 (北から)

1区  KS-747748柱穴 749ピ ット検出状況 (西から)

1区 KS-754755柱 穴 759溝跡 760柱穴 761ビ ット検出状況(西から)

区遺構 (第 2遺構面)5
M



1区 KS-762柱 穴,763'764土坑・765溝跡検出状況(南から) 1区 中央部焼土検出状況 (南から)

1区 KS-768カ マ ド跡・767769'771土坑出土状況 (南から) 1区 KS-768カ マ ド跡サブ トレンチ断面 (西から)

1区  KS-770土坑.772石組溝773土坑'774溝跡790石組溝791土坑検出状況(南から)

KS-778石列・789柱穴検出状況 (東から)

写真図版 6 第23次調査

1区  KS-775集 石検出状況 (東から)

1区 KS-780土 坑検出状況 (東から)

区遺構 (第 2還構面)6

1区
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1区  KS-781集 石検出状況 (北西から)

1区  KS-783集 石検出状況 (南から)

1区  KS-786・ 789集石検出状況 (南から)

1区  KS-792石 組溝・794ピ ット検出状況 (北西から)

写真図版 7 第23次調査

1区  KS-782石 組溝検出状況 (南から)

I区  KS-785礎 石検出状況 (東から)

1区  KS-787ピ ット・788集石検出状況 (東から)

1区  KS-705木 樋 (南部)検 出状況 (東から)

区遺構 (第 2遺構面)7
%



1区 KS-797柱 穴検出状況 (東から)

1区  Ⅲ層 (花 商岩の砕石層)検出状況 (南東から)

1区 第 1還構面検出状況 (南東から)

1区  KS-662土 坑検出状況 (南東から)

写真図版 8 第23次調査

1区

1区遺構 (第 2遺構面)8

1区  KS-799井 戸跡検出状況 (東から)

1区 南東部炭層検出状況 (北東から)

KS-663硬化面検出状況 (南から)

・ (第 1遺構面)1

1区  KS-661溝 跡検出状況 (南から)



1区  KS-664溝 跡検出状況 (東から)

1区 KS-680鍛 冶工房跡検出状況 (上が西 )

KS-680鍛冶工房跡 12号炉跡検出状況 (北東から)

写真図版 9 第23次調査

1区 KS-665掘 立柱建物跡検出状況 (北から)

1区 KS-680鍛 冶工房跡土坑検出状況 (北東から)

1区 KS-6802号炉跡北偵1レ ンガ (No 634)出 土状況

区遺構 (第 1遺構面)2

1区 KS-668礎 石 776礎石検出状況 (東から) 1区 KS-673掘 立柱建物跡検出状況 (南から)

０
０

1区



2区 第 2遺構面全景 (上が西 ) 2区  KS-685溝 跡検出状況 (南東から)

2区  KS-687石 組溝断面 (東から)

3区 KS-800石 組溝・801暗渠状遺構検出状況 (北東から)

3区 第 2遺構面全景 (上が東 )

遺跡見学会風景

写真図版10 第23次調査  2・ 3・ 4区遺構

4区全景 (北東から)

調査作業風景



4.出 土遺物

各遺物の出土点数については、区 。遺構・層位別の数量表 (第 8～ 12表)を作成し、報告書掲載遺物については

観察表 (第 13～ 58表 )を付した。なお、陶磁器の点数は、接合・分類作業を行い同一個体と判断されるものを 1点

とし、それ以外は全て破片数として算出した。今年度の調査では 3基の井戸跡が検出されたが、このうち部分的に

調査を行ったのは重複関係からみて最も新しいKS 7Ъ井戸跡である。この井戸跡の出土遺物は、数多くの多種類に

及ぶが、陶器・磁器、木製品が中心である。

(1)磁器 (第 8表 )

磁器は429点出土 した。1区では、

KS-74井戸跡からの出土が多い。

井戸跡から出土した磁器の組成特

徴は、肥前が102点 で、内訳は染付

83点 (陶胎1点 )、 白磁13点、青磁 2

点、鉄 釉 1点 (碗 )、 色 絵 2点 (水

滴か、口縁端部を金彩 したもの)で

ある。中国青花 2点 (皿・鉢 )、 瀬

戸美濃は染付碗 (端反)1点である。

染付では筒形のもの 5点。皿では中

皿 4点や輪花皿 2点を含む。女性の

使用が考えられる紅猪口 2点がみら

れる。白磁は碗と仏飯器である。

磁)陶器 (第 8表 )

陶器は728点 出上 した。1区では、

KS-7Ъ井戸跡からの出土が多い。井

戸跡から出土した陶器の産地は大堀

相馬207点 、小野相馬14点、京焼 2点、

_74hl里
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第 8表 第23次調査出土陶磁器他数量表

京・信楽 8点、肥前陶器23点、瀬戸 9点、美濃 4点、志野12点、岸窯 1点、堤 1点、産地不明 (在地か)9点、産地

不明 5点、中国産と考えられる褐釉壷 1点である。大堀相馬の多くは18世紀代のもので、19世紀に下るような端反碗

はみられない。最も新しいと考えられるものには、鉄釉鍋があり、19世紀前半頃のものであると考えられる。小野相

馬は碗を主体に皿 。香炉がみられた。京焼では色絵暦文筒形碗が注目され、暦文の文面は、東京都芝離宮跡の出土

例と同じで、寛保 2年 (17紀 )の ものと考えられる。また胎土が灰色を呈するものは、京 。信楽として扱った。肥

前陶器 (唐津)では、古い唐津灰釉碗や二彩の壺や大鉢が含まれている。瀬戸では鉄絵皿 (第斃図 1)や鉄絵雁金

文碗蓋 (第25図 15)力 注ゞ 目される。井戸跡からの出土ではないが、鉄釉の茶入片や天目茶碗が 1点ずつ出土してい

る。美濃焼には、志野菊皿・鉄、志野織部絵皿などいずれも17世紀初頭から前棄のものである。志戸呂 (静岡県)

は口縁部付近に鉄釉を施釉した大ぶりの徳利1個体分とみられる (第%図 6)。 産地不明で在地の可能性のあるもの

は、鉄釉の悟鉢の他、初めて茶入を確認した。昨年度の調査では大堀相馬の小杯が目立っていたが、今年度は同じ

大堀相馬の仏飯器が多く出土した。天目茶碗、茶入、風炉、褐釉重など、茶の湯にかかわる陶磁器・土器が含まれ

ているのが注目される。また、備前の大甕の存在が明らかになり、少なくとも2個体あり、いずれも内外塗土を特

徴として、17世紀代のものと考えられる。第21次調査でも同様の破片が数点出していた。この大甕は断定できないが、
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酒造 りに関連する可能性がある。

3区ではKS-800石組溝埋土中より18世紀代後半以降の大堀相馬白濁釉土瓶が出土 した。

●)上師質土器 (第 8表 )

土師質土器は1坐点出土 した。皿が多い。ほとんどが法量復元のできない小片であるため、日径等に関して全林的

な傾向を知ることは困難である。日径の計測または復元できたものは、燈明皿 2点、皿 7点、折縁鉢 1点、植木鉢

1点、焼塩壺 2点である。すべて図示した (第27・ 28図 )。

KS-746井戸跡からは土師質土器29点出土 した。土師質土器は皿が主体であるが、1点焼塩壷が出土している。

は)瓦質土器 (第 8表 )

瓦質土器は39点 出土した。すべて破片資料である。1区では34点が出土 した。KS-746井戸跡か らは鉢類をはじめ

として13点が出土してお り、風炉と考え られるものが 2点、悟鉢が 1点含まれる。2区では不明 1点が I層か ら出土

した。3区か ら4点出土し、風炉と考えられるものが 1点である (第路図13)。

(5)上製品 (第 8表 )

羽 口が 3点出土した。すべて破片資料である。1区 KS-680鍛冶工房跡床面や炭層 2か ら出土 している。鍛冶工房

にかかわるものと考えられる。

16)レ ンガ (第 8表 )

レンガ 5点出土した。ほとんどが I層か らの出土である。1区KS-680鍛冶工房跡の 2号炉跡北側、炭層 1か ら 1

点出土してお り、鍛冶作業に伴う台石の可能性が考えられる (第34図 7)。

(7)瓦 (第 9表 )

瓦は総言牌,132点出土し、このうち丸瓦が拠 点、平瓦が2,880点 で併せて全体の90%を 占める。1～ 3区 とも、多く

は近代以降の層から出土 している。丸瓦、平瓦を中心に軒丸瓦、軒平瓦、軒桟瓦、伏間瓦、輪違い、平板類など多

様な瓦が出土 している。

①軒丸瓦 62点 出土した。瓦当文様の判別可能なものは46点である。文様構成は、1区が三引両文1点、三巴文21点、

珠文三巴文18点である。 I層からの出土が多い。2区は三巴文 1点、珠文三巴文 2点である。 I層からの出土が多

い。3区は九曜文 1点、三巴文 1点、珠文三巴文 1点である。Ⅲ層上面からの出土である。

②軒平瓦 30点 出土した。瓦当文様の判別可能なものは7点である。文様構成は、1区が梅花文 1点、桔榎文 3点

花菱文 1点、梅文 1点である。Ⅲ・Ⅳ層上面からの出上が多い。また、菊花文の滴水瓦 1点がⅡ層上面から出土し

た (第25図 6)。 2区は花菱文1点でKS-687石 組溝埋土から出土した。3区は三葉文 1点で I層から出土した。

③軒桟瓦 9点出土した。瓦当文様の判別可能なものは7点である。文様構成は、1区が三巴文4点、2区が三巴文

2点である。 I層からの出土が多い。3区ではⅢ層上面から枢森家の家紋とされる二つ丁子巴文 1点出土した(第32

図 2)。 なお、二つ丁子巴文の軒桟瓦は巽門跡の調査でも1点出土している。

④棟瓦 主に棟に使用される瓦を棟瓦と総称する。91点 出土した。内訳は、1区が冠伏間瓦鍋点、箱冠伏間瓦 1点

(第29図 1)、 英斗瓦 8点、輪違い23点、面戸瓦26点である。大半が近代以降の層から出土している。2区は、戻斗瓦

2点、輪違い3点出土した。3区は戻斗瓦 3点、輪違い2点、面戸瓦 1点である。

③飾り瓦 1区から詳細不明の2点が出上した。2点とも図示した (第30図 9。 第31図 11)。

⑥駒瓦 1区から駒巴瓦50点が出土した。3区から駒巴瓦 2点が出土した。
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⑦塀瓦 123点 出土した。これは平板瓦、塀平瓦、桟付平板瓦、駒付平板瓦、二の平瓦の総数である。5点 を除き、

すべて 1区から出土した。平板瓦28点、塀平瓦22点、桟付平板瓦 3点、駒付平板瓦15点、二の平瓦 3点が出土した。

ほとんどが近代以降の層から出土している。

③その他 この他、1区で種別不明の瓦が 1点出土した。

第 9表  第23次調査出土瓦数量表

偲)金属製品 (第 10表 )

59点 出土した。内訳は煙管 7点、火箸の頭

部 と考え られる玉 1点 (第32図 8)、 銃弾 2

点 (第32図 6、 7)、 鉄釘21点、銭貨13点、灰

汁掬いと考えられるものが 1点、針金 6点、

その他 8点である。3区か ら鉄釘 9点が出土

した以外はすべて 1区からの出土である。煙

管は雁首 4点、吸口2点、火皿 1点である。

雁首 4点 を区示 した (第32図 9～ 12)。 銭貨

は寛永通宝 7点、近代銅貨 2点、煙管をつぶ 第10表 第23次調査出上金属製品数量表

して造られたもの 1点、不明 3点である。寛永通宝は 1区Ⅲ oⅣ層上面か ら古寛永 2点、KS-7軽井戸跡か ら新寛永

5点出土した。KS-681池状遺構南壁か らは鋳造年代が明和 6年 (1℃9)の正字11波 の四文銭が出上 した。また、 I

銃 弾 鉄 釘 銭 貨 針 金 その他 計
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層から大正 4年 (1915)銘 の稲一銭青銅貨が 1点 出土 した。不明なもの以外の10点 を図示した (第33図 )。 KS-7墾

井戸跡の埋土上部か らは用途不明で形状が灰汁掬いに類似するものが 1点 出土した (第32図 13)。 1区KS-680鍛冶工

房跡に伴う土坑やピット、炉跡のほか、工房周辺の炭層からは鍛造剥片、鉄滓、鉱津、粒状津を検出した。

第lη 表 第23次調査出土ガラス・石製品数量表

申0木製品 (第 12表 )

2,2隧点出土 した。ほとんどがKS-746井戸跡から出上し、木簡、漆器、樽、桶、栓、箸、下駄等がみられる。木製

品には、酒造 りにかかわるものと生活用品とに大別される。ここではすべての種類を扱うことができないので、お

もな遺物について扱うことにした。

①木簡

63点出土した。すべてKS-746井戸跡からの出上である。墨書があリー字以上判読可能のものが26点、墨痕は認め

られるが判読できないものが11点である。判読可能な木簡はすべて図示した (第35～40図 )。

木簡は形状や記載内容等から I～ Ⅲ類の 3種類に大別できる。文字が判読できる木簡について種類別にその特徴

を述べる。 ( )内 は『木簡研究』の提示されている型式を基にした型式番号である。

I類 木札木簡

形状は、短冊形 (011型 式)で四隅が面取 りされている柾目板のものが、4点出土した。大きさは10～ 12cm、 上部

中央に穿孔があり成形や加工が丁寧に施されている。樹種はすべてスギである。

記載内容はすべてに「御酒塩」とあり、「五升」などの容量が記されてお り、そのうち 3点はもう一面に「柾森与

左衛門」と記されている。「酒塩Jと は調味のために使われた酒であり、「柾森与左衛門」は柾森家の6代 当主であっ

た人物である。文献からも、「御膳酒Jと ともに「御酒塩Jが藩に献上されたという記録がある。このことから枢森

(9)ガ ラス・石製品 (第 1¬ 表 )

ガラス堰点、石製品14点出土 した。ガラス

はすべて I層からの出土である。石製品は水

晶 3点、砥石 7点、硯 4点である。KS-74井

戸跡から水晶 1点、砥石 3点、硯 3点が出土

した。ほかの石製品も第 2遺構面からの出土

である。

家が酒塩を藩に納める際、その容器に

つけた木札であつたと考えられ、未使

用か使用済みのものが井戸跡に廃棄さ

れた可能性が推測される。

Ⅱ類 荷札木簡

形状は、短冊形のもの (011型 式)

と、一端が方頭で、他端が欠損、腐食

で原形が失われたもの (019型 式 )、 長

方形の材の一端を尖らせたもの (051型

式 )、 折損、腐食その他によって原形

の判明しないもの (081型 式)が、14点

出土した。下端が尖るものと下端が細

くなるものの割合が多い。木札木簡に

1

2

3

仙台城下の範囲
/

//

/
/

第22図  KS 746井戸跡出土荷札木簡にみられる地名
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比べて成形や加工が粗雑であり、ほとんどのものが、木材を割ったままか、粗く削ったもので、柾 目板や板目板を

斜めに木取 りされた材が混在する。

記載内容は 「御年貢米」、「御米」、「米」とあり、仙台藩での米一俵分を示す 「四斗五升入」と容量が記されてい

る。もう一面には「上松村喜六」「名取笠嶋村弥左衛門」など、地名と人名がみられることか ら、年貢米として藩に

納める際、米俵につけた荷札木簡であったと推測される。なお、東北大学埋蔵文化財調査センターが行った仙台城

二の丸北方武家屋敷地区第 7地点の調査で出土した米の記載が確認できる木簡の中に、年号や日付の記載されたも

のがみられるが、今回の調査で出土した木簡からは確認できなかった。

木簡に記載された地名についてみると、「国分驀ヵ谷村J(宮城郡 )、
「名取四郎丸村」 (名 取郡北方 )、 「下余田村」、

「植 (上)松村」、「名取笠嶋村」 (名 取郡南方)の 5つ の村名が確認できた。現在の仙台市宮城野区鶴ヶ谷、太白区

四郎丸 と名取市下余田、植松、笠島である。明治22年 (1889)ま ではそれぞれ村であり、仙台城下か らも近く、藩

に年貢を納める蔵入地 (藩の直轄地)であったと考えられる。造酒屋敷で酒造 りに使われた米が藩から支給されて

いたとすれば、仙台城下近郊の蔵入地か ら集められた年貢米であったことが推察される。

Ⅲ類 その他

形状は一端が方頭で、他端が欠損、腐食で原形が失われたもの (019型 式 )、 長方形の材の一端の左右に切 り込みを入

れたもの (032型 式 )、 長方形の材の一端を尖 らせているが、他端は欠損したもの (059型 式)の ものが、8点出土した。こ

れらは記載内容が断片的であったり、詳細がわからないため用途が不明である。I・ Ⅱ類の木簡とは区別した。

なお、木簡26点 中処点が樹種同定の結果、スギ と確認された。スギは16世紀以降桶や曲物材として東北をはじめ

全国で利用頻度の高い用材である信主1)。 針棄樹とした木簡もスギの可能性があり、極めて厳密な用材選択が行われ

ていたと推察される。

②漆器・漆塗製品

漆器は、椀の個体と分かるものが監点出土し、汁椀と考えられるもの12点 (内外赤色 2点、内赤外茶 1点、内赤

外黒 6点、内赤外緑 1点 )、 飯椀と考えられるもの 5点 (内外赤色 4点、内赤外黒 1点 )、 分類できなかったもの17

点 (内外赤10点、内外茶色 1点、内赤外黒 6点、うち文様あり4点)である。腰部に稜線のある腰折タイプの椀は

8点出土し、2点は大型品である。いずれも内外とも赤色漆である。蓋は 7点出土し、内訳は内赤外黒のもの4点、

内外赤色 1点、内外黒色 1点、稜線のみられる腰折タイプ 1点である。皿は 3点出土し、内赤外黒 1点 (大型か)、

腰折タイプ?2点である。この他金彩文様のある盃片 2点 (1個体)、 片口 1点、段重など箱状になるもの予想でき

る板材 2点 (赤 と黒 7点、赤とオリーブ色か 1点 )、 膳の部材は6点で、内訳は側板 2点 (竹材 ?に塗彩したもの 1

点)、 脚 1点、脚の脇にとりつくもの 3点 (第42区 3～ 5)である。漆器は、内赤外黒の椀類のほかに、腰折や緑色

の椀が組合されており、江戸後期頃の特徴と考えられる。曲物は側板73点 (う ち桜皮で綴じたもの 1点 )、 蓋板と考

えられるもの (中央に穴)2点、底板 2点、合計77点である。側板の多くは残りが悪く、破片の状態で出土した。

③桶・樽

おもに酒造りに関わるとみられる木製品に、桶 。樽がある。側板は203点 出土し、内訳は柾目材125点、板目材77

点、ミニチュア (柾 目材、柄杓か)1点、把手 1点、蓋板 6点、底板とみられるもの4点、タガ材とみられるもの

102点が出土した。側板は全体の長さの分かるものはほとんどなく、多くはノコギリで切断された破片である。おそ

らく上下端の朽ちた (磨耗した)部分を切り離し、作り直しているのではないかと想像される。タガ材も節間を基

準に切断した特長がみられる。そうした破片となった部材で注目されるものは、側板では第45図 5～ 6の ような、

厚さ 3 cm以 上あるものは、酒造用民具例と比較して大桶に相当し、底径や高さが 5尺ないし6尺 になるものと予想

される。また、蓋板でも第坐図4は、推定直径が215mに なり、大桶のものであると考えられる。これら大型品は酒

造りにかかわり、仕込み用や貯蔵用などに使われた可能性がある。また、桶等を固定する目的などに使ったと考え

られるクサビ (ス トッパー)は、31点 出土している。側面が三角形のものが主体であるが、中央がくばむM字状のも
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のもみられる。なお、1区 の調査では、井戸跡、南西部Ⅲ層、Ⅳ層上面では多数のノコギ リで切断したとみられてい

る木端材が出土した。桶・樽などの木製品の解体・再加工が行われていた可能性が高い。

④栓

37点 出土した。未成品と考えられるものを 1点含む。酒樽 (角樽)用 と考えられる栓も 1点出土した (第お図 7)。

⑤樹皮

樹皮には特徴の異なる 2種類のものが出土している。幅 3～3.5cm前後の短冊形の樹皮が、破片を含めて87点出土

している。片面にはカゴのヒゴ材が貼り付いており、この樹皮はカゴの内貼りだったことが分かる。樹皮には穴の

みられるものがある。カゴの内側に樹皮 (桜皮か)を貼り付けた容器ということになる。用途等、現在不明である。

もう1つ は、屋根に使用する柿材であると考えられる。杉皮とみられる大型で短冊形のものが36点 出土した。破片

が多いが全体の分かるものが 2点あり、1点は48cm× 10.5cm、 もう 1点は46cm× 5.5cmを 測る。この屋敷では建物の

建て替えを行つているので、それと関連する可能性がある。

⑥箸

箸は合計432点出土し、内訳は丸型 (多角形の面取り)対2点 (完形品110点、破片拗2点 )、 丸型先細 2点、角型先

細27点 (完形 7点、破片20点 )、 漆塗り箸 (丸型)1点である。丸型のものには、19cm前後の短いものと、20～ 21cmの

長いものに分かれる。漆塗り箸 (第45図 5)は、赤色漆と茶色漆を塗り分けている。

⑦下駄

下駄は合計処点出土し、井戸出土は23点である。内訳は四角形の角型連歯下駄10点 (撹乱出± 1点 )、 角型奢Jり 下

駄 8点、丸型で特徴不明のもの 1点、草履 1点である。一般的に角型は男性用、丸型は女性用と考えられる。連歯

下駄の中には、歯の先端に釘穴の認められるものがある。すべり止めを目的として釘を打ち付けた、冬用のもので

あると考えられる。図で示した大型の角型連歯下駄は、台部表面に同じ特徴の焼面 (刻印か)があり、大きさもそ

ろっていることから、1足の下駄と考えられる (第0図 1・ 3)。

③その他

前述のもの以外に膳の一部、セイロ、道具の柄、糸巻き、建具部材、調度品郡材、燭台支脚、人形の手、井戸枠

材、棒などが出土した。

註 1 山田昌久 「日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成―用材から見た人間・植物関係史」

『植生史研究特別』第 1号 1993

2

第12表 第23次調査出土木製品数量表
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第23図 第23次調査出土磁器 (S=1/3)

図
弦

号 区 遺構・層位 種  類 生産地 器  種 製作年代
口径 底 径 器 高

文 様 等 備 考 写真
(nm) (mm) (mm)

1 1103 1 鴎 746・ 埋土 染付 肥 前 筒形碗 18c後 (78) (52)
文

文

丹

子

牡

格

見込手描き五弁花 文様は窓絵 地文は斜

内面四方欅文 高台内二重枠「渦福Jか

2 1704 I 鴎 746・ 埋土 染付 平削 香 炉 18C前～18c中 (■ 8) (24～ ) 花盾草文 2

3 1104 67お・埋土 染 付 単削 折縁中皿 17c後～18c中 (2611) 草花文  日縁部雷文帯 裏文様 蔓草文 口紅 黍継ざ 3

鴎 746・ 理 土 染 付 単則 鶴 首瓶 18c前～18c中 蛸唐文 内面露胎 高台畳付のみ露胎

5 14И 1 鴎 746・ 埋土 染 付 肥 前 紅猪 口 18c (29) 23 紅猪 口 笹文 畳付のみ露胎 7

6 1 KS 746・ 埋±4 染 付 革削 鶴首瓶 18c前～ 18c中 脳唐支 内面無釉 畳付のみ露胎 5

1 KS 746 埋±4 白磁 平剛 仏飯器 17c末～18c後 61 36 53 底部削 り出 し露胎 6

8 1 KS 746 埋±4 衆 付 波佐見 碗 t8c中 雪輪革花文 高台内に銘あ り (不明 ) 8

9 1 KS 746・ 埋±4 染 付 単則 碗 18c前 (27ヽフ
)

文

り

目

あ

網

様

外面は二重網目文 見込菊花文 高台内文
9

1 KS 746・ 埋 ± 4 自 磁 ヱ即 碗 18cか 39 畳付のみ露胎 奈継ざ 10

11 1 KS 746 埋±4 染 付
平Ｈｌ 輪花猪 口 17c末～ 18c中 (69) 草花文 内側に呉須付着 12

12 1 I 染 付 切込 端反碗 19C前 (■ 3) 草花文 見込 目跡無 上手のもの (胎土自色 ) 11

13 806 I KS 768'埋土 染 付 瀬戸美濃 端反碗 19c前 (80) 源氏香文 薄い口銹 (口 紅)あ り 13

14 1 KS 715 埋土 裟 付 肥 前 碗 18c末～ 19c前 (104) (32) 風景文 (山 か)素 描文様 ‖に開く碗または広東砺
15 521 1 聡 661・ 埋土 染 付 瀬戸美濃 鯛徳利 けc後 (30) (77) 畿何学文様 (銅版転写 ) 殺冶工房関係遺物 15

16 671 1 KS 682北 壁 青磁 波佐見か 皿 17cか (56～ ) (21～ ) 見込文様 (凹線文様か)胎 土灰色、黒色粒子 16

17 1 KS 682・ 埋土 衆 付 単酬 皿 19c前か (146) (20～ ) 樹 本 文字 17

18 KS 768・ 岬 十 染 付 瀧声 姜濃 端反碗 19C月 1 (H8) (魯 ～ ) 垣 根 車文

第13表 第23次調査出土磁器観察表
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第24図 第23次調査出土陶器 4(S=1/3)

図
遺物

番号
区 遺構 層位 生産地 器  種 製作年代

口径 底 径 器 高
釉薬・文様等 備 考 写真

(nlm) (mm) (mm)

1 1350 1 ネ6746 埋土 瀬戸美濃 輪花皿 17c 鉄絵革文 地は灰釉 貼付高台 33

2 1 KS 746・ 埋±2 京・信楽 碗 18c (46) 色絵花樹文碗 赤、緑、青、金 小型 胎土灰色 気泡 貫入

3 1522 1 KS・46・ 埋±2 京 焼 筒形碗 (45～ ) 色絵暦手文
寛保2年 (1742)の 暦か 東京

都港区芝離宮跡出土碗に類似
35

1 KS 746・ 埋±4 京 ,信楽か 筒形碗 (84)
内面灰TIB 外 面無釉 胎土褐灰色 自色細砂 気泡多

し 高台内中央、渦状の沈線 粗い貫入

う 1208 1 KS 746・ 埋 ± 3 月B前 重 17c中 (250) (44) 二彩唐津、松文か 按合しないが文様のある破片あり 37

6 1200 1 KS 746・ 埋±4 大堀相馬 平 碗 18c後 ～ (122) (“ ) 45 灰釉 胎土灰色 黒色粒子 貫入高台脇か ら高台内露胎 38

1307 〕 KS 746・ 埋±4 大堀相馬 碗 18c 655 掛分 (灰釉 と鉄釉)胎 土灰色 畳付のみ露 1台 39

8 1■ 7 KS 746 理土 大堀相馬 碗 18c 陛卜分 (灰 /1tと 鉄 TIB)胎土灰角 貫入 畳付のみ露胎

9 1599 〕 ヽ 746・ 埋±4 大堀相馬 仏飯器 42-50 61 灰釉 胎土灰色色 黒色粒子

■37 〕 KS 746・ 埋土 京焼か 平 碗 18c後か
色絵 緑、青、黒 線の _ヒ に黒を重ねてる 胎土は灰自

色で空隙 (孔 )力 多` い

11 1 KS 746・ 埋±4 大堀相馬 鍋 19c前 (64) (25～ ) 鉄鶏 露胎部スス付着 (ふ き取 り)回 転ヘラナデ (S746井戸跡の下限を示す資料

1232 1 KS 746・ 埋±4 小野相馬 碗
淡青色釉 見込 目跡2ヶ  高台脇～高台内露胎 胎土

灰色～淡褐色 細砂

13 1 KS 746・ 埋土 産地不明 徳 利 18c― 鉄釉 内底、外底露胎 釉ムラあ り 灰黒色～褐色 細砂 生地か 4S‐

1297 1 KS 746・ 埋±3 産地不明 摺 鉢 18c― 鉄釉 底部施釉 細砂多 底銘 「舎 1、
「同 か「日 | 在地か

第14表 第23次調査出土陶器 1観察表
守
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第25図  第23次調査出上陶器 2(S=1/3)
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図
物

号

這

番
区 遺構・ 層位 生産地 器  極 製作年代

底径 器 高
釉薬・文様等 備 考 写 真

(lalm) (mm) (mm)

1 1352 KS 746・ 埋土 大堀相馬 碗 18c (114) (38～ ) 修卜分飴釉流 (灰釉 と鉄釉 )

2 KS 746・ 埋土 大堀相馬 刑ヽ杯 18c 32 .445 灰釉 畳付高台内露胎

3 112a KS 746・ 埋土 京・信楽 碗 (88) 34 色絵か 胎土灰色 気泡多し 貫入 配 1504の色絵碗 と類似 中

KS 746 埋 土 産地不明 掻 鉢 18c～ (130) 鉄釉 前面、外底 も施釉 重ね焼きの道具痕 住地か 51

5 KS 746 埋土 大堀相馬 仏飯器 18c後 灰釉飴釉流 脚太いタイプ

6 KS 746・ J・I±2 大堀相馬 碗 34 2曼 灰 釉

7 〕 KS 746・ 埋± 3 大堀相馬 仏飯器 (6) (25) 灰釉 脚折れ面磨耗
脚破損後 も割れ 口を底部 と

して小 Bllに 転用

8 1623 | KS 746・ 埋土 産 地 不 明 茶入 18cか (14)
内外鉄釉 腰部露胎 底部糸切施釉 (鉄釉で体部の釉調
と異なる )

在地か (イ山台焼の可能性 も)

9 1467 KS 746・ 理 ± 4 大堀相馬 平碗 18 後 カ (37) 灰釉 内面茶色物質付着

1195 KS 746・ 埋± 4 大堀相馬 仏飯器 18c 鉄 釉

11 KS 746・ 埋土コ 大堀相馬 碗 18c 61 灰釉 高台内畳付露胎 内面茶色物質付着

12 1294 KS 746 理 土コ 大堀相馬 皿 (102) (33) 31 灰釉 釉調 発色悪し (自 っぽい)日縁端部所 欠々損
13 鴎 746 埋±4 大堀相馬 猪 日 (106) (40～ ) Ll分 (灰 箱と鉄釉)

14 KS 746・ 埋土 大堀相馬 仏飯器 18c 灰釉 貫入あ り 胎土灰白色 黒色粒子含む 611

15 1 KS 746 埋±4 瀬戸か 蓋 18cか 23
鉄絵雁金文 胎 J二 灰釉色 釉 中に気泡多量 貫入 (口
縁端部は露胎になってない)Ⅲ 層出土 と接合

蓋物の議  つまみ径 44mm 61

16 1 KS 746・ 埋±4 小野相馬 折縁輸花IL 18c (23^ヤ )

灰釉 胎土褐灰色 自色粒子多 い 釉下表面に鉄分の

吹き出し多 し (まだ ら)

62

17 KS 746・ 埋±8 大堀相馬 小型碗 18c後 (32)
灰 釉 内 面茶 色物 質 付着 胎 土灰 自色 黒 色粒 子 含
む 貫入細かい

64

18 | KS 746・ 埋土 小野相馬 灰落とし (112) 灰釉系 胎土褐灰色 自色粒子少興

19 1324 1 KS 746 埋 ±4 産地不明 活 鉢 18c～ 19c (446) (42～ ) 鉄 釉 在地か

第15表 第23次調査出土陶器 2観察表
48
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第26図 第23次調査出土陶器 3(1:S=1/6 2～ 12:S=1/3)
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図
物

号

遺

番
区 層位遺橋 生産地 器  種 製作年代

口径 底 径 器 高
釉薬・文様等 備 考 写 真

(mm) (mm) (mm)

, I I 備 前 大甕 17c (4%) 125～ )
内面降灰か (白 い斑点)内 外塗土 底部窯道具痕 lヶ

胎土 赤褐色細砂 と粗砂
高さ推定6∝ m以 上か

2 I I 瀬戸美濃 折縁皿 16c後 (■ 0) (62) 21 灰釉  肖」り出し高台 底部釉ふき取 り
大窯J期か 他に蓮弁文筋

(16c)の 破片が出土
9

3 〕 S680・ 炭層 1 堤 栖鉢 映釉 H音 褐色 細砂 段冶遺構関係遺物

529 〕 KS‐681 岸窯系か ? 鉢 17c 92
鉄釉 釉業はうすい 高台脇～高台内露胎 糸きり

削 り出し高台 畳付の一部に糸きり痕あり

5 403 〕 I 唐 津 皿 17c中 (97) (64)
鉄 絵 型紙 昂1り  透 明 釉 胎 土 灰 自色 見 込 み 目跡

2ヶ  高台内兜中
74

6 469 〕 I 志戸呂 徳 利 (140) (120)
胎土灰色 砂は目立たず 窯道具痕 底部回転ヘラケ
ズリか

蒸S―猟6よ り多 く破片出土

309 〕 皿上面 大堀相馬 小杯 18c後～ 31
白濁釉 高台脇～高台内露胎 (わずかに飴釉あ り)灰
白色 黒色粒子

71

8 唐 津 皿 16c末～ 17c初 (92) (22～ ) 灰釉 胎土 灰色 釉む らあ り 72

9 唐津 ll 16c末 ～ 1ク c初 (130) 灰釉  ロクロヘラケズリ

10 992 側溝北 瀬戸美濃 腰銹碗 -92 (32～ ) 灰来由 鉄釉

11 942 Ⅳ 岸窯系 橋 鉢 17c後か (326) (48～ ) 鉄 釉

12 598 大堀相 馬 大 /11碗 19c前か (123) 掛分 (灰釉 と黒釉)畳 付のみ露胎 胎土灰色 黒色粒子

第16表 第23次調査出土陶器 3観察表
49
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第27図 第23次調査出土陶器 4・ 土師質土器 1(S=4/3)
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図
物

号

遺

番
区 遺構・層位 生産地 器  種 製作年代

日径 底 径 器 高
釉薬 文様等 備 考 写 真

(mm) (mm) (mm)

1 1 V 肥前系 大鉢 17～ 18c (a4) 刷毛 目文 胎土赤褐色 砂 目跡3ヶ 所あり

2 1 境乱 肥 前 皿 17c後 (22) 灰釉 見込蛇の目釉ハギ 高台砂付着

3 I KS 682・ 底部 産地不明 鉢か香炉 (56～ ) 飴釉 内面 も施釉 在地か 79

1 KS 682・ 南 壁 産地不明 括 鉢 (226) (48) 鉄 釉 胎 土 細砂 黒灰色～褐色 在地か

5 I翻5 3 KS 81111・ 埋土 大堀相馬 土瓶 18c後ヽ 自濁釉  日唇部は露胎 (無釉 ) 81

第17表 第23次調査出土陶器 4観察表

図
遺物

番号
種  別 器  種 区 遺構 層位

日径 底 径 器 高
備 考 写 真

(mm) (mm) (mm)

6 1373 土師質土器 皿 KS 746・ 埋土 106 61

7 土師質土器 焼塩壺 KS 746・ 埋土
内面ロクロナデ 桃色～赤褐色 外面ロクロナデ 縦位のヘラミガキ (粗 い)コ ッ
プ型

117

8 土師質土器 植木鉢 KS 746・ 埋土 (96) 日縁部 に横位ヘラミガキ と黒漆塗 り 体部外面 縦位ヘラミガキ  トーンは漆

9 土師質土器 灯明皿 KS 746・ 埋±3 (36) 内外すす付着  (内面ふき取 り汚れている)

1386 土師質土器 灯明皿 KS留 6・ 埋±4
ロクロ成形 すす、油煙3ヶ 所 内面汚れているか 底部回転糸切 り 墨痕あ り 広

外面炭化物付着 外面ヘラケズリ

11 1595 土師質土器 皿 KS 746・ 埋±4 (70) 罠部  回転糸切 り ■9

第18表 第23次調査出土土師質土器 1観察表
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第28図  第23次調査出土土師質土器 2・ 瓦質土器 (S=1/3)

51

図
物

号

遺

番
種  別 器  種 区 遺構 層位

口 径 底 径 器 高
備 考 写 真

(mm) (mm) (mm)

1 571 土師質土器 折綴鎌 KS 717・ 掘 り方 産地不明 近世か 灰自色～淡褐色 細砂 外面 ミガキ

2 土師質土器 皿 KS 717・ 掘 り方 106) 胎土 淡赤褐色 砂 目立たず

3 土師質土器 焼塩壺 1 Ⅳ (72) (30)
ロクロ成形 円筒型か 厚手 胎土橙色 細砂 底部 回転糸切 り摩滅 外面ヘラ

ケズリ手持ち 17cか
124

土師質土器 皿 Ⅳ (26) 回転糸切 り 126

5 土師質土器 皿 Ⅳ (17) 回転 糸 切 り

6 1084 土師質土器 皿 Ⅳ (17) 胎土 淡赤褐色 細砂 127

土師質土器 皿 ヽ 687・ 埋土 (70) (男 回転糸切 り

8 土師質土器 皿 KS 690箱 り方 (ll14) (78) (15) 胎土灰 白色 砂 目立たず 底部回転糸切 り

第19表 第23次調査出土土師質上器 2観察表

図
物

号

遺

番
種  別 器  種 区 遺 構 層位

日径 底 径 器 高
備 考 写 真

(mm) (mm) (mm)

9 1774 瓦質土器 火 鉢 KS 746・ 埋土 刻みのある突帯 1条

1570 瓦質 土器 風炉か 毬 ‐746・ 埋±4 (272) 頌部に菊花支 (印花)口 綴端部に赤彩あ り 内面炭化物付着  トー ンは赤彩

11 1775 瓦質土器 鉢 KS 746・ 輝 土 (7引Э) ロクロナデ

12 16N95 瓦質土器 火鉢 K8746・ 埋±2 (326) 刻みのある突帯が 1条巡る 内面口唇部は帯状に魔滅、剥落痕あ り

13 瓦質 土器 風炉か Ⅲ 亀甲繋ざ文 (印刻)頸部隆帯 胎土灰色 炭化物付着

第20表 第23次調査出土瓦質土器観察表
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図
物

号

遺

番
種  類 区 還 欄 層位 文様 計測値 (mm) 重量 (g) 備 考 写 真

1 箱冠伏 FRH瓦 I I

全長2611 幅 141 高さ (110)厚 み23 玉緑幅38 玉縁長

さ15 玉縁受け幅45 玉縁受け長さ28
1940 胎土灰色砂

2 693 塀平瓦 1 〔
全長293 前幅382 後幅390 厚み34水切 り幅6 水切
り深さ5 子し径15X15 14× 15 ■×■

5980 胎土灰色 砂礫 黒色粒子 鉄釘残存 147

3 駒付平板瓦 1 I
最大幅 ("5～)全 長416 厚み36 駒部幅78 駒部長さ

(280)駒 部高さ73 孔径 19× 20 14× 18
61180

胎土灰黒色 (か な り黒 い)砂 礫 古い剥離か 釘

残存

丸瓦 1 I
前幅 (137～)後 幡 164 長 さ297 高さ80 厚み

" 
玉縁

先端 (91)玉縁長 さ34
2210

コビキB(鉄 線切 り)吊 紐痕 胎土灰色 黒色粒
子多い 砂目立たず

144

5 軒平瓦 [ 悦乱 桔梗 剣菱 瓦当高さ (50)瓦当厚み28 内区高さ33 周縁深さ4 唐革文 (複線)胎 土灰色 黒色粒子少量 145

6 滴水瓦 t 工 菊 花 瓦当厚み (20)内 区高さ (ω)周 緻深さ7 174 店車 支 46

第21表 第23次調査出上瓦 1観察表
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図
物

号

遺

番
種  類 区 遺構 層位 文様 計測値 (mm) 重量 (g) 備 考

1 丸桟瓦・左 1 Ⅱ下部 全長320 前幅 (338)孔 3箇所
亥1印 あ り 面取 りあ り 断面を取つた ところは面

IFRり が少ない

2 10‐ 4 輪違 い 撹 乱 全長 197前幅 (1∽)後 lB(1∽)高 さ (59)厚み (前幅 )11 凹面 コビキB(鉄線切 り)布 目痕 縦位ナデ 149

3 軒丸瓦 16772 j7土 埃支三巴左巻き 司縁幅 17 周縁深 さ9 瓦当厚み25 巴文は尾長 珠文 10個 胎土灰色 石英、黒色粒子

軒平瓦 1 撹 乱 桔梗  剣形
効

ち

み

さ

厚

深

瓦当高さ (61)瓦当厚み28 内区高さ34 周縁 唐車文 瓦上端面取 り 胎土淡褐灰色 砂少量

粉質

5 面戸瓦 Ⅲ 金長83 幅 (H4)高 さ (37)厚み 18 226 内側 コビキB 鉄線切 り 胎土灰色 153

6 軒平瓦 Ⅲ 桔権 剣形 瓦当高さ (42)瓦当厚み (26)内区高さ (32) 唐草文 離れ砂 胎土灰色砂少量

7 軒丸瓦 Ⅳ上面 三巴左巻き 周縁幅24 周縁深さ6 瓦当厚み23 木目痕 やや絶ずれ 胎土灰色 黒色粒子

8 軒丸瓦 I 殊文三巴左巻き 周縁幅21 周緑深さ6 瓦当厚み25 胎土淡褐灰色 砂粉質 立ゝぶ し弱い 珠文9つ

9 飾 り瓦 Ⅳ上面 全長 (132)幅 (43～ )厚 み20 鬼瓦類 胎土灰色 砂少量 黒色粒子少量 156

10 2036 丸瓦 1 Ⅲ
全長 (188)後 幅 154 高さ72 厚み23 玉縁先幅 (66)

玉縁長 さ32

内面 コビキB(鉄線切 り)布 目痕 吊紐痕 胎 土

灰色 砂黒色粒子

11 2021 平瓦 I S‐ 681・ 南壁
前幅 (2“～)後 幅 (194～ )長 さ300 高さ56 厚み21

孔径 12× 13
3040 表裏 とも表面はサ ビ付着 胎土灰色砂

12 平覧 ] KS-661・ 埋土 全長 (″3)前 幅 (177)高 さ (41)厚み22 n31 刻印あり 面取りあり 胎土F/k色 黒色粒子少量 砂

13 2027 平瓦 〕 鴎 -791・ 埋土 全長280 前幅 (109～ )後 幅 (254～ )高 さ54 厚み22 密40 恰土黒灰色 黒色粒子 砂撰

第22表 第23次調査出上瓦 2観察表
53
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図
物

号

遺

番
種  類 区 遺構・層位 文様 計測値 (mm) 重量 (8) 備 考 写 真

1 塀平瓦 西側側溝 全長 1240～ )幅 (193)厚 み38 水切幅 15 水切深さ9 刻印あ り 指紋

2 二の平 瓦 南側側溝 全長 (280～ )幅 (216～ )厚み26突 起部幅25突 起部高さ23 2300 水返 しがつ く 164

3 2066 平瓦 Ⅳ上面 全長328 前幅 (238)高 さわ 厚み切 2890 冶土灰色 砂礫  黒色粒子 釘穴

4 2162 丸桟瓦 KS-768・ 埋土 左 全長304 厚さ釣～22 1620 冶土灰色 砂礫 170

5 2033 角桟伏間瓦 1 KS 791・ 埋土
全長 (155～)幅 (152～)高 さ70 厚み20 桟幅ち7 平

部高さ52 桟厚み20

胎土灰色 砂礫 強いナデ やや大きな面取りあ

り
16_t

6 2069 軒丸瓦 I 三引両 同縁幅 19 周縁深 さ6 瓦当厚み23 И 6 胎土灰色 砂目立たず 166

7 1102 軒平瓦 Ⅳ上面 梅 花 瓦当高さ (33)内 区高さ (") 唐草文 (複線)瓦頭部離れ砂 胎土青灰色 黒色粒子 167

8 2076 軒丸瓦 KS-746・ 埋±4 三巴左巻き 周縁幅郷 周緑深 さ9 胎土灰色 砂 目立たず

9 2082 軒丸瓦 KS 746・ 埋土 珠文三巴左巻き 周縁幅釣 周縁深 さ7 瓦当厚み27 尾は短い 胎土灰色砂多 し 169

2051 輪違い I 蕊 746・ 埋土 全長 (108)前 幅 (129)高 さ (56)厚み (前幅)20 2" 凹面コビキB(鉄線切 り)布 目痕 胎土灰色 砂、

黒色粒子少量
171

11 2053 飾 り瓦 1 KS 746・ 埋土 全長 (130)幅 (71)厚み (51)
鬼瓦類の外辺部破片 胎土灰色 砂礫少量 黒色

粒子少量

12 837 輪違 し 1 KS 712 埋土 全長 (92)前幅 (78)高さ (45)厚み (前幅 17)
凹面コビキB(鉄線切 り)燻 し弱い 淡褐灰色

砂 焼 きあまい

13 2 KS 685 埋土 全長 (94)前幅 (1磁 )高 さ (6_h)厚み (前幅で、22) 凹面コビキB(鉄線切 り)布 目痕

14 軒桟瓦 2 I 三巴左巻き
小巴部 瓦当径 (84)内 区径68 周縁幅9 周縁深 さ6

五当厚み (24)
胎土黒灰色 砂、黒色粒子少量

路

第23表 第23次調査出土瓦 3観察表
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第24表 第23次調査出土瓦 4観察表

一

図
物

号

遺

番
種  類 区 遺構・層位 文 様 計測値 (mm) 重量 (g) 備 考 写 真

1 英斗瓦 3 I 空長 (llXl)幅 (118)高 さ(19)厚み 14 割線の深さ2 刻印あリ ヘラ状工具痕 胎土黒灰色 砂 表面が粗ヽ

2 更斗瓦 3 Ⅲ 全長 (123)幅 ■6 高さ

" 
厚み 16 割線の深さ6

胎土黒灰色 砂 白色粒子 上部面取 リ ナデ 欄

目が一部にあ り

3 軒桟瓦 3 Ⅲ 二つ丁字巴
小 巴部 瓦 当径95 内区径71 周縁 幅 13 周縁深 さ5

瓦 当厚み 18 垂れ部 内区高さ20 瓦当厚み 14
留 1

枢森家の家紋 軒平部は細線の唐草文か 巽門「ll

に出土例あ り 胎土灰色 砂礫含む

4 軒丸瓦 3 Ⅲ 九曜 周縁幅24 周縁深さ6 瓦当厚み20 胎土灰色 砂黒色粒子

5 994 角桟瓦 左 3 KS 800・ 埋土 全長 (■ 9)前 幅 (120)厚 み (19)
胎土灰色 砂礫 黒色粒子少量 裏面は木 目痕

(オ正目】犬)

図
物

号

遺

番
種  類 区 遺構・ 層位 法  量 (mm) 重量 (8) 備 考 写 真

6 銃弾 撹乱 令長31 径6 76 近代 緑青 (銅製か )

7 銃弾 Ⅱ 全長33 径7× 6 793 近代 鋼 の合金か (少 し緑青)内 部に自色物質充填

8 不 明 全長 7% 火箸頭言Бか 表面白い錆

9 12ω 煙管 KS留6 埋±4 全長56 雁首 (火 皿欠損)金 色真鍮か

10 1089 煙管 KS 746・ 埋±4 全長68 852 雁首 (火 皿欠損)金 色莫鍮か (羅宇、竹材、茶色漆一部残存 )

11 1091 煙 管 KS 746 埋±2 全長6h 火皿部 16X16 雁 旨 表赤褐色 緑青でない 材質不明

12 煙 管 1 KS μ6・ 埋土 全長58 火匝部 16× 15 611
雁首 金色真鍮 火皿 と油返 し間補修 あ り 油返 しつな ぎ目も補修あ り 油返 し中央言[

変形 火皿内面 に炭化物付着

13 1769 不 明 J KS‐746・ 埋土 全長200

灰汁掬いか 金色の針金を2本撚つたのものを柄 に巻 きつけている 錆びてない 針金を

巻いた ところは銅線3本 (元 々 1本 )銅 線 も錆びていない 円形の枠の部分は金色の針金

で網がつ いている

第25表 第23次調査出上金属製品 1観察表
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第33図  第23次調査出上金属製品 2(S=4/1)
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図
物

号

遺

碁
種  類 区 産構・ 層位 法  量 (mm) 重量 (g) 備 考 写真

古銭 KS 746・ 理 十 外径250 穿径57 59 寛永通宝 (新寛永

2 古 銭 (S746・ 埋土 外径250 箸径57 寛永通宝 (新寛永

3 古 銭 KS 746・ 埋±4 外径250 穿径57 寛永通t(新 寛永

首 銭 KS 746 埋±4 外径226 穿径57 1 電永通宝 (新寛永 194

5 古 銭 KS 746・ 埋七4 外径解 0 穿径56 08 聾管 をつぶ した錢告 雁首銭

553 古 銭 KS 681 南壁 外径283 穿径57 35 H文銭 正宇 波 明和6年 (1769)

7 313 古 銭 皿 外径250 穿径57 75 宅永通宝 (古寛永 197

8 古 銭 Ⅳ 外径250 老永通宝 (古寛永

り 古 銭 肛 外径240 穿径55 231 寛永通宝 (新寛永

10 422 古 錢 Ⅱ
~「

者[ 外径278 稲 一錢  大 F4年 (1917) 鰺3Э

第26表 第23次調査出上金属製品 2観察表

関
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図
物

号

遺

番
種  類 区 遺構・層位 法  量 (mm) 重量 (g) 備   考 写 真

1 1657 硯 KS 682・ 埋土 全長87 幅57 厚さ 19 206

2 砥 石 KS‐746・ 埋土 全長68 幅47 厚さЮ 205

3 127, 砥 石 KS 746・ 埋±4 全長62 幅53 厚さ8 207

砥 石 KS 768,埋土 全長43 幅45

5 砥 石 KS 782・ 埋土 全長 132 幅59 厚さ41 84D

764 砥 石 I 令岳 142 幅58 庫さ22 19068 H(平 瓦 )面 :転 用砥石  トーンは俺用面す り面

第27表 第23次調査出土石製品観察表

第28表 第23次調査出土 レンガ観察表

57



・
ギ○
　
御

一

□

口

Ｈ

Ｈ

川

Ｈ

Ｈ

Ｈ

口

Ｈ

川

Ｈ

日

。

「○
　
　
　
　
　
　
柾
森
与
左
衛
門
」

二

ｏ

御

酒

塩

五
一

升

七

合
」

日。

「○
　
　
　
　
　
　
極
森
与
左
衛
門
」

。千○　御　酒　塩
〔甑ヵ″　七

〈ロ

一

□

日

Ｈ

Ｈ

川

川

日

川

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

日

。

「○

枢
森
与
左
衛
門
」

一

∩
Ｈ
Ｉキ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
日
Ｈ
日
日
日
日
Ｈ
川
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
日
―Ｉ
Ｕ

釜

山

□
　
蔵
」

〔貫
ヵ
〕

成
□
□
□
　
弐
　
　
□
　
　
七

□

□

□

酒
　
塩
　
五
　
　
升
」

|

IIIIキ キ キ|キ 1 3

|

LLJ!lIIIIIn 2

|

1ヽlH,【 1111】 〕

。

「
日

回一

。

「
□

。

「米

四
　
斗
一
　

五
　
　
升
　
入
」

一

η

日

日

日

日

日

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

ＩＩ

ＩＩ

＝

。

「上

松

三
ロ

一ハ
」

-4

第35図 第23次調査出土木簡 1(S=4/2)
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図
遺物

番号
区 遺構 層位 型 式

長 さ 幅 厚 さ
記戟事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 樹 種 備   考 写真

(mm) (mm) (mm)

KS 746・ 埋七 中央 35 「〇征,酒 塩□ 〔五ヵ〕升七合 。「○粧森与左衛門 スギ I類

2 1777 1 KS 746 埋±4 0■ 中央 26 3 「〇御酒塩五升七合J ・ OIL森 与左衛門J スキ I矩

3 1 KS 746 埋 ± 4 中 央 「○作I酒塩五升」 「○粧森与左衛門J スキ I頌

1 KS 746 埋±4 6 「米四斗五升入 J 「上松村  喜六」 ス ギ Ⅱ類 正 しくは植松村

5 KS 746・ 埋土 5 。「匡
=  1  

釜山□蔵 J

・「□成□□□弐□ 〔貫ヵ〕七□
□□J

スギ Ⅲ類

第29表 第23次調査出土木簡 1観察表
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第36図  第23次調査出土木簡 2(S=1/2)
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号
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番
区 選構 層位 型弐 孔

長 さ 幅 厚 さ
記載事項 (表 ) 記戦事項 (慕 ) 樹 種 備   考 写真

(mm) (mm) (mm)

1 1782 KS 746・ 埋 ± 4 146 御年貢米四斗五升□ 〔入 ヵ〕」 「名取 笠嶋 I・l 弥左街門 J スギ Ⅱ頼

2 KS 7Ъ  束竪 御米四斗五男□ 〔入 ヵ〕J 「植松村 1    旧 スギ Ⅱ類

3 1792 KS 746・ 埋±4 019 6 「作,年貢米四斗五升入 J

「□ 分 孤 力 谷 村  七 □ □ 〔兵

衛 ヵ〕J

スギ Ⅱ類

1790 KS 746 東壁 御年貢米四斗匠三 =コ J 「名取 四郎丸村  □□」 スギ Ⅱ類

第30表 第23次調査出土木簡 2観察表
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第37図  第23次調査 出土木簡 3(S=1/2)

1

シ

図
物

号

遺

番
区 遺構・層位 型 式 孔

長 さ 幅 厚 さ
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 樹 種 備   考 写真

(mm) (mm) (mm)

KS 746・ 埋±4 059 35 6 「米四斗五升入 J スギ I類

2 鴎 ‐7拓・埋土 081 (299) 31 9 三コ衛門様 戸田治助 スギ I類 222

3 1 KS 746 埋±4 1% 8 「米四斗五升入」 「□村八□□ 〔郎兵衛ヵ〕」 スギ Ⅱ類 227

1 KS 746・ 埋±4 059 「八□ r作 ヵ]躍 tr華 紺 Ⅱ 軽

第31表 第23次調査出土木簡 3観察表
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区 遺構・層位 型 式 孔

長 さ 幅 ザ享さ
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 樹 種 備   考 写 真

(mm) (mm) (mm)

KS 746・ 埋±4 059 6 針葉樹 Ⅲ類 224

2 [ 聡 7拓・埋土 中央 ○□□□米[三 __升□□ スギ Ⅱ額

3 192つ 1 KS 746・ 埋±4 米四斗五升入」 下余田村 伝左衛門」 スギ 圧類 228

1943 1 KS留 6・ 埋±4 中央 「○御酒塩五匡三  B ○1     旧 スギ I類 229

KS 746・ jH+4 ■3) (20) 「ロロ入 I

「

~~   ~~¬
I スギ Ⅱ 犠 230

第32表 第23次調査出土木簡 4観察表
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第39図 第23次調査出土木簡 5(S=1/2)

団 色 晒 92
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図
物

号

遺

番
区 遺構 層位 型式

長 さ 幅 厚 さ
記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 樹 種 備   考 写 真

(mm) (mm) (mm)

KS 746・ 埋 ± 4 中央 8 ,「Ol    l村 十    日 「Ol  コ 」 スギ I類 ×の線刻 223

2 18∞ KS 7お・埋土 中央 (193) 37 8 「Ol  三コ」 スギ 工類 2%

3 KS‐Й6・ 埋±4 (127】 8 聡 I用  □ [市 ヵ〕罐 I類

4 1923 KS И6・ 埋土J 中央 34 5 「○御年貢米四

「

~ ~¬
J スギ Ⅱ類 232

第33表 第23次調査出土木簡 5観察表
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第40図  第23次調査出土木簡 6(S=1/2)
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図
物

号

遺

番 区 遺構 層位 型 式 孔
長 さ 幅 厚 さ

記載事項 (表 ) 記載事項 (裏 ) 樹 種 備   考 写真
(mm) (mm)

1 鶴 -746・ 埋±4 051 積 33 ○御米四斗五□J ・「O名取 笠嶋村 太郎兵衛J スギ 工類 237

2 19知 ICS-746・ 埋±4 051 横 32 8 「○米四斗五升入J 「○□□□村 六郎兵衛□」 スギ Ⅱ類 226

3 19p4 KS 746・ 埋±4 中央 6 ○米四斗五升入」 「Ol  コ J スギ 工類 裏面 文字2行 不明

1948 中央 34 VCl  =コ村J
「v0 スギ 236

第34表 第23次調査出土木簡 6観察表
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第41図  第23次調査出土木製品 1(1～ 12:SE1/3 43:S=1/4)
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― ―

      (1/4)

図
物

号

遺

番
種  類 区 遺構・層位 法  量 (mm) 考 写エ

1 2317 漆 器 (恙 ) KSク46 埋土 日径 (90)器 高 (12)厚 さ3
椀の蓋 外に黒漆地に竪三引両紋 (赤 色漆)3箇所か (伊達家家紋) 内赤色漆 口縁部

約3分の 1欠損

2 漆 器 (蓋 ) KS 746 埋上4 口径 (98)器 高 (23)厚 さ4 丸に片喰 (3箇 所)腰 張 リタイプ 外黒漆赤色漆文様 内赤色漆 口緑部、高台部欠損

3 漆器 (椀蓋 ) KS 746・ 埋 ±4 口径 (106)器 高 (29)底 径47 厚さ4 外黒漆 内赤色漆 外に丸に木瓜 (も っこう)文 fk3ヶ 所  口縁部、高台部欠損

漆 器 (蓋 ) KS 746 埋±4 口径 143 器高30 底径49
椀蓋 (煮物椀か)大型品 内外赤色漆  日縁、畳付が黒色漆 日縁部一部欠損  ヒビ告

れのため歪み 全体に汚れ

5 1972 漆器 (汁椀 ) KS 746 埋±4 回径 (96)器 高 (38)底 径 (47)
丸に橘 文3箇所 外は黒漆地 に赤色漆文様 内は赤色漆 日唇部黒漆 高台残存部は黒

漆 汁椀か 小型品吸い物椀の名かも 重椀の蕃の可能性

6 1975 漆器 (汁椀 ) 1 KS 746・ 埋 ± 4 口径 (H4)器 高 (44)底 径 (57)
大ぶ りの汁椀 浅いようだが蓋の可能性はないか 丸に三つ柏紋 (3筒所)日 縁部高台欠

損 外面・黒漆地に赤色漆文様 内面 赤色漆 口辱部も黒添 底厚い
2444

漆器 (飯椀 ) 1 KS 746・ 埋±4 口径 (107～ )器 高 (53～ )底 径 (つ ～ )

丸に片喰文 _椀か 1要 張 リタイブ 外面は黒地に赤色漆文様 内面は赤色漆 口縁部 と

高台部欠損 体部裂け (亀裂)歪 み
%3

8 2316 漆器 (飯椀 ) KS 746・ 埋土 日径 (■0)器 高 (90)
三引両文 3ヶ 所に二引両文がある 外面に黒地に赤色漆の家紋 (伊達家)内 面に赤色

漆 高台部椀部歪み 亀裂あ り 口縁部欠損  日唇部黒色漆
245

漆器 (1菱折椀 ) (S746・ 埋土 回径 (132)器 高52 底径∞
大ぶ り 内外面とも赤色漆 (く すんだ赤色) 高台畳付 と口唇部黒捺 一文字腰椀 (煮

物用か)(破 片6点 )

10 漆器 (汁椀 ) 1 くS・46 jITl± 3 口径 (H3) 器 高 厚さ8
外は緑色漆 (黒 っぽく変色)曰 縁部、高台腰部の一部欠損 体部亀裂あり 口唇 高台

Å黒漆 漆梨がれあり

11 漆恭 (汁椀 ) 1 くS746 埋 t4 口径 (H2) 器 高 (34) 厚さ4
椀 外緑色漆 (黒 っぽ い)内 赤色漆 口唇部、つまみH`先 端 日縁 畳付は黒漆 日縁

部欠lfJ 体部に大があいている

12 2256 1 (S746 理 +4 口径Ю3 器高41 底径48 1握 折椀 内外赤色漆 残 り良好

13 ll192 漆器 1 (S746・ 束壁 全長(17S】 晴 (21)・・Iさ 8 竹材か 両 lll赤 色漆 側面一面黒漆 上端黒漆4り  膳の部材か 木釘5つ

第35表 第23次調査出土木製品 1観察表
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第42図  第23次調査出土木製品 2(1、 3～ 5、 7:S=4/3 2、 6、 8～ 17:S=1/4)

図
物

号

遺

器
種  類 区 遺構・層位 法  景 (mm) 備 考 事真

1 1977 漆器 (板材 ) る 746・ 埋土 全長 (92)幅 (41)厚さ6 表側の3面 に黒漆  (柿渋の可能性あ り)芦 く光沢がない 釘穴2個 (釘残存)柾 目

2 漆器 (膳 の脚 ) 1 KSク 46 埋±4 全長92 幅215 厚さЮ～ 12
1との脚か 接合面となる上端面では木釘穴、付着物 (接着剤か)あ り 表面は光沢のなし

黒色塗 面取 り はめ込み

3 漆器 (1普 の脚 ) 1 KS 746 埋 t4 全長90 幅 (22)厚 さ6
膳脚都の部材 両面両取 り 黒漆、一部黒1離  木釘 1つ  接若剤付着 配 1990 1991と 同

一の1等 の部材か

漆器 (1と の脚 ) (S746 埋±4 全長83 幅 (29)厚 さ6 曽脚部の部材 両面面取 り 黒漆、一部剥離 上端部欠捜 唯 1989・ 1991と 同一の1音の部材か

5 漆器 (膳 の脚 ) 1 (S746・ IT± 4 全長88 幅25 厚さ8
I普 脚部の部材 両面面取 り 黒漆、一部副離 接合間調整痕あ り 上端剥離 (面残つてな

い)配 1989・ 1990と 同一の膳の部材か

6 くS746・ 埋 土 全長34 幅7S 厚さ4 小型膳の脚 中央に大 木釘2つ  縁辺磨耗 275

7 2175 膳 (側板 ) I くS746・ 埋土 全長239 幅 16 厚さ5
口縁端部黒漆 上端黒漆塗 り 両側面柿渋か (茶 色)接 合部本釘6つ 柾 目材 切 り込み

のある塗 りの板

8 2260 不 明 1 くS746・ 埋±4 全長83 幅 123 厚 さ (3～ 4)
容器の天板か 中央部に有孔1つ  格円形板 柾日材 穴はつまみ用か 中央で分離後片

側は剥離痕 (削 りか)あ り

9 2224 曲物 KS 746 埋土 全長 163 幅39 厚さ2 側板 柾 日材 切り込みラインあ り 欠損部あ り 277

10 1797 板材 KS 746・ 埋土 全長 111 幅 (46)厚 さ7 有イし円板 (用 途不明)推 定直径‖2mm 柾 目材 容器天板か

11 樹皮容器 KS 747・ 埋土 口径 (160)器 高 (68)底径 1如×66厚み 15 弁当絶か 絡円形 柾目材 桜皮(綾 じ目を確認できず)二重巻き

12 22tj4 箸 KS 746・ 輝 +4 令長 190 幅7 厚さ57 丸形 多角形面取 り 短いタイプ 275

18 2297 箸 KS 746 埋±4 企長 199 幅7 厚さ55 丸形 多角形面取 り 短いタイプ

2289 箸 KS 746・ jql± 4 全長214 幅6 厚さ65 丸形 多角形面取 り 長いタイプ

2292 箸 KS 746 埋 i4 全長214 幅7 ・・さ6 丸形 多角形面取 り 長いタイプ

箸 KS 747 埋土 全長 173 幅6 厚 さ52 丸 形 先細 多面形面取 り 276

著 令長 195 幅 6 厚 さ5 角形で先端が尖 り、コゲあ り 277

第36表 第23次調査出土木製品 2観察表
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第43図  第23次調査出土木製品 3(S=1/4)

^  9

岡
―――
――‐
鰹

図
物

号

違

番
種  類 区 遺構・層位 法  昆 (mm) 備 考 写テ

I 2279 箸 KS・46・ 埋±4 全長 168 幅5 厚さ4 角形先細

2 効62 箸 KS 746・ 埋±4 全長 183 幅5 厚さ4 角形先細 2箇所剥離 している 中央部に面取 りか

3 2278 著 KS 746・ 埋±4 全長 (189)幅 5 厚さ45 角形先細 2箇所に折れ 280

2332 箸 8746・ 埋±4 全長 194 幅58 厚さ45 角形先細

5 漆器 (箸 ) 1 KS 746・ 埋±4 全長%8 塗箸 赤色漆 (ト ーシ部分)と 茶色漆の塗 り分け 円柱状の箸 (面取 りあ り)断 面扁平

になっている方が先端か (つぶれて断面が変形 している所あり)

6 2249 樹 皮 KS‐746・ 埋±4 全長%1 幅33 厚さ07～2 鼈の内側に貼ったとみ られる樹皮 籠材付着 末端カール している

7 2249 樹 皮 KS 746・ 埋±4 全長 148 幅32 厚さ05～ 18
寵の内側に貼つた とみ られる樹皮 籠材付着 折 り曲げたたんでいる とゴ材が中に入

り込んでいる

8 2334 蒸し器 (蒸籠 ) KS‐746・ 埋±4 全長野6 幅90 厚さ4
柾 目材の薄い板での蒸 し器 箱蒸籠の底板か 側板に計 193個 の穴あ り 両端に穴の開か

ない部分あ り 裏面に焦げ 目あり (外側か )

9 2229 小型容器 KS 746・ 埋±4 全長55 幅40 厚さ4 柄杓か 柾 目材 楕 円形か 284

竹製品 ヽ 746・ 埋±4 口径 (68)器 高 123 底径68 灰落 としか 3点同一個体  フシあり (欠損 )

11 2339 蓋 か 6746・ 埋土 全長 (勇7)幅 (76)厚さ14
桶か 柾 目材 2枚 以上の組物 断面狭 い面取 り 斗形 片面黒 く変色 直径約32cm

木釘1つ 釘穴 1つ  とビ割れあり 裂け目の修理痕あり

12 蓋 1 KS 746・ 埋土 宣径雰2 厚さ14う
樽蓋か 1枚もの約3分の 1欠損 表中央Oに「叶」の焼印 断面斗形 面取 り狭い (磨耗 )

「叶J焼印は市内の店名か 裏面はキズ多 し

13 2223 蓋 KS―留6・ 埋土 全長 (163)幅 37 厚さ5 桶側板の転用か 柾 目材 桟材痕跡 (自 っぱい)釘穴2つ 湾曲している

第37表 第23次調査出土木製品 3観察表
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第44図 第23次調査出土木製品 4(S=1/4)

□

日
口

0                  10cm
(1/4)

=          5

図
物

号

遺

番
種  類 区 遺構・層位 法  量 (mm) 備 考 写 真

1 2337 蓋 (4営7) I KS 746・ 埋±4
全長必

"幅
218厚 さ,8 直径 (208)孔

直径32
木釘2つ 縁辺上部面取 り (斗形)蓋 2枚組 2枚の板はいずれ も板 目羽 290

2 蓋か 1 KS 796・ 理土 全長258 幅 (136)厚 さ 13
柾目材 (フ シあり)断 面斗形か 木質部非常に柔 らかい 表面 にコゲ ロあ り (網点部分

は炭化 )

291

3 2336 蓋 (樽 ) J KS 746・ 埋±4
全長(348)幅 (96)厚さ23径 (420)孔直径
35

板 目材 部材2枚以上 穴の直径35 木釘 1つ  木釘穴 1つ  面取 り断面斗形 裏面 (内側

か)黒色塗料 (柿渋か、光沢な し)

292

2275 蓋 (大桶 ) 〕 KS‐746・ 埋土 全長 (394)幅 (118)厚 さ14 直径 (215)
直径約216cm 釘穴 1つ 柾 目材 5尺 あるいは6尺桶か 切 り込み加工あ り 片面黒色柿

渋塗 り
293

5 2267 番か 1 くS746・ 埋土 直径469 幅 (l14)厚 さ22 孔直径24 円孔あり 両側面面取 り 釘穴7つ  断面算盤玉状 コンキの底板か 297

第38表 第23次調査出土木製品 4観察表
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第45図 第23次調査出土木製品 5(S=1/4)
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図
物

号

遭

番 種  類 区 遺構・ 層位 法  最 (mn) 備 考 写 真

1 角材 KS 746・ 埋±4 全長344 幅 37 厚 さ35
断面五角形 一方の端部は孤状を呈してお り蓋の桟材 (つ まみ)の 可能性あ り 釘穴 3つ (

箇所釘残存 )

2 1978 板 材 1 KS 746・ 埋±4 全長 (266)幅 (48)厚さ (20‐ ～ )

編か樽の底板か 柾 目材 推定直径約31cm 片面黒色塗布 (柿渋か)も う片面剥離 面

取 り (出土品中最 も厚手)断 面斗形

3 桶 KS 746 埋土 全長230 幅83 厚 さ 15

側板 柾 目材 板中央付近に四角六 (釘穴か、何かに転用 したか)口 径は 1尺 (内 径約
33cm)ほ どの容器か 年輪の夏材部分はかな り失われ くぽんでいる 黒ずんでいる部分
はタガ疫か 面取 り

294

2319 補 (側板 ) (S746 埋 上 全長263 幅 (70)厚 さ 10 王目材 外形側直径 17 8cn(外 径 178 内径 17)口 縁部の面取 り確認できず (内側 ) 295

5 2326 大稲 1 KS 746 埋±4 全長 158 幅59 厚 さ38

板目材 側面片側に釘穴 1つ (木釘か)大 型桶側板の回縁部片 縦横 ともカッ トされてい

る 日縁内面に面取 りあり 磨耗 厚 さが花m近いので底径がう尺、あるいは6尺 の大型桶

と予想される

296

6 大桶 KS 746・ 埋±4 全長81 幅 144 厚 さ39

両側面に木釘あ り2箇所 右側面にこ1ザあ り 大型桶の側板日縁部材 (カ ッ トされた日縁

片)約 3分 の 1程焼けて炭化 口縁部内面面取 りあ り 厚 さが4cm近 いものは類例か ら底

径5尺 あるいは6尺 の大型桶 と予想され る (下 部は ノコギ リで切断 )

299

2167 桶 KS 746・ 埋 土 全長‖8 幅 (37)厚 さ 12 小半切桶か側板 (柾 目材)タ ガ痕は黒 く変色 面取 り 底板旺/R 31Xl

8 桶 1 KS 746 埋土 全長 118 幅6 厚 さ 13
小半切桶か側板 (柾 目材)タ ガrk 底板圧痕  (lo2167と 同一か、他にも同じくらいの大

きさの側板出土)年 輪あ り

9 2323 桶 KS 746 埋土 全長(94)幅 a 厚 さ14 楠の角材 把手ほぞ穴あ り 下部欠損 面取 り 303

10 1巴手 KS 746・ 埋±4 全長必 幅272 厚 さ 14 樽か桶の犯手 板目材

第39表 第23次調査出土木製品 5観察表
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第46図 第23次調査出土木製品 6(S=1/4)

0                  10cnl

― ―
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El

図
物

号

遺

番
種  類 区 遺構・層位 法  量 (mm) 備 考 写 真

竹材 KS‐746・ 埋±4 密長2∞  鱚 10 厚さ4 細 い竹 ヒゴ状 編のタガを加工 した可能性高い 竹のフシ両端にあ り

2 2299 栓 か KS 746 埋土 全長55 最大幅稲 多角形 面取 り (7面 )栓 の未製品か 304

3 2302 栓 KS 746・ 埋土 全長0 最大径27 面取 りあ り 紐掛け用の切 り込みか

4 230/1 栓 KS,746・ 埋 土 全長63 最大径28 柿渋 (茶 色)塗 り 表面の磨耗、剥落が著 しい 上端面取 り

5 2a25 栓 KS 946 埋土 全長93 幅
" 

厚 さ27 1箇 所穴がある 上が斜めになっている

6 栓 KS 746・ 埋±4 全長46 最大径40 柿渋 (黒 色)力 S帯状に分布 (網 点 )

7 栓 KS 746 理 上 4 令長 138 最大径21

8 栓 KS 746 埋±4 全長75 最大径37

9 2228 クサビ KS‐746・ 埋±4 全長 120 幅45 厚さ

"
孔径 5× 6 側面中央に穴3つ (貫 通グ(2つ ) 3■

不明 KS 946 埋 ± 4 全長45 幅 126 厚 さ38 釘 1つ  板 日材

11 222t9 雑具 (道 具の柄) KS 746・ 埋±4 全長 140 幅 (30～ ) 道具の柄 茎の穴あ り (表 面黒 い)柄 の端部に面取 りあ り

12 21解 道具の柄 (竹製) 1 KS 746・ 埋±4 全長 (165)幅 (39)
子L2つ 孔径 17mm× 19nm 竹製柄 孔あ り 「×」印 指 し込むため先端を先細 く加工

(節 抜き)

13 糸巻きか KS 746・ 埋土 全長 (186)幅 90 厚さ33 削 り込みの加工痕多数あ り 把手のついた もの 破片 1つ あリ コゲ痕あ り (網点 )

漆器 (角 材 ) た面黒い 陣具の郎材か (障平 板戸など)ほ ぞ穴 架tE 切リムみ

第40表 第23次調査出土木製品 6観察表
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第47図  第23次調査出土木製品 7(S=1/4)

図
物

号

遺

番
種  類 区 遼構・ 層位 法  量 (nlm) 備 考 写 真

1 下駄 1 熔 746・ 南壁 全長259 幅 104 厚さ釣 高さ73
連歯下駄 (高 下駄)歯 の長さ (高 さ)約60mm 台部板 目取 り 穴の壁面にコゲあ リ コ

ゲ焼印か (網 点 )lo2318下駄 と組むのではないか 台形
320

2 2318 下駄 1 KS 746 埋±4 全長260 幅 104 厚さ19 高さ82
歯の長 さ (高 さ)約6mm 連歯下駄 (高 下駄)台 部板 目取 り 後壷の壁面コゲている穴

2つ  台形 焼印か (網点 )

3 下駄 t KS‐ 746・ 埋±4 全長223 幅88 厚さ13 高さ40

連歯下駄 (角 型)完形品 面取 り加工 した作 りの丁寧な 下駄 台部表面板 目 (柾 日に近

い)焼 けた跡あ り 芯な し 角部面取 り 前歯、後歯とも2つずつ計4つ釘六がある (す べ

りどめか)穴 の壁面にコゲ

320

2244 下 駄 KS 746・ 埋±4 缶長218 幅83 厚さ14 高さ39 連歯下駄 (丸型)脩 円形完形品 台部板 目 芯な し 前歯に2箇所釘穴あ り

5 21ω 革履 I KS 746・ 埋±2 全長 (162～)幅 (73～ )厚 さ (10～ )
歯のな い履物  (柾 日材)木 釘の穴 11個 、そのうち本釘残は9個  表両磨耗汚れ ていな

い 上面にわ ら状物質付着 (ト ーン部分 )

6 2324 下駄 1 KS 746・ 埋±4 全長212 1隠 86 厚さ14 高さ37
割 り下駄 (丸 型)前 歯、後歯ともに歯の表面に釘穴 あ り 芯持ち材 貫通す る穴 あ り(木

の芯の部分が抜けている)釘 六 (四 角)穴 の壁面にコゲ

第41表 第23次調査出土木製品 7観察表
70



正咽―

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

２

島

胸
Ⅷ

帥

凹

⑩

一　

　

　

　

一

鍮
即
硼
問
処

0           10cm

― ―
     (1/6)

0                  10cm

― ―

      (1/4)

第48図  第23次調査出土木製品 8(1～ 3:S=1/4 4:S三η/6)

図
遺物

種  類 区 遺構・眉位 法  量 (mm) 備 考 写真

1 下駄 KS 747・ 埋土上 金長225 幅 (79)厚 さ (43)高 さ (71) と歯下駄 (露卯下駄)磨 耗、欠損あり 324

2 1787 人 形 (手 ) I KS‐746・ 埋±4 全長94 幅 13 厚さ16
人形の腕 指の間などに黒色顔料残存 小指付近欠損 基部面 T・xり あ り (稜線不明瞭)物
を握つた状態 肘側径 1～ 1 lcm

3 2240 支脚 I KS留6・ 埋±4
全長 137 支柱 部120土 台 高 さ17 土台
山事A4

台部が八角形 茶色塗彩 (柿渋か)面 取 り 灯火具 (燭台か )

2335 建築部材 1 KS‐46 西壁 全長 11∝ 幅 173 厚さ78

井戸支柱材 (割材使用)断 面を見ると割 り材でありことがわかる (幅が一定 していない)

割 り材を井戸枠の支柱 として利用 表面は黒 くあるいは焼いているのか ほぞ穴 1つ す
べて加工面

第42表 第23次調査出土木製品 8観察表
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蠅 爾 騨
‐

田

写真
物

号

遺

番
区 遺構・層位 種  類 生産地 器 TF 製作年代

回径 底 径 一耐
文 様 等 考

(ln n) (mlll) (nm)

Ⅱ 染 付 瀬戸 美洪 端反碗 19c前 (扇 子文 )

KS-746 11P■ 4 染付 征猪 日 18c

KS-681・ 埋土 染付
ソＨｌｊ 腕 18c FP花 文

22 Ⅱ 染小|
‐‐ 18cか 車 t14文カ

1284 KS-746・ T性ヒ4 染付 徳利 17^ャ 18( llJ手 甲しカ

1332 鴎 -746 姐±4 水滴か 17～ 18c 色絵 赤

25 1184 表採 背磁染 fNl
▼硼 碗 lSc後 草花文

I 日 磁 瀬戸美濃 端 反 !刊 1 19c中 サ型!甲 し

つ
々

第43表 第23次調査出土磁器 1観察表
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写真図版12 第23次調査出土磁器 2・ 陶器 1(S=4/3)

弱

甑

写 真
物

号

造

番
道構 肝位 種 類 4L産 地 器  種 製作年代

日径 l.k経 器 高
文 様 等 考備

(llm) (lnin) (1■ nl)

27 I 染イЧ lL 18c後 花店中文 高台内日跡 1ケ

El:F術 染Islか 皿 17c後か 見込蛇 ノH釉ハギ

KS-681 'll北 古磁 輪花Ⅲ[ 17´ヤ18( イと弁文カ

1757 KS-681 埋ロニ 腕 Б cか

SI 4 梁 lNl 圧地 不 り〕 碗 19c後

白 磁 17c修か 畳 INlに 砂カ

第44表 第23次調査出土磁器 2観察表
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写真図版13 第23次調査出土陶器 2(SE1/3)



割

∞

72 73

写真図版14 第23次調査出土陶器 3(S=1/3)



写真図版15 第23次調査出土陶器 4(S=1/3)

M

踏
鞘
隷 |―i

占
＾ 遣物番号 IX 澄構 層位 li産地 器 種 製作年代

器 高
文 様 等 備 考

(mm) (mm) (mm)

1706・ イ也 KS-746・ 埋■4 呂一声上
心 徳利 Rc 決TI 写真70と 同一か

怒4 I 大堀tl馬 lll Sc 天釉

221 Ⅱ 皿 Sc X釉 見込蛇 ノロ釉ハギ

1405他 1 KS-746 埋i4 京信楽か 碗
え釉 簡 形 内 rIIと 外 面 に施釉 高台 内渦 形沈

蒙 白色粒子

87 大堀朴馬 碗 又釉

I 大安 7c 再タト4J:
Ⅱ 大堀相馬 ′Jヽ

"不

18c後 叉釉 高台内渦状沈線

1 平削 碗 17c後 え釉 母付のみ伊胎

1456 KS-746 11P± 4 人堀対]馬 腕 18c 疋Th

束 堅壁 切 一戸 小イ ISc lNl高台

93 Ⅱ 小野相馬 又釉 見込蛇 ノロ釉ハギ

197 皿 17c後 青緑釉 見込蛇ノロ釉ハギ

Ⅳ 上面 大堀相馬 ′!ヽ l lN

第45表 第23次調査出土陶器 4観察表
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写真図版16 第23次調査出土陶器 5(S三 1/3)

写真 遺物番弓 区 遺構・層位 生産地 器  種 製作年代
口径 底径 器 高

文 様 等 備 考
(mm) (mm)

KS-746・ 埋±4 大堀相馬 碗 掛分 灰釉、鉄釉

97 1125 KS-746・ 埋土 大堀相馬 碗 灰釉

Ⅱ 大堀相馬 碗 掛 分 灰釉、鉄釉 (片 身替 り)

I 大堀相馬 れヽITN 18c半 ヽ 白濁釉

KS-746 埋土 大堀相馬 仏飯器 灰釉飴釉流

Ⅳ 上面 産地不明 甕 か 18c― 結1毛 文 胎土黒褐色 砂を含む

33他 瀬戸美濃 輪花鉢 鉄絵紅葉文 1個体

103 115Ⅲ 他 KS-746・ 埋土 1占 I幸 壷 17c 二彩店滓 松文か 厚真37と 同一か

104 (127他 KS-746・ 埋±4 京信楽 碗 色絵章花文 緑・ 青・ 金

105 KS-681 埋土 美濃 大鉢 17c前 灰釉緑釉流 波状文

,459'他 〕 KS-746・ 埋±4 京信楽か 碗
灰 釉 筒 形 内面 と外 面 に施釉 高台 内渦 形沈

線 白色粒子

10‐ Ⅳ上面 瀬戸美濃 瓶 19c初 率求米由t4卜 1)

側 消 瀬戸 茶入 鉄釉

指 舌I 鳴 海織 部 ? 皿 誤絵

第46表 第23次調査出土陶器 5観察表
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写真図版17 第23次調査出上陶器 6(S=4/3)

｀∫■F‐●●A千  _―   _  ‐    義 .襲勝   1季4る韓‐ 、 .

イ．
軒
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ifヽ !

酢 ―計琶
421

5真 遊物番号 区 遺構 層位 生産地 器 fr 製作年代
口径 底 径 器 高

支 様 等 備    考
(mm) (mm) (min)

646 撹 乱 備 前 大甕 一削 勺外全土 薄手

Ⅳ■面 丹波 括 鉢 17c

KS-682 '里 J‐ 産地不明 香炉か 17c 岸窯カ

(S-716・ lFLり 方 備前 徳 不可 17c末 ～ 18c初 糸 目 薄 手 塗 土

KS-746 埋」i 中国 ? と か 17cか IB・ 釉 漆継ぎ

871 IIl 常滑 ? 十霊 時期不明 中型か

第47表 第23次調査出土陶器 6観察表
78
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写真図版18 第23次調査出土土師質土器2

第48表 第23次調査出土土師質土器 2観察表

(S=13)

写真
遺勃

番号
T‐
I 別 器 Fa 区 遺構・層位

口径 底 径 器高
備 考

(mm) (mm)

土師質土器 皿 KS-746 埋」i4 内外 rgJ灰色 回転糸 切

131 1632 土師質土器 灯明 lL(小 型 ) KS-746・ 埋↓ 油煙付着 回転糸切

1205 土師質土器 灯明皿 (小型 | KS-746 理 ± 8 地蝉付着  EI峡糸切

1094 土師質土 ZS 灯明皿 (小型 ) KS-746 11E± 2 睫 Iol14と 接合 油煙 INl若  回転糸切

134 土師質上器 皿 旺と面 回転糸切

1694 土師質土器 灯明皿 (小 型 ) KS-681・ 埋ニヒ 油煙付肴 回転糸切 胎土黒色

136 1736 土師器 裂 撹舌L 口縁部 平安時代 (他 に1点出土 )

写真
物

号

道

番
種  別 器  種 区 選構 層位

口 径 氏 径 器 高
備 考

(mm) (mm) (mm)

14つ 1272 亙質 十器 火 鉢 曰緑 端 部 ミガキ

第49表 第23次調査出土瓦質土器観察表
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写真図版19 第23次調査出土瓦 1(S=1/6)



写真図版20 第23次調査出土瓦 2(S=1/6)
81
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写真図版21 第23次調査出土瓦 3(S=1/6)・ 金属製品 (1/2)

が
琉 瀞

写真
物

号

遺

番 種  類 区 遺構・層位 文  様 計測値 (mm) 重量 (g) 備    考

180‐ 平瓦 1 KS-681・ 埋土 レの線刻あ り

桟瓦か 1 KS-768 埋■:

つ
る

Ｏ
Ｏ

第50表 第23次調査出土瓦 3観察表
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写真図版22 第23次調査金属製品 2・ 石製品 (S=4/2)

第51表  第23次調査出土金属製品 2観察表

写 真
物

号

淳埋
番

種  類 区 迪 lll・ 層位 法  工 (mm) 重量 (g) 備    考

201 421 占銭 lIド部 桐 ‐銭青飼貨 大正～昭和1

203 869 釘 Ⅱ 全長 (90) 二つに分即

釘 KS-686・ ナ型二L 金長 (50) 木質 ll者

1270 金具 KS-746 即+4 令 E(33) 釘六あり '卜→fに 薄t

写 真
物

号

違

番
不れ 類 遺構・層位 法  ■ (mm) 電 ri(g) 備   考

1687 水 品 ll イ也イこf度サ12)k赳子司:

第52表  第23次調査出土石製品観察表
Ｑ
υ



84
写真図版23 第23次調査出土木簡 1(S三 1/2)



写真図版24 第23次調査出土木簡 2(S=4/2)
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写真図版25 第23次調査出土木簡 3(S=1/2)
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習1lIIIIIIIIIIIIキ |||IIと与与白静,59

写真図版26 第23次調査出土木製品 1(S=4/3)

写真
物

号

遺

番
種  類 IX 遺構 層位 法  量 (mm) 重二 (g) 備 考

漆器 椀蓋 KS-746・ 埋±4 口径98 繋高25 つまみ径50 内赤色漆外黒色漆 木瓜文様

1997 漆器 椀蓋 KS-746 埋fL 口径 (103)器 高 (25)つ まみ径48 内赤色漆外黒色漆 欠損あ り

漆器 汁椀 KS-746 JTl上 4 日径 (lω)器 高 (19)底 径 (52) 内赤色漆外黒色漆 片喰文様

2350 漆 繋  希 か KS-746・ 理 引「 内外赤打漆 内面金彩支 l■ (梅  松葉 )

第53表 第23次調査出土木製品 1観察表
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写真図版27 第23次調査出土木製品 2(260～ 268:S=1/3 269～ 276:Si4/4)

写真
物

号

「巡
番

fr 類 区 遺構  f‐H位 法  11(mn) 王量 (事 ) 考

1973 漆器 飯椀 KS-746 里 し4 日径 (107)器 高 (77)底 径 (57) /Nl外 赤色漆 胆吉[稜 あ り

漆器 汁椀か KS-746 埋土 1径 25)器 高 (60)氏 径65 内外赤色漆 腰折稜あ り 大型 変形

2306 漆 器 1//F蓋 KS-746・ lLi4 にI径 16)器高 (35)FFN径 ∞ 内外赤色漆  lA折 椀用 稜あり

漆器 ‖椀 KS-746 11F土 日径 18)器 高 (40)底 径 (55 内赤色漆外緑色漆 欠損あり

2FD5 2305 漆器 飯椀 KS-74o・ IH i4 日径 7)rr高 (73)底 径 (57) 内外赤色漆

漆器 飯椀 KS-746 理 に3 高台径 (55)器 高 (18) 高台部のみ 高台内角枠内に 「万J字銘

26ク 漆器 飯椀 KS-746 1Rl± 4 高台径56 器高 (125) 高台部のみ 高台内粘 P‖ 枠に銘あり

漆器 1普 (組1板か) KS-746・ 埋ヤ4 長240 幅45 厚さ 15 〕hi茶色柿支部か 両端切 り込み

269 漆器 不明 KS-746 埋 i4 長277 1i20 厚さ7 狗材に赤色・黒色漆を塗ったものか

第54表 第23次調査出土木製品 2観察表
Ｑ
０

０
０
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写真図版28 第23次調査出土木製品 3(S=1/4)
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写真図版29 第23次調査出土木製品 4(S三 1/4)
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318

写真図版30 第23次調査出土木製品 5(S=1/4 318・ 319:S=1/3)
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写真図版31 第23次調査出土木製品 6(S=1/3)



写真図版32 第23次調査出土木製品 7(324・ 325:S=4/3 326:S=4/4 327:S=1/6)
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写真図版33 第23次調査出土木製品 8(S=1/4)

写 真
物

号

遺

番 種  類 区 遺構 層位 法  量 (mm) 童量 (g) 備 考

2266 曲 IPl 容 器 KS-746 埋土 全長Ω 幅 105 厚さ35 側板 経 じ自あ り (桜皮か )

2263 桶・樺 側板 KS-746 埋土 全長410 幅955 厚さ32 板日材  切断あり 焼面あり

2268 不 明 KS-746 埋 土 径54 厚さ26～ 57 有孔円板 中央に穴 1つ

331 桶 側板カ KS-746・ 埋上4 全長90 幅60, 厚さ13 lln 側板か 有イし突起  (FII毛 か )

332 2269 道具 柄 KS-746 埋十 全長 190 幅32 厚さ23

栓 KS-746 埋士 全長 6‐ 幅上35 幅 下23

栓 KS-746・ ナw士 金長52 幅上2S 幅下 18

櫛の側板カ KS-746・ 埋±4 全長505 幅25 厚さ 13 板材 面取 りな し

板 材 (S-746・ 埋上4 全長420 幅43 厚さ12 一面柿渋 (茶色)塗 り 釘穴 2つ  PR度品か

2277 柿材カ KS-746 埋±4 厚 さ3 樹皮 (杉か)48cm× 10 5cm

2274 柿 材 カ KS-746 ナ里上4 全長460 幅55 厚さ4 樹皮 (杉か)46cm× 5 5cm

第55表 第23次調査出土木製品 8観察表
94
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写真図版34 第23次調査出土木製品 9(S=1/4)

写真
物

号

遺

番
種  類 区 遺構・層位 法  量 (mm) 重量 (8) 備 考

1962 灯 火 具 KS-746 '里「ヒ4 令長 1必 厚さ35 陽台か 八角形 中央にはぞ穴

2343 カゴか KS-746・ 埋±4 全長95 幅28 厚さ14

2282 膳側板か KS-746・ 埋±4 全長 173 幅 12 厚さ7 阪材 柿渋塗 り (茶色)か 約20cm

桶か樽 底板 KS-746・ 埋±4 巨径 177 厚さ14 板 目材

2598 大 補 KS-746・ 埋±4 全長 (16) 幅96 厚さ30 側板 (口 縁部)内 側面取 り 側面に木釘六

2242 棒 KS-746・ 理±4 全長(135) 棒状製品 (害1材  断面三角形)表 面沈線文様 折れている

2286 クサビ KS― 解6・ 埋±4 全長188 幅40 厚さ52 釘穴2つ

2180 ヘラ状未製品 KS-746・ IHI± 4 全長 130 幅35 厚さ3 仮材 約半分欠損か 木釘穴か

2583 雑具 価 恣 -746 埋土 全長80 幅395 厚さ 14

348 補 側板 KS-746・ 埋±4 全長 160 幅92 厚さ 17 タガ痕2条

竹筒 KS-746 埋±4 全長243 幅76 厚さ6 $を 抜いている 用途不jIB

竹筒 KS-746・ 埋土 全長 153 径40 厚さ54 市を抜いている 用途不明

2239 竹 材 KS-746・ 岬 +4 令長 150 幅如  庫 さ2 面端 加 工  釘穴 2つ

第56表 第23次調査出土木製品 9観察表
95
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写真図版35 第23次調査出土鍛冶関係遺物 (S三 1/2)

写 真
物

号

Ш
Ｌ

立
合

種  類 十二 遺構・層位 法  量 (mm) 重呈 (g) 備    考

羽 口 KS-680・ 炭 1

1699 羽 口 KS-680・ 炭2 「Fさ (28)

羽 口 KS-680 炭 1 羽日j12点

355 17α ) 鉱滓 羽日 KS-680 炭2

1740 鉄 滓 KS-6駅 )・ 土坑 占
小

174/ 鍛造素‖片 li状 滓 KS-680 炭 1

SS8 1745 粒状滓 KS-680・ 炭 |

統状津 KS-680 炭3

360 1755 鉱滓・ ll状沖 KS-68()・ 1号炉

1753 鉱滓・粒状洋 KS-680・ 跛2

第57表 第23次調査出土鍛冶関係遺物観察表
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写真図版36 第23次調査出土その他 (S=1/2 365～367:SE1/1)

れlt

物

を

述

洛
lT 類 |( 迪 硝 用イナ ム ■ t il(ど ) ‖士   考

36S 12() 木 浅 KS-746 )1に 4 黙卜十サIか

2S40 和1 KS-746 押偕「|

147 とん十三に n イヒ文 夕(11‖ かんさしカ

S66 1(lt O K8-746 'I世 十i4 直径 約 4出‖ IJ空

S67 イ(υ)Hか KS-746 
“

世I:4

S6S 2597 柿I物 )と 体 (3-746 Ⅲl+4 クルミ ウ )イモrな どS4ザk

S69 2312 ‖!物 迪体 KS-746 )l!:4 トチノミ〕t皮 など7点

370 れt物 潰体 KS-746 '1+4 クルミなどS

第58表  第23次調査出土その他観察表



5。 絵 図・文献の検討

今回調査を行った造酒屋敷跡の位置や建物の配置等について時期的な変遷を明らかにするため、江戸時代の絵図

の比較を行った。

造酒屋敷跡の位置は、枢森家が務めた御用酒屋 (御酒屋)と記された絵図から巽門の西、清水門の南東に位置してい

たことが読み取れる。現在においてもその場所は、一部が近代以降の参道整備や公園整備等により改変されている

が、平場が残存している。このことから、現在の巽門と清水門の間にある平場が造酒屋敷跡の一部であるといえる。

次に建物配置であるが、絵図における建物の配置には大きく3段階の変遷を確認することができた。以下、その

概要について述べる。

I段階 寛文～元禄年間 (1661～ 17041の 『仙台藩封内神社仏閣等作事方役所修繕二属スル場所調』に描かれた段

階である (第O図③)。 この絵図が造酒屋敷 (酒蔵)の建物配置を描いた現存する最古のものであり、これ以前につ

いての建物配置等は知ることができない。方位は記されておらず、建物 3棟 と井戸 2基が描かれている。上に大き

く描かれている建物が主屋で、この建物の右側 (東か)に屋敷の入口があると推測される。次のL字形の建物には

「米樗屋ふかし屋」「煙出し」、下の建物には「御米蔵」と記されていることから、それぞれ作業場と米蔵であると推

測される。また、絵図の右側に「柾森又右衛門方御酒蔵」と記されているが、文献から寛文～元禄年間に3代当主

だつた又右衛門を指すと考えられる。

Ⅱ段階 安永年間 (1772～ 1781)の 『御修覆帳』 (以下、『御修覆帳。古』)イこ描かれた段階である (第49図④)。 I
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①『仙台城下絵図』 御酒や又五郎 寛文8,9年 (1668・ 69)第二高等學校所蔵 模写図 昭和11年 (1937)模 写

②『仙台城下絵図』 御酒屋 又右 寛文 9年 (1669)宮 城県図書館蔵

③『仙台藩封内神社仏閣等作事方役所修繕二属スル場所調』 酒蔵 寛文～元禄年間 (1661～ 17銘)宮城県図書館蔵

④『御修覆帳』 酒蔵 極森与左衛門 安永年間 (1772～ 1781)東北大学大学院工学研究科蔵

⑤『御修覆帳』 酒蔵 粧森亀之助 文化 。文政年間 (18飩～18鉤)宮城県図書館蔵

第49図 絵図からみた造酒屋敷
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の段階同様、方位は記されておらず、建物 3棟 と井戸 2基が描かれている。ただし、作業場が L字形か ら長方形の

三階建てになり、米蔵の入口が半間南にずれるなどの変化が読み取れる。また、井戸の位置も Iの段階より近接し

て描かれている。このことから建物の修復もしくは改築が行われていたことがわかる。なお、絵図には 6代当主与

左衛門の名前と享保 4年 (1719)2月 付けの付記が記されている。これは享保 4年に描かれたものが、のちに安永年

間にまとめられた『御修覆帳・古』へ綴じ直されたと推察される。享保年間の当主が与左衛門であることは文献か

らも裏付けられる。

Ⅲ段階 文化・文政年間 (1804～ 1830)の 『御修覆帳』に描かれた段階である (第49図⑤ )。 これまでの絵図とは

大きく異なり、大小 2棟の建物が通路によって結ばれてT字形とな り、1棟が離れて描かれている。屋敷入口も変化

した。規模の小さな建物 2棟には 「御蔵Jと記されている。これは屋敷地内で大規模な改築が行われたことが推察

できる。絵図の左側に亀之助の名前が記されてお り、文献から文化年間に 9代当主だった亀之助と一致する。なお、

大正時代の文献 (註 1)に 「仙台城内枢森御酒屋之図Jが所収され、その図には建物が 3棟以上描かれている。

今回の調査では、上記の変遷を考古学的に検証することが主要な目的の一つであった。今回の調査において、KS―

746井戸跡か ら出土 した 6代当主 「柾森与左衛門」銘の木rHiか ら、Ⅱ段階の以降の屋敷にかかわる遺構 と推察され

る。来年度以降も継統的な調査により全体像を解明していく必要がある。

文献の面からも造酒屋敷 (酒蔵)の存在を検討するため、柾森家および造酒屋敷に関連する文献および記事を抜

粋し、これをまとめる作業を行った。ここに掲載した第 59・ 60表はその成果の一部である。記事の大半は柾森家に代々

伝わった通称『柾森家文書』である。『ホ匪森家文書』は枢森家の子孫が所蔵していた。大正から昭和にかけて、複数

の文献 (註 2)に 紹介されており、慶長13年 (1608)に初代又右衛門 (以下、又右衛門)が仙台に招かれ、御用酒屋

に命じられてから、明治 9年 (18℃ )に酒造業を廃業するまでの記事を中心に掲載した (お もに『宮城県酒造史

別篇』より引用 )。 また、又右衛門来仙以前の仙台での酒造に関する記事と粧森家同様、又右衛門の推薦により御用

酒屋となった岩井家の記事についても掲載した。

仙台藩初代藩主で又右衛門を仙台に招いた伊達政宗から又右衛門に宛てた書状が 7通確認されている。また、今

回の調査で発見された木簡に名前が書かれている 6代当主与左衛門が寛延元年 (174)に記したとされる「柾森与

左衛門書上」では、又右衛門から自分までの歴代当主の功績を挙げている。与左衛門は享保17年 (1732)11月 から享

保18年 (1733)3月 まで奈良に滞在 して酒造法を習得 してお り、その後、次々と新 しい御膳酒を藩主に献上してい

る。8代当主市郎左衛門も奈良に赴き、酒造法を見聞する記録がみられる。このように歴代当主が奈良で当時最新の

技術を習得し、その酒造法を学んだ領内の酒屋が相次いだとみられる。一方で又右衛門の頃に藩から支給されてい

た酒造道具や酒造用の品物、紙、麻、柿渋、作業に当たる人足などは元禄年間 (1689～ 1703)頃から、支給が中止

となり、人足の定数が減 らされるようになる。さらに藩の財政難から屋敷等の修復も自費で賄わなければならなかっ

た。やがて、市中 (町)酒屋の台頭により、御用酒屋としての枢森家はやがて衰退していったと考えられる。明治

時代になって仙台城が軍用地となり、12代彗主孝蔵はこの地でなおも酒造 りを続けるが、明治 7年 (18聖 )、 大伯母

やすに譲って隠居 し、明治 9年 (1876)に やすが廃業することにより、仙台城内での酒造 りは終焉を迎える。

今後も関連資料の収集を進め、造酒屋敷の調査を行う上での参考 とし、併せて集成 していく予定である。

註 1 伊達邦宗 『伊達家史叢談 巻之五』

註 2 寺崎巻石 『藩祖以来仙蔓物産誌』

矢野顕蔵 『仙墓藩祖時代実業一斑』

鈴木省三 『仙墓物産沿革』 1925

仙墓市史編纂委員会 『仙墓市史 9

1921

1917

1914

資料編 2』  1953
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元 号 西暦 月 事  項 当 主 藩 主

慶長 10 大泉勘右衛門尉、仙台国分町にて酒造を始める。 (大 泉岳陽翁小伝 )

政 宗

慶長 1608
極森 (旧 姓雲野)又右衛門、柳生宗矩の紹介により伊達政宗に召抱えられ、城内詰御
酒御用に仰せつかる。

又右衛門慶長年間
1596～
1615

又右衛門の推薦により、岩井家が奈良より召され、御用酒屋として仙台元櫓丁で酒造
を始める。 (藩祖以来仙台物産誌)

元和元 又右衛門、政宗の命により、京都で『忍冬酒』の製造法を習得する。

寛永18 1641 又右衛門、隠居願いを出すも慰留され、藩主より酒庵の号を許される。 忠 宗

万治 2 1659 又右衛門病死、又五郎が 2代当主となる。 又五郎 綱宗

寛文 2 1662 又五郎病死、又右衛門が 3代当主となる。

又右衛門
希司赤寸

つく不日3 10 又右衛門、御膳酒の出来が良いため、藩主より時服を拝領する。

貞享 2 ll 又右衛門、御膳酒の出来が良いため、藩主より時服を拝領する。

元禄 2 7
又右衛門、日光山普請に付き、酒造に係る費用の一部を返上する。
米褐方人足、米100石 に付き238人 を170人 に、定付人足を 3人 を 2人に減らされる。

元禄 7 1694 又右衛門病死、茂市郎が 4代当主となる。 茂市郎

元禄16 1703 茂市郎病死、又五郎が 5代当主となる。
又五郎

ど
=ホ

寸

宝永 6 1709 城下御酒造御免石かやの森分も0石、岩井分250石 (渡部文書)

正徳元 又五郎病身につき隠居、与左衛門が 6代 当主となる。

与左衛門

享保 4 1719 2 藩が倹約中につき、酒蔵、米蔵等を自費にて修築する。 (御修覆帳)

ョ書不日16 l 大雨により屋敷が損壊する。 (獅山公治家記録)

享保17 1732
6

南都 (奈 良)よ り枢森家の師匠舛屋六兵衛来仙。与左衛門、藩主の命により南都流酒
造法の口伝を受ける。

11 与左衛門、南都寒造酒造法を見聞、習得するため南都に出発する。

享保18 3 与左衛門、南都酒造法を習得し帰仙、南都よりの諸白樽を藩主に献上する。

享保20 1735 3 御膳酒『勝ノ井』を藩主に献上する。

享保年間
1716か彰

1735
定付人足は一切廃し、自費で人足を調達することになる。酒蔵・居宅・酒造道具、酒
造に係る紙・麻・柿渋など一切も自費 (自 分入料)と なる。

元文 3

5 御膳酒南都流『玉ノ井』を落主に献上する。

7 御膳酒南都流『秋ノ井』、『夏井』を献上する。

御膳酒『中汲増井』、『薄濁 永井』を献上する。

11 新御膳酒『壺ノ井』を献上する。

元文 4
3 御膳酒南都流『安ノ井』、『竹本』を献上する。

与左衛門、出入司支配組抜に仰せ付かる。

元文 5 17佃 南都流『みぞれ酒』を献上する。

延享 2 17Ъ 11 与左衛門、長年に亘る勤続の功績により御足軽御小人組抜並に仰せ付かる。

む
（

延享 3 lr46 3 藩主、柾森家酒蔵を訪れる。

寛延元 17餐

藩主、『極酒』を御酒屋粧森家・岩井家に求めるが無いために、柾森家で仕込み 9月
17日 に献上する。

『柾森与左衛門書上』を記したとされる。 (仙 台市史)※ 延享 3年 (17墾)説あり

寛延 2 7ゆ 7 与左衛門隠居、与助が 7代当主となる。
与助

寛延 3 750 11 名酒『いにん酒』、『紫蘇酒』を献上する。

宝暦 2 752 与助死去、市郎左衛門が 8代当主となる。

市郎左衛門

宝暦 4 754 御膳酒『松ノ井』、『朝ノ井』、『梅ノ井』を献上する。『菊酒』を仕込む。

宝暦 8 758 『椿井』、『亀ノ井』、同年 7月 に名酒『粧酒』を献上する。

亘三ホ寸

宝暦 12 762 『千代井』、『松ノ井』、『竹ノ井』を献上する。

明和 7 藩主より『印籠酒』の製造を命じられる。

安永 4 775 市郎左衛門、自費にて南都に赴き、酒造法について見聞する。

天明 3 783 南都流諸白酒二品を献上し、藩主より晒布一疋を拝領する。

寛政元 1789 市郎左衛門、酒蔵や酒造道具の修復・修繕費用の求めに対し、藩が20両のみしか給付
しなかったことや自費による負担増などの窮状について願いを出す。

享禾日2 市郎左衛門死去、亀之助が 9代当主となる。 亀之助 周宗

ヴて化10 亀之助死去、惣吉が10代 当主となる。
惣 吉

斉宗

文政13 1830 11 惣吉、勘定所あてに、引き続き市中払い出店 2軒の無役御免を求める願いを出す。 斉邦

安政 4 1857 11 南都、伊丹の酒造法を極森家に入門した門弟に指導する。 不 明 慶邦

年代不明 叉右衛門が11代 当主となる。 又右衛門 不 明

年代不明 孝蔵が12代 当主 となる。
孝蔵

慶邦

明治 4 孝蔵、清酒75石 の酒造願いを県庁に提出する。 (宮城県酒造史)

明治 7 1874 孝蔵、酒造業を大伯母やすに譲り、隠居する。 (藩祖以来仙台物産誌)

や す
明治 9 1876 やす、酒造業を廃業する。 (落祖以来仙台物産誌)

第59表 枢森家関連年表
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年 月 日 文 書 名 宛  先 差 出 入 造 酒 屋 敷 関 係 部 分 所 蔵 者

慶長12年

または

慶長15年

(1607)

(1610)

茂庭石見守綱元
宛書状

茂庭綱元 伊達政宗
かの屋しきに此度のさけつくり、必々可指置候、
手前之ざうさにてくらをもつくらせ、たうぐま
てざうさを入、こしらへ候間

登米市歴史博
物館
(亘理家文書)

元和2年

(1616)
11

諸白屋又五郎
枢森又右衛門宛
黒印状

柾森又右衛門
(初代)

伊達政宗
壱人分 一月二御しゆ壱斗五升つ 御ゝわたし候
へく候けんわ二ねん 正月一日 (黒 印)

御つかひ九郎さへもん 又五郎殿参る

元和2年

(1616)
1014

諸白屋又五郎
柾森又右衛門宛
黒印状

極森又右衛門
(初代)

伊達政宗

酒壱斗五升つ 、ゝ毎月、宮内因幡所へ可相渡候、
但、喝喰丸つかい用也、獨如件、
元和三年 十月十四日 (黒 印)

もろはく屋又五郎

元和5年

(1619)

諸白屋又五郎
極森又右衛門宛
黒印状

柾森又右衛門
(初代)

伊達政宗

上之丸之御酒、壱月付は、壱斗五升つ 御ゝ上候
へく候、
元和五年 三月九日 (黒印)

御使文右衛門 もろ白や又五郎殿

穂⑭
諸白屋又五郎
柾森又右衛門宛
黒印状

粧森又右衛門
(初代)

伊達政宗

月なみのうけとり御しゅ
一みかわ様御やしきへ、一月二仁斗四升つ ゝ

一ゑちせん様御やしきへ、一月二仁斗五升つ 、ゝ
一ゑもん様御やしきへ、一月二仁斗四升つ 、ゝ
一御かつしき様御や しきへ、一月二仁斗四升
つ 、ゝ
このとをりあひわたし候へく候、
元和九年 二月七日 (黒印)

又五郎

寛永牛
(1627)

粧森又右衛門宛
黒印状

極森又右衛門
(初代)

伊達政宗

おきんつほねへ亦々もろはく一 日二壱斗五升
つ 相ゝわたすへく候、た ゝし、七月甘一日より
のつもりにわたすへき也、以上、
寛永四年 八月甘一日 (黒印)

かやのもり又ゑもん

寛永4年
(1627)

1215 粧森又右衛門宛
黒印状

極森又右衛門
(初代)

伊達政宗

せんきく様へ月なみの御しゅ、一月に壱斗五升
つ 、ゝむらかみ正すけへ相わたすべき也、以上、
寛永四年 極月十五日 (黒印)

かやのもり又ゑもん

寛永10年

(1633)
616 枢森又右衛門宛

黒印状
枢森又右衛門

(初代)
伊達政宗

酒三升、治部大輔奥方へ毎月可遣候、但、柴田
勝兵衛・住瀬所左衛門二可相渡者也、lL如件、
寛永十年 六月十六日 (黒印)

御酒屋 又右衛門

寛文～

元禄年間
(1661^ツ

17飩)

仙台藩封内神社
仏閣等作事方役
所修繕二属スル
場所調

一 御酒屋粧森又右衛門 宮城県図書館

享保16年

(1731)
2/3条 獅山公治家記録

去年二十九日ヨリ翌朔日子刻二至マテ大雨、粧
森与左衛門・勘定所東方ノ塁崩ル

仙台市博物館

寛保元年
(17個 )

1月 勤功書 千田理兵衛
御本丸下御酒屋方破損共二道匠 コ所々御繕共
二拙者儀

仙台市博物館

寛延元年
(1743)

枢森 典左衛 門書
上

粧森興左衛門

寛延4年
(1751)

御城中御締等之
吉Б

千葉名太夫
一、(粧森与左衛門)同 人居宅江 同壱人
右ハ枢森与左衛門居宅江相入申候、与左衛門家
内共二居懸二御座候事

⑪斎藤報恩会

安永年間
(1772～
1782)

御修覆帳 極森与左衛門
東北大学大学院
工学研究科

文化・

文政年間
(18M～
1830)

御修覆帳 十二 御酒屋極森亀之助 宮城県図書館

文化～
天保年間
(1800イ t
前半)

御給仕心得之事 御本丸井柾森上之雉子御鳥屋 働斎藤報恩会

安政2年～

(1855-▼ )
初鏡心之手綱

一、御酒蔵壱軒 是ハ巽御門と申所二有之事、
『川内ヱツニ有、此御門江続キニテ西也』巽ノ御
門 追廻ヨリ御米蔵之方江入口也、附、右御江
続き西之方ハ御酒屋粧森辰吉と云組抜居所也、

仙台市博物館

第60表 造酒屋敷関連資料一覧
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6。 まとめ

第23次調査では、以下①～⑦の成果が得られた。

① l区の中央部では、第 2遺構面からKS-746井戸跡を検出した。井戸跡の埋土から18世紀代のものを中心とする

陶磁器、土師質・瓦質土器、煙管、古銭、砥石などのほか、木簡をはじめ漆器椀、下駄、箸、樽や桶の部材、栓、井戸支柱材

などの木製品が多数出土した。出土した木簡のうち、枢森家 6代当主「枢森与左衛門」と記されたものが 3点確認され

た。また、年貢米の荷札木簡が出土しており、この場所に酒造りで使われる大量の米が藩から支給されていたためで

あると考えられる。ほかに米俵や樽、桶の部材、栓など酒造りにかかわる可能性のある遺物も多数出土した。厚みのあ

る大型の桶の部材は酒造りの仕込み貯蔵などに使われた大桶の可能性が考えられる。また、さまざまな形をした木製

の栓も、ほかの遺跡に比べて数多くみつかり、多くの木製容器が使われていたことが推測される。陶器では、17世紀代

の厚手の備前大甕の破片が16点出土した。貯蔵用のもので、酒などを入れていた可能性が考えられる。

これらの出土遺物から、調査地が「柾森家の造酒屋敷」の一角であることが裏付けられたと考えられる。

② l区西部では、第 2遺構面からKS-768カ マ ド跡を検出した。平面形は横板で囲まれた部分が方形で、北側に加

工された方形の石材の列が接続する形状の遺構である。検出当初は用途が不明で木製枡として扱つたが、その後、

酒造にかかわる遺跡や遺構の検討を行い、酒造用と考えられるカマ ドとして報告されている伊丹郷町第164次・175次

調査 (兵庫県伊丹市)と玉造小学校内の調査 (大阪府大阪市)で検出された遺構に類似していることがわかった。

カマ ドの構造については松尾信裕氏の論文 (註 1)で、「大小二つの電が並び、さらに焚き口の前に作業場がつくら

れた。 (中 略)竃の底には石で組んだ溝が作られ、灰や炭を掻き出す箇所と考えられる。作業場は1.lm× 1.8m以上

の長方形で、焚き日以外の壁は石垣が積まれていた。(中 略)作業場の床には灰や炭が厚さ3cm程たまっており、竃

の中から掻き出したものと考えられる。 (一部要約)」 と述べている。KS 768は上記の論文によると、北側の石列が

カマ ドにあたり、横板に囲まれた部分が作業場にあたると推測される。

カマ ドは1つ と考えられ、上部が削平されたためにカマ ド本体は失われ、底部の石組溝にあたる石のみを検出した

ことになる。なお、2連の可能性もあるため、遺構の精査を行ったが東側ではカマ ドの痕跡は確認されなかった。

作業場については石垣ではなく、横板で囲まれていたと考えられる。規模や形は、玉造小学校の調査で検出され

たものが1.lm× 1.8m以上の長方形であるのに対し、KS-768では1.15m× 2,8mの長方形で類似しているといえる。

Ⅳ 18世紀後半～19世紀初頭

(第 164・ 175次)

（
υ

第50図 伊丹郷町第164・ 175次 調査検出カマ ド遠構平面図 第51図 玉造小学校内調査かまど遺構平面図 (1/50)



なお、作業場と考えられる箇所の上面に 3～ 4 cmの炭の堆積がみられることから、カマ ドから掻き出した炭と考

えられる。ここからは桟瓦や瀬戸美濃染付端反碗が出土した。

構築時期については伊丹郷町のカマ ドが18世紀後半から19世紀初頭、玉造小学校のかまどが18世紀中ごろと考え

られている。KS-768は検出面が第2遺構面とする近世の遺構面であり、遺構の南側にみられる段差よリー段低い位

置で検出されていることから19世紀代の遺構の可能性が考えられ、2つの遺構と構築年代が近い。

類似する遺構は近畿地方の事例であるが、造酒屋敷で酒造 りを行った初代粧森又右衛門は大和国 (現在の奈良県 )

出身であり、江戸時代初頭に「南都諸白Jと して酒造 りが盛んであった南都 (奈良)流の酒造法を用いていた。文

献によると、その後も歴代当主が最新の技術を習得するために奈良へ赴いていることから、上方 (お もに大阪・京

都とその周辺地域)の酒造技術を取 り入れていたと考えられる。カマ ドの構造が類似する点もこのような背景にあ

ると推察される。

以上の点からKS-768はカマ ド跡と考えられる。造酒屋敷内での酒造にかかわる遺構が検出されたことか らも、こ

の地で酒造 りが行われていたことが明らかになった。

また、仙台藩が江戸時代の初めから、当時の先進地である上方の酒造技術を東北地方に導入した点は評価される。

③ l区の第 2遺構面からは、造酒屋敷の建物に伴うと考えられる礎石跡や集石、石列、柱穴などを検出した。そ

れぞれ位置関係などを検討したが、明瞭に建物配置と考えられる遺構間の組み合わせがみられず、今後の更なる検

討が必要とされる。また、屋敷内の排水施設と考えられる石組溝、溝跡、木樋なども検出した。遺構の切り合いも

みられ、作り替えによるものと考えられる。KS-695。 696・ 722・ 751・ 759溝跡は上端幅や方向、溝内に砂が堆積してい

る検出状況から、KS-705木樋が作られる以前の木樋の可能性が考えられる。KS-799井戸跡はKS-681池状遺構西壁下

部で検出されており、第 2遺構面より古い遺構面が存在すると考えられる。

④ l区南東部では、第 1遺構面からKS-680鍛冶工房跡を検出した。平面形は台形を呈し、規模は東西4m以上、

南北4mで ある。南半部で炉跡 2基を検出した。炉跡の周辺を中心に床面上には炭層が分布している。炭層はサン

プルを採取して水洗作業を行い、炭の中から鍛造剥片、鉄滓、鉱津、粒状滓などを検出した。また、羽口も出土し

ており、これらの遺物などからこの場所で鍛冶作業が行われた工房があったと推測される。工房に伴うと考えられ

る掘立柱建物跡も検出した。鍛冶工房の存続時期は柾森家が城内から市内に移住した明治10年 (1877)頃 、下限は

招魂社 (現宮城県護国神社)の参道整備が行われた明治30年代後半頃と考えられる。

⑤ 2区の調査では、KS-687石組溝を検出した。清水門に近い位置で検出していることから、造酒屋敷北側の屋敷

境となる石組溝である可能性が考えられる。

⑥ 3区の調査では、KS-800石組溝、KS-801暗渠状遺構を検出した。ともに造酒屋敷に伴う排水施設と考えられる。

⑦ 遺物としては、近世の遺構面である第 2遺構面から陶磁器、土師質・瓦質土器、瓦、煙管、古銭、砥石、木簡、

漆器椀、下駄、箸、樽や桶の部材、栓、井戸支柱材などが出土した。近代の遺構面である第1遺構面からは陶磁器、

羽口、瓦、レンガ、ガラス瓶、金属製品、鍛造剥片、鉄淳、鉱津、粒状滓などが出土した。

註 1 松尾信裕 「玉造小学校内で発見された酒造遺構」 大阪市文化財協会編『葦火』9号 1鋸7
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V。 第24次調査

1.調 査 目的及 び調 査経過

第%次調査は、大広間跡虎の間西側、広縁部中央の礎石跡を調査指導

委員会の指導により、遺構確認を目的として平成21年 (2009)12月 14日

から12月 15日 まで実施した。調査面積は、青葉山公園として管理されて

いる仙台市有地内の2.25111である。

調査区の設定や調査前の現況写真撮影の後、12月 14日 か ら人力による

遺構面の検出作業を開始 した。掘削は表土 I層 を除去後、明治以降のブ

ロック土 Ha層 を除去 した。掘削の過程では第20次調査区とともに、第 1

次調査区の埋め戻し土を確認した。灰色の硬 くしまったⅡb層 を確認後に除去し、調査区中央に不整形で横長の遺構

を検出した。その周囲には大広間建築前に敷いた整地土Ⅲ層が一面にみられたことから、この遺構が第20次調査で

一部のみ検出したKS-531礎石跡であることを確認した。調査では、KS-531礎石跡の遺構全体を検出した。遺物は、

磁器、瓦が出土 した。その後、調査区の埋め戻し等の作業を終え、12月 15日 に調査箇所を原状に復した。

平成22年 3月 12日 に第斃回仙台城跡調査指導委員会を開催 し、調査成果の最終的な確認を行った上で、本報告書

を刊行するに至った。

2.基本層序

基本層は、 I層 (現表土)、 Ⅱ層 (近代以降の整地層)、 Ⅲ層 (近世の整地層)に大別される。Ⅱ層は 2層 に細分

した。Ⅱa層 はにぶい黄褐色粘質土、工b層 はにぶい黄褐色砂質シル ト主体である。Ⅲ層は黄褐色粘土質シル ト主体

で、礎石跡の検出面である。

第52図 調査前状況 (西から)

第53図  第24次調査区位置図 (1/400)



3.検 出遺構 と出土遺物

・KS-531礎石跡 今回の調査で確認した礎石跡はKS-531の 1基で礎石が無く、礎石抜取り穴のみを検出した。抜取

り穴の検出面はⅢ層上面である。平面形は不整円形で一部木の根により切られている。規模は東西85cm、 南北50cm

である。根固め石と掘り方は確認されなかった。出土遺物は近現代の磁器 2点、平瓦14点、丸瓦 3点、鳥伏間 (巴

文)1点で、いずれもⅡ層および撹乱から出土した。

A'

トー116500

第54図 第24次調査遺構平面図 (1/30) 第55図 第24次調査北壁断面図 (1/30)

第56図 調査区全景 (北から)

4.ま とめ

今回の調査では、第20次調査で一部しか検出されなかったKS-531礎石跡の遺構全体を確認することができた。ま

た、これまで大広間跡の調査で検討材料としてきた『御本丸大広間地絵図』(斎藤報恩会蔵)に描かれている広縁部

西辺の柱位置に礎石があつたことが検証された。

引
年
十

Ａ
引

構
号

遺
番 進構 周位

土 色
土質 備 考

土色配 土色

基本層

I 10YR44 褐 色 砂質 シル ト 制かな木根を多く含む

10YR7/2 にぶい黄褐色 粘質土 径8cm内 のブロックとな り、径5cm角 の円礫を少星含む 10YR3/31を 褐色粘質土ブロックを少量含む

10YR5/3 にぶい黄褐色 砂質 ンル ト 曽褐色シル トを粒状に僅かに含む

Ⅲ 10YR5る 黄褐色 粘土質 シル ト ЮYR饂明黄褐色粘土質 シル トを全体に密に含む 径5cm内 の円礫をまば らに含む

KS 531 埋 土 〕 10YR珈3 褐色 ンリレト 微細な黄褐色粘土質ンル トプロックを全体に含む 一部に径的‖内の明黄褐色粘土質 ンル トブロックを含む

第61表 第24次調査土層注記表

第57図  KS-531礎石跡検出状況 (北から)



Ⅵ。第25次調査

1.調 査 の経緯

第25次調査として広瀬川護岸石垣 (大橋南側)の石垣測量

を実施した。これまで広瀬川護岸石垣の調査は平成15年度の

第 9次調査、平成16年度の第11次調査、平成17年度の第14次

調査と 3年次にわたって測量を実施している。今回の調査範

囲は現存する護岸石垣で最も南側に位置する面である。

平成21年 12月 16日 から12月 17日 にかけて石垣の除草作業を

行った。狽1量はレーザーを用い、平成22年 1月 7日 に基準点

設置、測量とオルソ画像用の写真撮影を実施 した。レーザー

は、地上からのみ照射 した。なお、第14次調査で実施した広瀬川護岸石垣 (大橋北側・南側 )、 中門北側石垣の狽1量

図についても、本報告書にて掲載した。

第58図 広瀬川護岸石垣(大橋南側)全景(南東から)

2.測 量結 果 の概 要

広瀬川護岸石垣 (大橋南側 )

今回の測量は第14次調査で測量した範囲の南側64m分 を測量

した。

・天端の長さ :約守 m、 下端の長さ :約64m、 石垣の高さ (天

端残存部):約 1.5～ 3m

・石垣南端部から北側に約10m付近までは石垣の天端部分が失

われており、南端部では下端に 1石ずつしか残存していない。

江戸時代の絵図によると広瀬川の河道は現在よりも西側にあ

り、護岸石垣も河道に沿う形で青葉山山麓まで描かれている。

絵図によって表現等の違いがみられるが、石垣はやがて河道の

変化に伴い、山麓側の石垣が取 り外され、現在のような形に

なったのは明治以降と考えられる。

・測量地点の石垣は自然石を使った野面積みで、勾配は82～ 85

度である。比較的大型の石材を横置きに積んでいる。石垣の間

には詰石がみられるが、石垣前面にある石は近年になって詰め

られたものと考えられる。酪m付近か ら北端部までの約 6m分

は切石を使った落 とし積みによる積み直 しを行った箇所であ

る。石垣の北側に「仙台電気工業株式会社」が大正 8年 (1919)

から大正10年 (1921)の 間に建設したと推定される発電用水路

の取水口が設けられている。護岸石垣が施設建設のため、約30

mにわたって石垣が取 り外されたと考えられる。

・横断図をみると、20～徊m付近が直線的であり、石垣が少し

ずつ角度を変え、弧を描 く積み方から石垣の構築時期が江戸時

代前期に遡る可能性が考えられる。

0                               200m

第59図  第25次調査位置図 (1/5000)
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第60図 第25次調査 広瀬川護岸石垣立面図・横縦断図 S=1/200
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測量地点全景 (北東から)

測量地点全景 (南東から) 測量地点北端部 (東から)

＼ ヽ       ‐イ

野面積み・落とし積み (東から) 野面積み (東から)

広瀬川護岸石垣南端部 (南東から) レーザー測量風景 (南東から)

写真図版36 第25次調査
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総括

本年度は仙台城跡遺構確認調査の第 2期 5ヵ 年計画の 4年 目であり、造酒屋敷跡の遺構確認調査 (第23次 )、 本丸

大広間跡西部の遺構確認調査 (第%次 )、 広瀬川護岸石壁の石垣測量調査 (第25次)を行った。

第23次調査は、造酒屋敷跡 (1～ 4区)に関連する遺構の確認を目的として実施 した。今回の調査区は屋敷の主

屋部分にあたる場所である。1区 中央部では、第 2遺構面か らKS-746井戸跡を検出した。井戸跡の埋土か ら18世紀

代のものを中心 とする陶磁器などのほか、木簡をはじめとする木製品が多数出上 した。出土した木簡のうち、枢森

家 6代当主 「枢森与左衛門Jと記されたものが 3点確認された。そのほかに酒造 りにかかわると考えられる樽や桶

の部材、栓な ども出土 した。これ らの出土遺物から、調査地が 「枢森家の造酒屋敷」の一角であることが裏付けら

れたと考え られる。

1区西部では、第 2遺構面からKS 768カマ ド跡を検出した。カマ ドは 1つ と考えられ、上部が削平されたために

カマ ド本体は失われ、底部の石組溝にあたる石と作業場にあたる横板に囲まれた部分を検出した。造酒屋敷内での

酒造にかかわる遺構が検出されたことか らも、この地で酒造 りが行われていたことが明らかになった。

1区南東部では、第 1遺構面から2基の炉跡を伴うKS-680鍛 冶工房跡を検出した。炉跡の周辺を中心に床面上に

は炭層が分布 し、炭の中か ら鍛造剥片、鉄滓、鉱滓、粒状滓などを採取 した。また、羽口も出土 してお り、これ ら

の遺物などか ら造酒屋敷廃絶後にこの地で鍛冶作業が行われた工房があったと推測される。

造酒屋敷の建物に伴うと考えられる礎石跡や集石、石列、柱穴などを検出した。それぞれ位置関係などを検討し

たが、明瞭に建物配置と考えられる遺構間の組み合わせがみ られず、主屋をはじめとする建物の規模や配置につい

ては今後の検討課題である。

第斃次調査は、大広間跡虎の間西側、広縁部中央の遺構の確認を目的として実施 した。KS-531礎石跡の遺構全体

を確認することができた。大広間跡の調査は昨年度の第20次調査で一応の終了となったが、今後 も必要に応 じて補

足調査等を行 っていく予定である。

第25次調査は、広瀬川護岸石垣で石垣測量調査を実施 した。大橋の南側か ら追廻にかけて石垣が残されてお り、

その観察によって広瀬川護岸における石積み技法の変遷を解明し得ると考えられる。今後も、石垣の現状の記録化

を進めていくことが必要である。

つ
０
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仙台城本丸大広間跡調査成果の総括

I。 これ まで の調 査成 果

仙台城本丸大広間跡の調査は、平成 9年度より始められた青棄山公園整備事業の一環として行われた石垣修復に

伴う調査の後、平成13年度か らの国庫補助事業による仙台城跡の遺構確認調査 として始められた。平成15年度には、

国の史跡指定を受け、城跡の保存管理及び整備を目的とした調査に切 り替わった。以来、大広間跡の調査は、小規

模なものを含めて 9年次にわた り実施された。以下は、大広間跡調査成果の概要である。なお、文中の部屋名称は

『御本丸大広間地絵図』 (ω斎藤報恩会蔵、以下『地絵図』と略する)に描かれたものを使う。

第 1次調査 (平成13年度 )

初めて、大広間建物跡東辺ライン、礎石跡 (13基 )確認。 くらすみの間か ら裏上段の間、檜の間から紅葉の間

の一部調査。

第 5次調査 (平成14年度 )

建物跡西辺、北辺ライン、礎石跡31基検出 (首実検の間と建物北東角郡 )。

第 7次調査 (平成15年度 )

西辺部より御成門跡付近、南東部 (裏上段の間・鶴の間の一部)の調査。建物跡を検討し、柱間寸法が 6尺 5

寸であることが明らかとなる。また、御成門跡の位置や車寄せに至る石敷き遺構の検出。

第10次調査 (平成16年度 )

引き続き、西辺部より御成門跡付近と石敷き遺構の調査。大広間跡西側の塀跡 (区画施設)の調査。

第12次調査 (平成17年度 )

大広間跡北辺部の調査。雨落ち溝跡に改修を確認。大広間跡の北側で、より古い礎石立建物跡を検出。 これま

での調査の層位を検討整理し、5時期の変遷が明らかになる。

I期 :基盤層 (V層 )上に形成された遺構の時期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

V期

Ⅲ f層上の遺構を想定 した時期 (礫の集中や瓦が出土、遺構未確認 )

古い雨落ち溝跡が形成された時期

Ⅲ a層 (12次調査)上面に遺構が形成された時期 (改修後の雨落ち濤跡等 )

大広間廃絶以降の時期

第15次調査 (平成18年度 )

大広間跡北東角部及び南東角部の調査。これにより、建物跡角の礎石跡と雨落ち溝跡の角をそれぞれ確認でき

た。第12次調査例に類似する大広間に先行する礎石を検出。また、大広間跡の内外より近世以前の溝跡や焼土遺

構などの遺構群を発見。

第17次調査 (平成19年度 )

大広間跡北半部の調査。 これにより、上段の間から孔雀の間、そ して、檜の間の一部を検出。

第20次調査 (平成20年度 )

大広間跡南半部の調査。これにより、奥向きの裏上段の間か ら鶴の間・鷹の間、そ して、虎の間を検出した。

調査のできない鹿の間を除き、ほぼ全容を調査 した。今回、床束や縁束の礎石跡を多数検出でき、また、大広間

に先行する下層の建物跡の礎石1基を確認。

第24次調査 (平成21年度 )

大広間跡虎の間の西側広縁中央の礎石跡の調査。調査指導委員会の指導により追加調査を実施。
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大広間建物は、『地絵図』で名前の付いた部屋を14部屋知られているが、このうち13部屋についての調査ができた。

南西部に位置する鹿の間付近が市有地外にあり、未調査―となっている。なお、本丸大広間跡をはじめ―、史跡仙台城

跡では、保存を前提とする調査であることから遺構の掘り込みは必要最小限度に留め、保存・整備の措置として、

調1査後は砂を入|れて埋め戻しを行っている。

Ⅱ,大広間建物跡の特徴

仙台城本丸大広間は明治初年に取り壊され、その際礎石の多くも抜き取られ兵舎建設などに転用されといわれて

いる。さらに昭忠碑や招魂社の建立、宮城県護国神社建設、青葉山公園造成、各種埋設管やケー
ー
ブルの設置などの

影響を受けている。そのため、礎右が失われさらに礎右跡も残らないなど、残存状況の悪い箇所が少なくなかった。

このため間仕切りを示した絵図の1必要性が強く感じられていたので、『地絵図』は調査の際に有効な資料であったと

本丸大広聞建物は、長方形の母屋に曲屋を付属させたもので、北側には申門―廊に相当する「首実検ノ間」、南側に

色代に相当する「鹿ノ問Jがある。西の妻側に車寄せを備え、北側が表となる.典型的な江戸初期の御殿建築である。

大広間を描いた『地絵1図』をみると、表側に「上々段ノ間」。「上段ノ1間」。「孔雀ノ間」・「檜ノFHl」 を配し、さらに

L字に曲がつて「虎ノ間」。「鹿ノ間」へと続く。南の奥向きには、「御裏上段ノ間」,「鶴ノ間」・「鷹ノ間」を配し、

両者の中間に小規模な「タラスミノ間」。「柳ノ間」。「美蓉ノ間」を介在させている。この部屋割りの特徴は、調査

成果から得られた礎石跡の配置と良く一致している。大広聞1建物の1建築学的な研究については、小倉強氏、佐藤巧

,
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氏 らの論考があるが (註 1)、 詳細な寸法 と建具の記入などがあり、誤記が一部にあるものの正確性の高い資料として

『地絵図』を評価されてお り、対照資料 として扱われている。ここでも、有効 とされるこの『地絵図』を参考に、調

査成果で得 られた具体的な特徴について述べていくことにしたい。

註 1 小倉強 :『仙台城の建築』 (1930)

佐藤巧 :『近世武士住宅』 (1979)『仙台城の建築と姿絵図』 (1鋸 1)

(1)上屋の特徴

1)建築様式   板葺入母屋造礎石建建物 (桃山様式の御殿建築 )

2)方  位   約N-79° ―W(大 広間建物の主軸方向)

3)規  模   東西33.5m、 南北26.3m(第7次調査データより)面積 約1034∬ (推定)

<記録> 縦 (南北)十七間半、横 (東西)十三間半

4)柱間寸法

(『伊達家治家記録』慶長15年 (1610)の 条 )

6尺 5寸 (約 197cm)

7次調査で礎石跡を検討 し、調査指導委員の西和夫氏により6尺 5寸のメッシュ透過シー トを用

い、遺構平面図と合わせることで柱間寸法を検証 した。メッシュの交点 と礎石跡が多くの部分で

一致 してお り、6尺 5寸が大広間の柱間寸法の基準となっていることが確認された。その後の調査

でも矛盾はなく当てはまる。

5)座敷各部屋の規模・特徴

<上段の間>

主室となる上段の間は建物北東部に位置し、規模は東西 4間半 (北辺は 2間半 2つ割 第 3図①)と 2間、南辺

は 2間 2つ割と2間半通し 〔第 3図②〕、南北 4間 (床の間のある東辺では 3間 2つ割 〔第 3図③〕と 1間である。

この部屋は上段 。下段に三分され、上段は格式の高い折れ上段であることが知られている。調査でも部屋中央部で

柱筋が約半間ずれる箇所があり、それに対応する礎石跡が 1基検出された。東辺の床の間 (絵図には「タン」と表

記)中央では、東柱の可能性のある礎石跡に接して礎石 1石が連結するように検出されている。類例には、丹波篠

山城跡の大書院跡床の間中央床下にも、礎石跡の可能性のある穴がみられる。後述する裏上段の間の床の間中央床

下では、東柱とみられる礎石跡が認められる。西辺や中央床部の礎石跡は、近代以降の公園整備等で削平をうけて

いるためか、検出できなかった。東側の違棚に対応する位置でも礎石跡は検出されていない。

<上々段の間>

上々段の間は上段の間の北側に位置している。規模は、礎石跡が西辺 2基のみの検出にとどまったことからはっ

きりしないが、『地絵図』では東西 2間、南北 1間半の規模である。北側に付書院、東側に違棚が設けられている

が、これらに対応する礎石跡は検出されていない。

<孔雀の間>

孔雀の間は上段の間の西側に、芙蓉の間の北側に位置している。礎石跡は、後世の公園整備等で削平をうけ、非

常に残りが悪い。南辺では東西 4間分検出できたが、南辺 。北辺では両端角の礎石跡を検出するに留まった。しか

し、両端の礎石跡位置から南北 4間であることが推定できる。部屋中央部では、東柱にあたる礎石跡は検出できな

かったが、西辺では根固め石のない東石の可能性のある礎石が 1石検出された。ただし、報告書 (第 17次調査)で

は、石の上面が傾き、原位置を保つていないと指摘されている。

<檜の間>

檜の間は、孔雀の間の西側、寅の間の北側に位置している。四辺とも揃った形で礎石跡を検出できず、各辺とも

3基ずつの礎石跡の検出に留まった。しかし、検出できた四隅の礎石跡等と『地絵図』から、規模は東西4間、南
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北 4間 と推定できる。この部屋も中央部では、削平を受けて、東柱の礎石跡は検出できなかった。なお、前述 した

ように孔雀の間との境 (東辺)の柱筋で、礎石が 1石検出されている。

<紅棄の間>

紅棄の間は大広間西側で檜の間の西に位置し、玄関 (車寄せ)か ら入る最初の部屋である。規模は、東西 2間、

南北 4間である。北辺の首実検の間の境で礎石が 2石検出されている。また、東柱にあたる礎石跡も、中央の 1基

が不明だが、4基検出されている。東辺・西辺では未調査部があり、それぞれ 2基分の特徴がつかめない。この部屋

から首実検の間にかけてが、尾根筋に近く標高の高い、比較的遺構面の残 りが良い箇所であった。

<首実検の間>

紅葉の間の北側に位置し、中門廊に相当する曲屋となる部屋である。規模は、東西 2間、南北 3間半である。西

辺は、3間半を 2つ割 (第 3図⑥)に している。残存状況の良い西辺と紅葉の間との境である南辺で、礎石が計 4石

検出された。北辺 。東辺では、境乱濤や未調査部分があり、特徴をつかめなかった。なお、東辺側で南東角の礎石

跡が検出されたほか、柱筋にのらない礎石跡が 1基検出されている。逆に、中央部の東柱に相当する礎石囲は、未

調査部に位置し検出されていない。この部屋は『地絵図』に「鏡板」と表記され、板の間であつたことが分かる。
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第 2図 大広間跡遺構平面図と『御本丸大広間地絵図』の合成図 (1/300)
つ
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<虎の間>

虎の間は前述 した檜の間の南側に位置 し、大広間建物内で最も広い部屋である。第20次調査で東辺側の礎石跡

(7基 6間分)がすべて確認できたことから、東西 4間、南北 6間の規模になることが明らかとなった。さらに、礎

石跡は西辺で 4基 (3間分 )、 北辺 3基確認できた。部屋内部は上部が削平や撹乱を受け、東柱の礎石跡を検出する

ことができなかった。なお、部屋の南西部は市有地外であることから調査が行えず、南辺部を確認することができ

なかった。

<鹿の間>

鹿の間は虎の間の南側に位置し、色代部に相当する曲屋となる部屋であり、南側に続 く建物の出入 り回の機能も

兼ねている。この部屋は全体が市有地外にあり、調査を行うことができなかった。『地絵図』よると、東西 4間、南

北 5間の規模である。今後、機会があれば調査が必要である。

<く らすみの間>

くらすみの間 (「御帳台」ともいわれる)は、上段の間の南側、裏上段の間の北側に位置している。ちょうど、東

西方向の母屋中央部に 3部屋 (他は柳・美蓉の各部屋)力 東ゞ西に連なるが、その東端の部屋である。規模は、東西

3間半、南北 2間である。東西の柱列は、北辺側では 2間半の通し部分があるが、そこには東柱礎石跡は検出でき

なかった。南辺側 (裏上段の床の間あり)では 1間半の 2つ割の箇所が認められる。部屋中央では、上部を削平さ
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第 3図 大広間跡遺構平面図 (1/300)



れたためか東柱に相当する礎石跡は検出されなかった。

<柳の間>

柳の間は、くらすみの間の西側、上段の間と鶴の間の中間に位置している。規模は東西 1間、南北 2間で、それ

ぞれ東西辺が各 2基、南北辺が各 3基あり、すべての礎石跡が検出できた。

<美蓉の間>

芙蓉の間は、柳の間の西側、孔雀の間と鷹の間の中間に位置 している。規模は、東西 4間、南北 2間で、四辺す

べての礎石跡を検出することができた。内訳は、東辺 。西辺各 5基 (4間 分 )、 南辺・北辺各 3基 (2問 分)であ

る。 しかし、ここでも部屋中央で束柱にあたるような礎石跡 (3基分)は削平されてお り、検出できなかった。

<裏上段の間>

大広間南半部は奥向きとして扱われ、東西に連なる裏上段の間・鶴の間・鷹の間の 3部屋で構成される。このう

ち、裏上段の間は建物南東角にあ り、くらすみの間の南側、鶴の間の東側に位置 している。規模は、東西 2間半、

南北 3間である。東西の柱列は、北辺に礎石跡 4基、南辺に 3基であるが、北辺側が 1間半を 2つ割 (第 3図④ )、

南辺側は 2間半 2つ割 (第 3図⑤)に している箇所が認められる。北辺には床の間を、東辺には附書院をそれぞれ

設けている。北辺床の間中央床下に東柱 とみられる礎石跡がある。東柱にあたる礎石跡 (抜取 り穴)は、柱間が 6

尺 5寸等間隔に検出されたが、床の一段高くなる東側上段部では東西が約 5尺間隔となっている。なお、樹木があ

る未調査部分に 1基礎石跡が予想される。

・柱間寸法は、6尺 5寸 (約 197cm)を基準にしている。

・掘 り方や抜取 り穴のプラン内で、切のよい数値を採用し柱間寸法とした。

・上段ノ間、裏上段ノ間、首実験 ノ間は、柱間が等間隔にならない。

・間数は長さではなく、柱間の数を示す。 ( )内は尺寸で記述。

・裏上段ノ間南側の広縁部にも 3間二つ割 りがあるとした各部屋の長さ。 (第 3図⑦ )

第 1表 大広間座敷部各部屋規模一覧 (発掘調査成果による)

部 屋 名
東 西 南

備 考

調 査 地絵図 調査 地絵図

上段の間 3 FHl?  (285ナミ) 4間半 3間 (26尺 ) 4間 北辺 2間2つ割 (第3図① )

上段の間 東辺 3間 2つ割 (第3図③ )

孔雀の間 4間 (26尺 ) 4間 4間 (26尺 ) 4間

檜の間 4間 (26尺 ) 4間 4間 (26尺 ) 4間

虎 (寅 ) の 間 4「翻 (26バと) 4間 6間 (39尺 ) 6間

鹿の間 未調査 (4× 5間 )

クラスミの間 3間 ?  (22尺 ) 3間 半 2間 (13尺 ) 2間 北辺 2間半通し (第3図② )

柳の間 1間 (65尺 ) 1間 2間 (13尺 ) 2間

芙蓉の間 4 FFH7(26斥 と) 4間 2間 (13尺 ) 2間

裏上段の間 2 FBE? (16パ t) 2間半 3間 (19.5尺 ) 3間 北辺 1間半2つ割 (第3図④)

裏上段の間 南辺 2間半2つ割 (第3図⑤)

鶴の間 3間 (19.5尺 ) 3間 3間 (195尺 ) 3間

鷹の間 3間 (195尺 ) 3間 3間 (195尺 ) 3間

紅葉の間 2間 (13尺 ) 2間 4間 (26尺 ) 4間

首実検の問 2間 (13尺 ) 2間 3間 (225尺 ) 3間半 3間半2つ割 (第3図⑥ )

上々段の間 1問 ?(11尺 ) 2間 1間 (975尺 か) 1間 半 東西 2問半通 し南北 1間半通しか

つ
る



この部屋か ら鶴の間にかけてが、撹乱坑はあるが削平の影響の少ない、大広間跡では残存状況の最も良い箇所 と

言える。

<鶴の間>

鶴の間は、裏上段の間の西側、柳の間・芙蓉の間の南側に位置 している。規模は、東西 3間 (礎石跡 4基 )、 南北

3間 (礎石跡 4基)である。礎石跡は、四辺及び部屋中央の東柱 にあたる礎石弥 (抜取 り穴)も、6尺 5寸等間隔で

すべて検出することができた。また、鷹の間との境である西辺側中央で、束柱の礎石が 1石検出された。

<鷹の間>

鷹の間は、鶴の間の西側、芙蓉の間の南側に位置している。規模は、鶴の間同様東西 3間、南北 3間で、四辺の

礎石跡各 4基ずつをすべて検出することができた。また、前述したように鶴の間の境で、礎石 1石が検出されてい

る。部屋中央では、東柱にあたる礎石跡 (抜取り穴)が 3基検出することができたが、南東側の 1基分は検出する

ことができなかった。

6)縁側の特徴

縁側は、広縁と落縁とから構成されている。

<広縁>

広縁は建物東辺と南辺が座敷より6尺 5寸の幅で廻るが、表向きとなる北辺や玄関側となる西辺は、より幅の広

い広縁となっている。北辺側の広縁幅の柱間距離は、上々段の間や孔雀の間で約2.9mあ り、1間半の寸法を示してい

る。これは『地絵図』の 9尺 7寸 5分の記述と合っている。また、東西も10間半で、同図と合っている。西辺側は

紅葉の間南辺で幅が約39mあ り、こちらも『地絵図』の 2間 (13尺)の記述と合う。なお、未調査である鹿の間東

側の広縁は、『地絵図』には 1間幅で「鏡板」との表記がないことから、板の間ではない可能性もある。また、鹿の

間から虎の間の西側部分は、北側 3間分は調査を行うことができたが、南側8間分については市有地外で道路下にな

ることから、調査を行っていない。

<落縁>

落縁は、座敷と広縁を合わせた平面形と相似形で、柱は広縁から5尺離れて外側を廻つている。未調査の鹿の間

東側では、『地絵図』に落縁は描かれていない。広縁と落縁の礎石間の幅は 5尺であり、落縁の外周の礎石間では6

尺 5寸の柱間を基準としている。ただし、この基準に合わない箇所が 2ヵ 所ある。一つは、上段の間の東側にあり、

柱 2間分が 6尺 5寸等間隔にならず、5尺キ8尺で13尺 (2間)と なっている所である (第 3図⑧)。 この地点には、

例えば乗降階段のような何らかの施設があったのではないか。もう一つは鶴の間の南側に面する地点である。ここ

では、広縁と落縁間の柱間寸法が 6尺 5寸を示し、掘り方プランが雨落溝跡と接している (第 3図◎)。 鶴の間から

鷹の間にかけて、他よりも 1尺 5寸ほど落縁が南に迫り出して広かった可能性も考えられる。しかし、雨落ち溝跡

には変化が無く直線的に伸びており、屋根には変化が無かったものと考えられる。

裏上段の間南側の落縁部で、地覆石と考えられる石材が7石検出され (第 3図⑩)、 このうち 5石が円礫であった。

石の大きさは、幅18～ 29cm、 奥行き13～網 cm、 厚さ5～ 12cmで ある。この地覆石は部分的に施工されたのか、全周す

るのかは判断できない。北辺部では、首実検の間の北側で落縁の礎石が1石検出された。

7)屋 根 (瓦 )

考古学的に屋根と関わりのある遺物には瓦があるが、これまでの調査で直接大広間跡に関わる遺構からの出土は

少ない。大広間跡関連の瓦については第 2表のようになる。比較的多く出土した雨落ち溝跡からの瓦でも、建物規

模を考えたとき、出土量は極めて少ない。したがって、考古学的には瓦葺建物とは言えず、建築学の指摘どおり板

葺 (柿葺など)とみてよいであろう。ただ、出土した瓦には鬼瓦や菊丸瓦があり、これらは屋根の棟に使用される。
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このことか ら、大広間跡でも棟

等の屋根の一部 に瓦が葺かれて

いた可能性がある。それを裏付

けるように、仙台藩大工棟梁の

千田家に伝わる『仙台城及び江

戸上屋敷主要建物姿絵図』暢勢

図 仙台市博物館蔵)には、大

広間建物屋根の棟に鬼瓦等が描

かれている。なお、金箔瓦など

特別な瓦は、これまで出土して

いない。

第 2表 大広間跡関連出土瓦 (各次報告書より)

と二正三
=

第 4図 『仙台城及び江戸上屋敷主要建物姿絵図』 (大広間部分)仙 台市博物館蔵

8)師 り金具類・銅釘

<飾 り金具>

桃山建築の飾 り金具は、それ以前に比べ躍動感にあふれる造形・意匠を見せるという。これまで、脇役だった金

具自体が、自己主張を始めたといわれる。政宗も、京都の銹師を仙台に招聘し、こうした時代の特徴ある金具を採

用させ、大崎八幡官社殿や松島瑞巌寺本堂の建築に当たらせた。大崎八幡宮の擬宝珠には「慶長十四年」「山城国上

京一条之住 津田次兵衛」の銘が残されている。ほぼ、時を同じくして、大広間建物を飾る金具類にも蹴彫や魚々

子打ち等の技法を駆使 して、時代に合った造形・意匠の金具で飾 らせたものと考えられる。

飾 り金具はこれまで、合わせて132点 (第20次調査まで)の出土が確認されている。銅を地金に鍍金 した金銅金具

は63点あり、多 くは軒廻 りの垂木材用と考えられている。そのうち主なものとして、第 1次調査では 1点は垂木先の

八双金具、もう 1点は隅木先金具の可能性があるものが出土 している。第 5次調査では釘隠し片、また、第 7次調

査では、鋳造の可能性のある菱形座金具 (吊金具)が 1点出土 している。一方、第10次調査では鍍金が確認できず、

銅金具としたものも68点出上 している。

これまでの調査では妻飾は確認できず、建具用のものが含まれているのかどうかなど、種類や使用 (取 り付け)

部位の特定は難 しい。さらに、これ らの金具はすべて建築当初からのものなのか、修理時などに取替えや追加され

ていないのかなど判断が付きにくい。なかには、文様をもつものがあり、蹴彫 り 。魚々子打ちの技法が観察された

金具については、江戸時代初期の建築当初から取 り付けられていた可能性が高い。今後 も機会あるごとに、個々に

検討が必要である。

<銅釘>

銅釘は、上記のような金銅金具・銅金具を建築部材などに留めるのに使用された。銅釘の種類は第10次調査時に

遺 構 名 種類・点数 調査次数

礎石跡  KS-132 丸瓦 1 平瓦 1 15次 (抜取 り時か )

KS-166 平瓦 2 15次 (抜取 り時か )

雨落ち溝跡KS-53 軒丸瓦 1 1次

〃      TCS-53 菊丸瓦 1 5次

〃      畷 -53 丸瓦 3 平瓦 7 塀瓦 1 鬼瓦 ?1 12次

〃      KS-53 丸瓦 1 平瓦 2 軒平瓦 2 15次

石敷通路 KS-178 平瓦 1 10次

小型溝  邸 -84 平瓦 1 12次
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建物の東西両妻に対応している。妻側に、金具が多 く取 り付けられていた結果を反映したものと考えられる。

<飾 り金具>
飾 り金具 1次 5次 7次 10次 12次 15次 17次 20ツk 計

金銅金具 9 9 30 7 4 3 0 l

金銅座金具か l 1

銅金具 l

計 9 9 74 4 3 0 2

<銅釘>

第 3表 飾 り金具・銅釘集計表

検討され、頭部の形状から角形・平形・平丸形・不

整形 の 4種類に分類された (第 5図 )。 第20次調査

までに957本が出土している。内訳は第 3表のとお り

であるが、ここには御成門跡に関連するものも含 ま

れている。また、銅釘の中には、頭部に鍍金の認め

られるものもあり、金銅金具との関係を指摘できる。

出土傾向は、大広間跡西辺部の紅葉の間付近よ り

御成門跡にかけて (第 7次・第10次調査)と 東辺部

の上段の間か らくらすみの間付近 (第 1次調査)に

多い傾向が指摘できる。この東西に分かれる傾向は、

OO

Ⅱb   Ⅲ

角釘     丸釘   平丸釘

第5図 銅釘類型模式図・計測部位

評ぢ▼蛹.

外 ‐へ→

移
・

口
°

―

掘

第 6図 大広間跡・御成門跡 飾 り金具・銅釘出土地点図 (4/400)※ 第17次調査分を除く

類  型 1次 5次 7次 10次 12次 15次 17次 20ツk 計

(角 )類I 9 8
ガ
午 3 4 1

(丸 )Ⅱ類 4 8 43 10 5 0 3 2

Ⅲ類 (平丸 )
つ
る 9 14

Ⅳ類 (不整形 ) 44 206 2 20 10 7

V類 (形状不明) 0 2 7 0 9 1 1

計 94
（
Ｖ 50

1%



(2基礎の特徴

1)床 下

①整地層の特徴

まず、前提となる基本層は以下のようになる。

I層 現表土

Ⅱ層 大広間建物解体後の堆積土 (近代以降の公園整備などによる)

Ⅲ層 大広間建築時の整地層など

Ⅳ層 築城以前の表土層 (中 世以前、大広間跡では建築時に削平されたためか、確認できず)

V層 基盤層 (黄褐色粘土層 。浅黄色風化礫層)

大広間跡の整地層は基本層のⅢ層としている。Ⅲ層整地層を大別すると、イ :最上層の礎石抜取り時まで存続し

たにぶい黄褐色土層 (第20次調査で確認し、礎石抜取り時までの表土相当)、 口 :礎石掘り方を被覆する明褐色土

層、ハ :虎の間付近より西側に分布する黄褐色粘土層 (V層起源とみられる整地層面)が見られる。二 :さ らに下

層には、西側で砂礫層が、ホ :東側では風化礫等の混入物の多い褐色土 (多数、細分が可能)等に分層される。な

お、整地層の下層には、基盤層 (V層 )となる黄褐色粘土層が比較的厚く堆積している。

<その他の特徴>

Ⅲ層整地層は、現地表面から基盤層までが浅い尾根筋に近い大広間北西角部付近では、ほとんど見られない。整

地層は、微地形に沿って東側に傾斜しており、東に行くにしたがい厚く盛られている。

大広間跡北西部の整地層 (第20次調査西部付近)は、その中位の黄褐色粘土層 (V層起源)では境拌されたよう

なブロック状を呈している。建物跡南西部から北東部にかけて、砂礫層が帯状に分布している。この層の東辺部で

は漸移的に礫の量が減り、砂も灰色粘土に変化している (第 7図参照)。

大広間跡のプラン内の整地層上部では、広範に褐色粘質土層が認められ、礎石の掘り方は、この層の上面で検出

される。礎石掘り方底面はV層 (黄褐色粘土層)中 に達するものが多い。一方、V層面で掘り込みが確認された礎

石 (KS-581)が1基確認され、古い建物跡の存在が予想される (第20次調査)。

第 7次調査や第20次調査 (裏上段の間付近)では、整地層自体の残りが良く、座敷部から雨落ち溝跡に向かう傾

斜 (勾配)力 確ゞ認できた (別項参照)。

大広間跡下層の整地層中には、前述した建物礎石 (KS-581)の 他、土坑跡 (KS― 硬0等 と推定される遺構群が

介在しており、すべての整地地業が一気に行われたとはいえない。

大広間跡内部では、厚く整地層が行われているが、雨落ち溝跡の外側では整地層はほとんど見られない。

②砂礫層

大広間跡下層の整地層中には、床下全面ではないが、砂礫層が認められる。その分布範囲は、大広間跡南西郡

(虎の間付近)か ら北東部 (上段の間付近)へ幅約10mで帯状に伸びる。北東部では、雨落ち溝跡の内側で途切れて

いる (第 17次・第20次調査)。

砂映層は、2～ 5 cm程の礫と粗砂から成るが、砂が主体で礫は少ない。第20次調査で 1× 0.3m、 厚さ約 2 cnの範

囲で、この層のサンプルを採取した。その結果、総重量14 8kgあ り、そのうち礫は5.7kgで 38.5%を 占める程度であっ

た。砂が主体の整地層であることが分かる。礫の大きさも長軸が 5 cm未満のものが多かつた。したがって、後述す

るような「石敷き」という表現がよいのかどうか、検討の余地がある。砂礫層東辺部では、礫がほとんどなく、砂

は細砂が堆積していた。第20次調査では、サンプル採取地点の砂礫層直下に、極めて薄い厚さ約 5 cmの茶褐色有機

土層が検出された。

砂礫層は、Ⅲ層の下層に建物の存在を想定し、これと関連する石敷き遺構ではないかとの見方があったが、この

つ
る



点は、面的な調査ができない現状では結論が出せない。また、尾根筋ラインに平行 しているという特徴も認められ

るので、地下水処理や地盤沈下防止など他の用途・機能も考慮する心要が考えられる。大広間跡北東部外側の砂礫

層との関連は、前述 したように雨落ち溝跡内で途切れてお り、層を連続的に追いかけることができないが、一連の

ものである可能性は低い。この外側の砂礫層 (KS-178石敷き等)は、形状が角礫のものを含み、瓦片がみ られる

など、砂を主体に円礫を含む本砂礫層とは特徴に違いがある。
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麗覇露 砂礫層が広がると推定 される範囲

0                                 20m

第7図 砂礫層分布図 (1/4∞ )

③座敷・縁側の勾配

座敷部床下から雨落ち溝跡までの状態については、比較的残存状態のよい第20次調査で観察することができた。

この部分では、座敷部礎石掘り方配31か ら広縁の礎石睫32、 落縁の礎石睫33を経て雨落ち溝跡に至る (こ の間の距

離は約 3m)整地層上面の傾斜は、約 3° の勾配 (法面)が確認できた。東部の法面部では、広縁礎石抜取り穴が

整地層最上層 (にぶい黄褐色土)よ り掘り込まれているのが観察され、この層の表面は硬く締まっており、Ⅱ層が

きれいに剥がれる現象がみられた。落縁礎石と雨落ち溝跡間はやや傾斜が緩くなり、この間の土層は上下に分層で

き、上層が法面と同じにぶい黄褐色土 (Ⅲ a層 )、 下層 (Ⅲb-1層)が硬化層となっていた (軒下の項で後述)。

なお、勾配の先の座敷部では、漆喰を塗るような亀腹状の隆起は認められなかった。

洋

1郷
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Ⅲa大広間廃絶時までの旧表土
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第8図 第20次調査 大広間南東周辺基本層序模式図

座敷縁部礎石 (床東 )

第9図 裏上段の間東恨1断面模式図

④軒下  犬走 りの叩き (硬化層の形成 )

第20次調査の東側拡張部 (裏上段の間東側 )、 落縁礎石抜取 り穴 (配33)と東側の雨落ち溝跡の間 (犬走 り部分 )

で、硬化層が検出された。軒下の犬走 り部分が幅約90cmに わたり、Ⅲb-1層 とした褐色シル ト層 (層厚最大 6 cm)

が非常に硬化 していた。特に、上面は硬 く締まっている。層中に、漆喰や小石が混ぜ られたような形跡は認められ

なかった。このような硬化層は、他の部分では確認されていないが、本来は建物の軒下を全周していたと考えられ、

大広間の軒下では、建築当初犬走 りにおいて叩き仕上げ作業が行われていたと推定される。

なお、上層のⅢa層 は硬化が認められなかったが、この層の上面か ら礎石抜取 り穴が掘 り込まれているので、この

層の形成は、下層 (Ⅲ b-1層)の叩き仕上げ後、落縁礎石 (電 -532)の抜取 り時までに形成された層であること

が判明した。また、Ⅲa層は、拡張部では雨落ち溝跡の内部にも入 り込んでいることや、上面あるいは上部で釘類が

出土することも確認されている。

2)礎石

①残存礎石の特徴

これまでの大広間跡の調査において、その建物跡範囲内で検出された礎石は 9石ある。このうち、1石は柱筋に載

らない石で、上段の間の床の間中央床下に位置している (第 7次調査 KS-130)。 第17次調査の報告では、この礎

石は掘 り方が確認できず動いていると指摘 したが、前述したように、篠山城跡大書院跡に類例があり、注意する必

要がある。孔雀の間と檜の間の境に位置するKS-472礎石についても、石の上端が傾いていることか ら動いている

と指摘されている。

大広間跡の柱筋にのる礎石は 7石あり、いずれも扁平な自然石を使用している。北西部、首実検の間に位置する

4石 (首実検の間西辺 3石 とその北側 1石 )の うち 2石は動いていると報告したが (第 5次調査 )、 柱筋にのってお

雨落ち溝 落ち縁部礎石
(KS-532)

広縁部礎石
(KS-533)

座敷部礎石
(KS-534)
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り礎石の標高にも問題ないので、ほぼ原位置を保っているものとしてここで扱うことにした。これ らの礎石には、

加工痕や、番付などの書き込みも確認できない。大きさには差異があり、長軸60～ 95cm、 短軸38～68cmの ものがあ

る。詳しく見ると、礎石は使用する場所によって、大きさの異なる扁平な自然石を選択している。屋根を支える柱

には、長軸80～ 95cm、 短軸55～65cmの 礎石が認められる。東柱用には、やや小型の長軸60～80cm、 短車師Ocm～ 75cm

の礎石が使われている。落縁には、長軸69～89cm、 短軸50～75cmの礎石が使われている。

首実検の間北端の礎石 (KS-97)は、落縁礎石としては他の石に比較 して大きいようである。大広間跡の主要な

各部屋の本柱に当る部分の礎石は残存 していないが、縁の部分や束柱の礎石跡に比べて掘 り方のサイズが大きいこ

とは後述のとお りである。掘 り方のサイズと礎石のサイズがどのような相関関係にあるのか、検討を要する課題で

ある。

大広間跡の北に 1石、転石となっている礎石 (長軸120cm・ 短軸80cm・ 厚さ20cm)が あり、これには柱を据える位

置と考えられる部分に柱を受ける円形の加工痕が認められる (第 12次調査で確認)。 ただ、大広間に使用されていた

礎石か明らかでない。

②礎石 レベルの比較

礎石上端レベルは第 4表に見 られるように、首実検の間など座敷部の礎石では、115.80m台 から115,90m台 のもの

が見 られ、最大約15cmの差が認められる。この差は、柱の長さを調整することによって解消 したのであろう。平均

礎石上端 レベルは、標高約115.91mで ある。確認できるものは、すべて標高116.00mを 下回る。不陸や沈下があった

かどうか判断できないが、配9(KS-551)の広縁礎石のレベルは他より低い特徴をもつ。

番号 礎石名 位置 (部屋名) 法量 (cm) 標 高 (m) 力日工 備考

1 TCS-97 首実検の間 糸989)(75 115,987 征
＾

落縁

2 KS-98 糸980X65 115965 笠
＾

広縁、やや動く

3 る -99 約90× 65 115,839 径 広縁、やや動く

4 邸 -100 首実検の間・紅葉の間 約95× 55 115948 径 広縁

5 KS-101 首実検の間・紅葉の間 糸970× 50 115,911 径
＾

束柱

6 邸 ―-130 上段の間 (床 ノ間下 ) 糸980)(75 115779(※ ) 鉦
＾

束柱、動く

7 KS-472 孔雀の間・檜の間 糸960× 38 115,875 径
＾

束柱

邸 -538 鶴の間 。鷹の間 約72× (65) 11593 征 束柱

9 KS-551 鶴の間 (広縁部 ) 糸969)(58 115,792 径
＾

広縁

※17次調査データ使用

第 4表 残存礎石一覧

③座敷部礎石掘 り方・抜取 り穴

礎石の掘 り方や抜取 り穴については、全容の分かるものは多くない。公園整備による園路工事や各種の埋設管掘

削工事などで削平されたものも多く、北半部では礎石の掘 り方が確認できない所もある。

<掘 り方・抜取 り穴の特徴>

座敷部の礎石掘 り方は、円形や楕円形の形状が多いが、不整形のものもある。直径は約1.7～2.4mが確認できる

が、特に、上部の削平を免れた大広間跡南東部では、その多くが直径 2m前後である。深さは、02～ 04mである。

内部には主に褐色土と円礫を充填 している。抜取 り穴は、最大 1.5× 1.Omの ものがあるが、0,7× 1.Om程の略円形のも

のが多い。深さは確認できたもので、最深OЪmである (裏上段の間KS-17)。 抜取 り穴の内部は、暗褐色系の上で
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埋め られ、根固め石が起源 とみ られる円礫が入っているものが多い。

<礎石設置>

座敷部の礎石設置は鷹の間・虎の間付近の観察では、掘 り方内の観察から直径 2m前後、深さ0.2～0.4mの穴を穿

ち、基盤層の黄褐色粘土層中で底になるようにし、根固め石を入れて安定化を図り、礎石を設置したものと考えら

れる。礎石設置後は、根固め石が隠れるように褐色土やにぶい黄褐色土で被覆している。 このうちにぶい黄褐色土

は、座敷床下部ではあまり認めらないが、裏上段の間の東、縁側部法面で良好に残存 していた。この層は、前述 し

た第20次調査東側拡張部のⅢa層 と一連の層である。座敷部床下では、この層が乾燥風塵化 し、雨落ち溝上や犬走 り

付近に再び堆積 したのではないかと推定される。

<抜取 り穴と抜取 り時期>

裏上段の間北辺に位置するKS-6礎石抜取 り穴では、第1次調査の際に根固め石 とともにレンガ片が出土 してい

る。 これは、礎石抜取 りの時期を考えるうえで、一つの視点を与えてくれる。一般に、大広間礎石の抜取 りは、明

治初年の建物解林と同時期 (明治 4年～ 8年頃)と考えられている。しかし、レンガは建物などに一定期間使用さ

れてか ら廃棄され、礎石抜取 り穴を埋める土に混入した可能性が高い。仙台市内で、最初にレンガが使用されたの

は、明治15年 の仙台警察署の建物で、レンガは片平丁にあった宮城県監獄署で製造されたという (『仙台市史通史編

6近代 1』 )。 また、本丸跡地に明治35年竣工 した昭忠碑は、その建設にあたリレンガを多量に使用 したといわれ、

これ と関連する可能性もある。 したがって、礎石抜取 りは建物解体時だけでなく、その後 も行われていた可能性が

高いと考えられる。

<束柱の礎石掘 り方・抜取 り穴の特徴>

東柱の礎石抜取 り穴は、第20次調査で多く検出されている。平面形は一定していないが、長軸0.4～09mで、円形

よ り楕円形を呈するものが多い。深さは、0.1～027mを 測る。礎石は、素掘 りのもの (KS-20)、 穴を掘 り内側に粘

性土 を入れた (貼つた)も の (KS-523)、 僅かだが根固め石を入れたもの (KS-527)が見 られた。礎石設置後は、

その脇まで被覆する整地がなされたと考えられる。上記のように、東柱 と考えられる礎石の設置に際しては、形状

や構造に統一性があまり見 られない。

④縁側部礎石掘 り方・抜取 り穴

縁側部の礎石の掘 り方は、落縁・広縁とも直径 lm前後のものが多い。深さは、第20次調査で確認した例では、

0.14～026mを 測る。なお、広縁では間仕切 リライン上で屋根を支える柱の礎石掘 り方に、座敷部の礎石掘 り方同

様、直径 1.7～ 2.Omを測るものがあり、鶴の間の南側KS-170・ 552、 上段の間KS-124が 該当する。座敷部では、掘

り方直径が約 2m前後のものが一般的である。

礎石抜取 り穴の大きさは、掘 り方よりやや小さいがほとんど差がない。深さは、多 くが0,1～0.25mで あるが、削

平 を免れ整地層の残 りのよい第20次調査 3区裏上段の間付近では、03～ 045mを測る。裏上段の間か ら鶴の間にかけ

ての広縁では、柱間間隔が 3間半の 3つ割 となっている特徴的な箇所がある (第 3図⑦ )。

Ⅲ .付属施設

(1)雨 落ち溝跡の特徴 (KS-53)

雨落ち溝跡は大広間建物跡の外側を廻り、溝跡中央部 (芯々)は、屋根の軒先ラインと一致することが判明して

いる。なお、南西部の鹿の間付近の雨落ち溝跡については、敷地外に位置することから調査を行えず、特徴をつか

むことができなった。

1)規模・形状

溝跡の芯々間を図上で計測すると、東西37.68m(北 半部)、 南北29,79m(東辺部)を測る。形状は大広間建物跡



と相似形を成す。溝跡は、切石を縁石 とする石組溝で、溝幅 (縁石間)は 50～酪cm(大広間北西部に当たる第 5次

調査では最大で90cmを測る)、 深さは確認面からで一定 しないが、溝底面まで20～50cmを測る。

雨落ち溝跡西辺部では、溝跡の輪郭が西側に張 り出し、突出部を形成している。調査では厚さ約 lmを測 り、西

側へ突出する部分は内側で50cm、 外側で30cm程張 り出している。この突出部は玄関 (紅葉の間)に対応 した何 らか

の施設を反映したものと考えられる。

2)構造

1.7～2,Omの掘 り方を建物と相似形に掘 り、内部に一部加工した割石による石組溝を作 り、さらに溝内に川原石や

割石を充填している。裏込め部分にも小礫や割石が含まれている。縁石の大きさは、およそ20～40cm(最大ゆcm)で 、

小日を広 くとり、控えの短い切石を使用 している。縁石は解体時などに抜き取 られたようである。残存部でも一段

分しか確認できない。二段の石組みの可能性も考えられたが、明らかではない。溝内の川原石は、検討の結果、下

部の石は粒径 。重量が揃い規格性が認められるが、上部の石は一定ではないことが確認されている (第 12次調査 )。

3)そ の他の特徴

大広間建物跡北辺部の雨落ち溝跡は、第12次調査時に同じ位置で上下の重複が確認された。詳細な時期は不明だ

が、藩政期に雨落ち溝北辺部は改修されていたことが分かる。

また、溝跡内の流水方向を明らかにするため、川原石面の標高を比較 した結果、建物跡の北西側が高く南東側が

低いことが確認された。特に、車寄せ付近が最も高く (115,6Mm)、 北西角部 (115622m)が これに次いでいる。

逆に、最も低い箇所は南東角部で、標高115.も lmを測る。北東角部もこれ とほとんど差がない (115455m)。

鹿の間付近の雨落ち溝跡は明 らかではないが、雨水などの排水処理は溝の底面 レベルの低い東側で行われた可能

性が考えられる。 しかし、これまでの調査では、KS―鶴 暗渠状遺構 (第15次調査)が排水施設の可能性を残すが、

大広間の雨落ち溝に続 く開口する排水処理施設は明らかなっていない。

Ⅳ .その他の遺構

(1)石 敷き遺構 (KS-178)

第 7次調査時に、大広間建物跡と御成門跡の間に両者を繋ぐように石敷き遺構が検出された。幅約1.7m、 長さ7.4

mに亘り検出され、下部に深さ30～網cmの溝状遺構を伴っていることが明らかになった。溝状遺構の内部下層では、

多量の円礫が出土した。この遺構は当初、暗渠の可能性が考えられた。上面の石敷き遺構は、溝部の埋± 1層上面

に10cm未満の大きさの揃った円礫を敷き詰めたものである。方向はN―約72生 Eを測り、大広間建物跡の東西軸方

向に比べ、北に約30° 傾いていた。また、石敷き部の石レベルは大広間跡に向かって下がり、約20cmの 比高差があ

り、大広間建物跡とは紅葉の間で接するようである。引き続き、翌年の10次調査で、この遺構の追加調査と検討を

行った。その結果、通路跡で全長約12.5mと なり、石敷きの幅は最大約2.5m、 下部の溝状遺構は上幅09～ 1,2m、 深

さ20～40cmを 測る。石敷き部の礫は、採取し検討した結果真円に近いものを多く選択し、使用されていることが明

らかとなった。溝内部の礫は、選択性はあまり看取されなかった。ところで、この遺構の延長線が、御成門跡に繋

がらず予想外に南側にずれることも判明した。御成門跡の規模の検討からも、やはりずれることが明らかとなり、

御成門跡とこの遺構との連続性は低いと判断された。ただ、御成門跡の礎石掘 り方内から瓦が出土していることか

ら、この門跡は築城彗初からのものではなく建て替えられている可能性も考えられ、なお検討の余地を残している。

また、下部の溝状遺構の珪藻分析では、珪藻がほとんど検出されず、一時的でも乾燥した環境だった可能性がある。

したがって、暗渠ではなく通路下の地業遺構とも考えられる。こうした状況から結論を出せないが、通路跡とみて

よいものの、この遺構と接続すると予想される古い御成門跡が別地点に存在 した可能性を考えなければならない。

つ
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御成門推定範囲

KS-178石 敷き遺構

KS-456暗 渠状溝跡0                                 20m

第10図 大広間跡関連遠構位置図 (1/4∞ )

¢)区画施設

① l号塀跡 (南北柱列)

大広間建物跡西側に位置 し、大型の掘 り方をもつ柱列で柱穴13基 (KS-67～終、233、 豹 、296～ 298、 12間分)が検

出され、全長208mを測る。柱間間隔は1.55～ 1.6mである。さらに、南側調査区外に伸びていくと予想される。方

向はN―約 10° 一Eを示 し、大広間建物跡の西辺南北ラインに約74m離れ平行 している。柱穴は略長方形を呈 し、

長軸が08～ 1.5m、 短軸が0.7～0,95mで 、その多くで柱痕跡が検出できた。塀跡には、柱列の東側に 1間おきに控え

柱とみられる柱穴 (KS-51・ 78・ 79・ 80)力 取ゞ り付いている。また、塀跡を構成する柱穴のうち、KS-233と KS-296

は柱間間隔が他 と異なり約 4mと広 く、深さも他より深い。底面まで確認できたKS-233柱穴では、底面か ら扁平

で大きな根石が出土した。 こうした特徴か ら、2基の柱穴は門柱の柱穴 と考えられる。KS-2∽柱穴跡には、柱の抜

き取り穴 (KS― 別0が 認められた。遺物はKS-51柱 穴から、丸瓦・戻斗瓦が1点ずつ出土した。塀跡は、本丸入り

口より直接部屋や廊下が見えないように、区画・遮蔽を目的に設置されたものと考えられる。なお、前述した石敷

き遺構は、KS-233。 296の 門柱間の下を通 り、大広間の雨落ち溝跡に達するものと推定される。

② 2号塀跡 (南北柱列)

大広間建物跡 。1号塀跡の西側にこれと並行して位置する。小型円形の掘 り方をもつ柱列で柱穴 8基 (KS-58～

65、 7間分)が検出され、全長約137mを測る。柱間間隔は1.9～ 2.Omで、約1,96mを測る箇所が複数あり、6尺 5寸

を基準としていたと考えられる。方向はN-10.5° 一Eの南北方向を示し、大広間建物跡とは約8.5m、 1号塀跡とは約

辞
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1.2m離れ、ほぼ平行 している。柱穴は直径0.4～0.5mの 略円形を呈 し、その多くで柱痕跡が検出できた。遺物は出

土していない。 この塀跡北端柱穴 (KS-58)よ り約 lm北 に、後述する3号塀跡の西端柱穴 (KS-2Й)が位置 して

お り、両者は関連するあるいは一連のものと考えられる。1号塀跡との新旧関係は不明である。

③ 3号塀跡 (東西柱列 )

大広間建物跡の北側に位置 し、2号塀跡と類似した小型円形の掘 り方をもつ柱列で、西端の柱穴は 2号塀跡北端の

柱穴に合っている。柱穴は 5基 (KS-2望、260～ 263、 3∝、309、 310、 4間分)検出され、全長約8.6mを測る。一部で柱

穴どうしが重複 してお り、建替え等が行われたものと判断される。柱間間隔は1.9～ 2.lmと ば らつきがあるが、6尺

5寸を基準にしていた可能性がある。方向はN-90° ―Eで真東西方向を示 し、大広間建物跡北辺ラインとは平行

しない。柱穴は直径0.3～ 0.4mで、重複 している穴は0,4× 0,9mを 測る。遺物は出土 していない。

④4号塀跡 (東西柱穴列 )

3号塀跡の東約25mの地点で、方向が一致する柱列が検出され (第12次調査 )、 柱穴盛  (KS-390～393)で 3間

分にな り、全長5,3mを測る。柱穴は直径0.3～0.5m、 柱間間隔は1.8～ 1.9mを測る。遺物は出土していない。

3・ 4号塀跡は東西に離れて検出されたが、一連の遺構 と推定 している。東側は大広間の範囲を超えて伸びている

と推定され、大広間北辺と同一方向ではなく、Ⅲ期石垣のラインと平行 している。Ⅲ期石垣の盛土層より新 しいこ

とが確認されている。これ らの塀跡は大広間の付属施設 とみるよ り、大広間建物と石垣を遮蔽する施設であった可

能性が考えられる。

2号塀跡獅

御成門推定範囲

0                                 20m

第11図 大広間跡関連施設 (塀跡)位置図 (1/400)
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⑤ 5号塀跡 (東西柱列 )

この遺構は第7次調査の際、「KS-186・ 189。 192柱穴Jと して報告 したものである。今回、この遺構を 5号塀跡とし

て扱うことにした。この塀跡は、御成門跡と大広間建物跡の間に位置し、3個の柱穴で構成される。柱痕跡が確認で

き、一列に並ぶ。柱六 3個 (2間分)で約48mを測る。KS-186は直径約032mで 円形を呈し、直径約10cmの柱痕

跡がある。KS-189は直径60cm以上で楕円形を呈し、直径約15cmの柱痕跡がある。KS-192は直径60cm以 上で円形

を呈し、直径約18cmの柱痕跡がある。方位は約N-82° ―Wで、大広間建物跡東西軸にほぼ平行 し、2号塀跡とは

ほぼ直交し、形状の異なる1号塀跡とは方向が僅かにずれている。遺物は出土 していない。

僧)暗渠状遺構

<KS-353暗 渠状遺構>

この遺構は大広間建物跡北辺の雨落ち溝跡の東部に直交 し、さらに北方に延びる。方位は約N-10° 一Eで、長

さ約37mを測る。北端部は撹乱溝や近代大溝に切 られ、どのように展開するのか明らかではない。検出面はⅢ a層

(第 12次)で、雨落ち溝跡の新段階と同じ面である。遺構掘 り方は幅約90cm、 深さ30cmで 内部は石列を2列配し、そ

の間の一段低い部位に小形礫を充填 している。遺物は鉄釘・古銭等が出土 している。この遺構の埋土を珪藻分析し

た結果、珪藻密度が低 く、乾燥した環境だったこと可能性もある。したがって、深さが30cmと浅い特徴もあり、調

査時には暗渠の可能性を考えて報告したが、開口した石組溝跡であった可能性も残 り、なお、検討の余地を残して

いる。

<KS-4酪暗渠状遺構>

大広間雨落ち溝跡南東角に位置し、南あるいは東へ延びると予想される遺構である。撹乱が著 しく、形状・規模

は不明だが、東西1.5m、 南北3.2mの範囲に密度の高い礫の集中が検出された。大広間跡の雨落ち溝で一番低い部分

にあたることから、雨落ち溝跡から続く排水施設であった可能性もある。

僧)KS-84溝跡

この溝跡は素掘 りで、大広間跡の外周を巡る雨落ち溝跡と相似形を成す (第9図 )。 西辺部では約 1～ 2m外側に

平行 している。全長18.8m程が検出できた。方向はN-11° ―Eである。北辺部でも断片的に検出され、雨落ち溝跡

に切 られている。大広間跡北部で検出された礎石建物跡に伴う石敷きより新しいことが確認されている (第 12次調

査 )。 規模は検出面で幅25～ 32cm、 深さ約30cmで ある。埋土は均質で、人為的に埋められた可能性が高い。遺物は、

埋土中から瓦片が出土している。溝跡の性格としては、大広間建設にかかわる何 らかの遺構 と考えられる。

“

)柱筋にのらない礎石跡及び掘 り方

柱筋にのらない礎石は、近代以降何 らかの理由で動かされてしまったものを除き、礎石に限らずその掘 り方も柱

筋にのらないものとして扱つている。

この条件に合う礎石あるいは掘 り方は、合計11基ある。礎石 (掘 り方)力 、ゞ何故ずれているかは不明である。現

代の撹乱等と異なり、当初から、あるいはその後も含めて、柱筋からずれた位置に穴を掘 り礎石を据えたのである

から、そこには何 らかの意図あるいは目的があったものと考えられるが、その理由は明らかでない。ただ、上段の

間 「タン」の下に位置する鴎 -130のように、新寛永通宝が出土 したことにより、江戸時代のある時期に新たに追

加設置された可能性を示すものもある。
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第12図 柱筋にのらない礎石位置図 (1/400)

一△∝∂
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礎石・掘 り方 位   置 東西筋 南北筋 備  考

KS-13 紅菜の間 × ×

KS―醜 西辺部落縁 × ○

KS-115 欅の間 × × KS―望と東西筋合う

KS-116 同上 × ×

邸 -117 同 上 × ×

KS-125 北辺部広縁 ○ ×

邸 -130 上段の間 × × 「タン」の床下礎石 新寛永通宝出土

る -133 建物北東角 × ○ 第5次調査ではKS-1蟄

とS-137 首実検の間 ○ ×

KS-232 鷹の間落縁 ○ ×

KS-22 建物南東角 × × KS-166の 外側 建物南東角対角線上

KS-472 孔雀ノ間、檜ノ間境 ○ × 礎石掘り方もずれている

186

第 5表 柱筋にのらない礎石跡及び掘 り方一覧 ※柱筋にのるものは「○」、のらないものは「×」



俗)下層遠構

大広間建物弥は調査の結果、盛土整地層上に建造されていることが判明したが、この整地層中あるいはその下層

(基盤層上)で検出できた遺構を、下層遺構と呼んでいる。下層遺構の多くは、平面的な観察や精査できたものは極

めて少ない。大部分は撹乱溝等の壁面で確認できたものばか りで、特徴や時期が明らかなものはない。第 6表は、

下層遺構を一覧表にしたものである。Ⅲ層中及びV層上に遺構が検出されているが、いずれも、規模や形状等が異

なリー連の遺構とは考えにくい。検出できた下層遺構は個別のものが多いと判断されるが、第20次調査のKS― 認1

礎石は 1基だけだが、大広間建物に先行する建物跡の一部になる可能性があり、注目される。大広間建物跡に比べ、

礎石やその掘り方は小さく、標高も低い。ただし、1基だけなので、その規模や特徴は明らかではない。遺構からの

遺物の出土も殆どなく、時期 。年代を決めがたい。
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第13図 大広間下層遺構位置図 (1/400)



次数 遺構名 調査区 層位・他 規模 (確認長 ) 備  考

1次 該当なし

5次 邸 -121? 2B区 KS-84の 下 約lm、 深さ09m 土坑状

5次 KS-1(� ? 2B区 雨落ち溝下 約17m、 深さ0,12m 皿状

5次 KS-1411? 2B区 約0,罰m、 深さ約03m ピットか

7次 KS-215 2区 雨落ち溝下 約03× 029m 雨落ちに切 られる

12次 該当なし

15次 KS-4受 1区 約15m、 深さ014m 皿 状

15次 KS-435 1区 KS-410の下 約02m、 深さ0.14m

15次 KS-4% 1厘三 KS-410・ 435の 下 約046m、 深さ018m 底、平坦

15ツk KS-437 1優【 V層上面 約08m、 深さ0.21m ゆるいU字状

17次 砂礫層 2～4区 基礎の特徴項参照

17次 KS-485 2区 Ⅲd層上面 幅148m、 深さ0.36m 皿状

17次 KS―な36 2区 Ⅲ b2層下 幅0,解m、 深さ01m以上 ピットか

17次 KS一変〕9 2区 Ⅲc層・Ⅲ d層 幅0 84rla以 上、深さ0.16m 皿状、KS-485に 切 られる

17次 KS-493 3区 Ⅲd層 幅0,28m、 深さ0.12m ピ ッ 卜状、KS-469礎 石下

17次 邸 ―T3 4区 V層上面 幅0551n、  深さ025m

17次 KS-474 4区 V層上面 幅07m、 深さ025m 鴎 -473よ りどェい

17次 KS-475 4区 V層上面 幅0.12m、 深さ016m 礫多量

17次 KS-4硲 4区 V層上面 幅012m、 深さ024m ピットか

17次 KS-477 4区 V層上面 幅012m、 深さ0,16m 礫多量

17次 KS-483 2区 V層上面 幅 1.68m、 深さ016m

17次 KS-484 2区 V層上面 幅048m、 深さ018m KS-483よ りせ,い

17次 KS-494 4区 V層上面 幅0,4m、 深さ0.12m

20次 KS-580 3区 V層上面 0,7m× 015m以 上 平面、楕円形か

郷次 KS―「D81 3区 V層上面
礎石062× 038m
擁己り方075× 06m

根固め石なし

ル髯に三115 572rn

20ッk KS―駁32 3区 Ⅲc5層 053〉く0.21111ウス」ヒ 平面、円形か

20次 KS―駁33 3区 V層上面 0.65× 03m以上 平面、円形か

20ッk KS-5M 1区 Vd層上面 幅132m、 深さ014m 上部開くU字形

20ッk KS―駁35 1区 Ⅲd層上面 幅0,941aa、 深さ0.28m 撹乱溝両壁確認

20ッk KS-586 2区 Ⅲ c8層上 。Vc層上面 幅1.13m、 深さ0坐m 瓦片出土、KS-5И礎石下

20ッk KS―駁37 2区 Vc層 上面 幅102m、 深さ018m 皿状

郷 次 KS一開8 2区 Ⅲ c19層下 幅043m、 深さ014m 浅いV字状

第 6表  下層遺構一覧
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V.出 土遺物

大広間建物跡として扱う遺物は、雨落ち溝跡 (KS-53)の 内側を対象とし、Ⅲ層上面や礎石掘り方や礎石抜き取

り穴、さらに、付属施設である雨落ち溝跡や塀跡出土のものを扱う (詳細は各次報告書参照)。 大広間跡にかかわる

遺物は、雨落ち清跡 (KS-53)及び建物の床下に当たる整地層最上層のⅢ層 (Ⅲ a層)か ら、多くの遺物が出土し

ている。遺物の種別としては、金具・釘が目立ち、陶磁器・土器類は予想外に少ない。儒属が明らかでないので対

象から今回外したが、雨落ち溝跡の外側や基本層Ⅱ層の出土遺物にも、本来、大広間建物跡に帰属すると推定され

る遺物 (金銅金具等)がある。

(1)陶 磁器

次数 調査区 遺構名・層位 産地・種類 時 期 備 考

5次 KS-53 肥前染付碗 18世紀 くらわんか手

7次 2区 Ⅲ層 常滑甕 中 世

第 7表 大広間跡関連出土陶磁器

¢)土器類

次数 調査区 遺構名 。層位 産地 種類 時 期 備 考

7次 2区 Ⅲ層 土師質土器皿 江戸 灯明皿  スス付着

7次 2区 Ⅲ層 瓦質土器鉢 江戸

7次 2区 Ⅲ層 瓦質土器火鉢 江 戸

第 8表 大広間跡関連出土土器類

(3)金属類 (金具・銅釘を除く)

次数 調査区 遺構名・層位 産地・種類 時 期 備  考

5次 2A区 KS-53 1層 煙管 雁首部分 付け肩

10次 2区 邸 -269 1層 鉄釘 頭部角 先端欠損

15次 2区 Ⅲ a層 煙管 延べ煙管 火皿欠損

17次 4区 lCS-130 1層 古 銭 寛永通宝 新寛永

第 9表 大広間跡関連出土金属類 (金具・銅釘を除く)

141瓦

次数 調査区 遺構名・層位 産地・種類 時 期 備  考

1次 lA区 KS-1(53) 軒丸瓦 連珠巴文 瓦頭1/6程残

5次 1区 KS-51 丸瓦 一部欠損  塀跡

5次 2B区 KS-121 4層 軒丸瓦 連珠巴文 瓦頭約12残

5次 2A区 KS-53 1層 菊丸瓦 菊文 一部残存

5次 1区 KS-51 戻斗瓦 凹面櫛目あり 約1/2残  塀跡

7次 2区 Ш層 軒平瓦 三引飛雲文 瓦頭一部残

12次 KS-53 4層 鬼瓦 ? 接合面の突起

15次 2区 KS-53 1層 軒平瓦 桔梗文 瓦頭約1/3残

20次 3区 礎石抜き取 り穴 軒平瓦 桔梗文 瓦当約1彦残

20次 3区 Ⅲa層 角桟瓦 約1/4残

第10表 大広間跡関連出土瓦
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Ⅵ .科学 的分析

8年間の大広間建物跡の調査において行なわれた科学的分析をまとめると、以下のとお りである。なお、まとめ

は、直接大広間建物跡とその付属施設の遺構等に関係する分析に限ることにした。

第 1次調査 (平成13年度 )

。地下レーダー探査  調査前に行う。礎石や溝跡に有効。礎石掘 り方跡の把握には不充分。

・土壌分析

雨落ち溝跡東側 (外側)で検出された白色土が、漆喰かどうか分析。蛍光X線分析でカルシウムが主成分の土

(石灰)と判明。

・プラント・オパール定量分析

植物珪酸体が検出。スサ入 りの可能性が高いことが判明。この分析の結果、白色土は漆喰上である可能性が大

である。

・金属分析  飾 り金具と銅釘について非破壊による成分分析を依頼。

第 5次調査 (平成14年度 )

・地下 レーダー探査  調査前に行い、礎石 。近代の溝状遺構・金属の埋設管等を把握。

・土壌分析  雨落ち溝跡とKS― M溝跡について花粉分析を行う。両遺構の花粉組成の差は認められなかった。

:金属分析  金銅金具について成分分析を依頼。

第 7次調査 (平成15年度 )

・金属分析

成分分析の結果、金銅金具は、銅の含有量90%以上。一部で砒素検出。金部分は、金以外に水銀を検出し、鍍

金であることが確認された。

・土壌分析

邸 -163雨落ち清跡・KS-222土坑・Ⅲ a層について、花粉分析を行う。分析の結果は良好なデータは得 られな

かった。

第10次調査 (平成16年度 )

・土壌分析

KS-178石敷き通路跡の機能解明のため、珪藻分析を行う。分析結果は、珪藻が少なく、乾燥した堆積環境だっ

たことが判明。

第12次調査 (平成17年度 )

。土壌分析

KS-84素掘 り溝跡の珪藻分析を行う。分析結果は、珪藻が少なく、乾燥 した環境か、堆積速度が速かったこと

が判明。

・年代測定

大広間建物に先行する北側の礎石建物跡の構築に伴う整地層 (Ⅲ g層 )出土の炭化物3点の測定を行う。分析結

果は、14C年代 Cl:3箭±4ClyrB P、 C2:330± 4ClyrB P、 C3:300± 4ClyrB Pの 値がえられた。

第20次調査 (平成20年度 )

。年代測定

鴎 ―配6(土坑 ?)内の木片について、放射性炭素年代測定を行う。なお、この遺構は、大広間整地層下の基盤

層上で検出。また、報告書では、2区Ⅲ層扱いになっているが、ここに訂正する。測定結果は、木片の14C年代

は、2300± 30y r B Pで ある。予想とは異な り、より古い年代のものであった。
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Ⅶ .絵 図の 検 討

第 1次調査以来、絵図に関する調査・検討を野外調査 と合わせて行ってきた。特に、大広間建物跡に関しては、第

5次 。第 7次 。第10次・第15次 。第17次の調査にあわせ検討 してきた。その詳細は各次報告書のとお りである。大

広間を描いた絵図資料は現在のところ 8点確認されてお り、そのうち「御本丸大広間地絵図」、「青葉城御本丸之図」、

「御本丸千畳敷之図」、「旧本丸御屋形図Jの 4点について比較 。検討し、その結果を整理 した。

1 御本丸大広間地絵図

大広間建物 を描いた絵図はいくつか残っているが、御本丸大広聞地絵図 (以下、「地絵図」と略する)部屋割 りや

規模等の建築学的な特徴を最も良く示している。製作年不詳で、約 1/60の縮尺で描かれている。地絵図は発掘成果

と比較すると、他の絵図より柱の位置や柱間寸法、部屋の規模が正確に描かれている。郡位名称では他の絵図と異

な り、上段の間の東辺の床は 「タン」、裏上段の北辺は 「床」 とし区別 している。紅棄の間西側の玄関部には、「御

成玄関」と記載 し、唐破風の屋根を描いている。この絵図には、法量の実長記載に誤 りがみ られる。西辺の総長

「二拾間二尺一寸五分」は誤 りで、各部屋の合計では20間 1尺 1寸 5分 となる。同様に南辺東半部も合計の長さは「九

間七寸五分Jで はなく、9間 1尺 7寸 5分 となる。この点に気づかれた佐藤巧氏は、『仙台城』(1967年 )で首実検の間を

例に修正案を示されている。地絵図では、西辺の総長、南辺東側の総長に、記載の誤 りがみられるが、絵図の資料

的価値を下げ るものではないであろう。また、屋根軒先ラインや戸板、板敷等の表記がみられるが、他の絵図と異

なり、障壁画等の内部装飾や仕様の表記はみられない。絵図作成に際し、他の絵図とは視点が異なっている。
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2 御本丸千畳敷図

この絵図は、江戸末期の仙台藩家臣茂木新九郎が模写したものと言われているが、原本が何かは不明である。部

屋割 りは他の絵図と同じであるが、部屋の名称、規模に違いが認められる。広縁 (こ の絵図では「拭縁」)は地絵図

が 2間・1間半。1間の別があるのに対し、概ね 2間 として描かれている。また、虎の間の南北柱間は地絵図が 6間

に対 し、5間 と記載されている。広縁や落縁の柱の表示は、省略されている。柱の配置や寸法等には、あまり注意が

払われていない。しかし、地絵図に比べ、各部屋のしつらい (装飾)は天丼を含めて記載 し、障壁画や板戸絵等の

内容が具体的に分かり、これに力点が置かれている。地絵図との主な違いを以下に列記 した。

1)「壁 J、 「火撻矩」 (鶴之間)、 「大将生捕柱」 (首実検ノ間の北東角の太い柱)の記載あり。

2)西側の玄関は、「御玄関之跡」としている。

3)大広間北西部首実検ノ間の北側に接するように、「丸石ノ石壇雑兵ノ首実検ノ所」として 3段～ 4段の石壇または

石敷きの壇が描かれている。

4)落縁幅が 4尺で、西側ではその外側に雨戸が付 くとの記載あり。

これ らの特徴は地絵図になく、調査でも確認できなかった。特に、北側に描かれた石壇は、付属施設として扱っ

た 3号塀跡の位置と重複する可能性が高いのだが、検出できなかった。落縁幅 4尺 と表現されているが、地絵図に

示されたとお り調査成果か ら基本的に 5尺 としてよい。
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第15図 『御本丸千畳敷之図』 (『仙台郷土研究』第十二巻第十一号所収 )
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3.青葉城御本丸之図

この絵図は、前述の「御本丸千畳敷図」と同一の原本からの写本と推定されている。内容は「千畳敷図」とほぼ

同じ記載だが、柱の表現がない点が大きく異なっている。ただ、「千畳敷図」に表現された「首実検之間」にある

「大将生捕柱」だけが、大きく強調されて描かれている。方位の記載があるが、東西南北を取 り違え、まったく逆に

なっている。この絵図にも北側に石壇が描かれている。
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第16図 『青葉城御本丸之図』 (仙台市博物館蔵 )

4.旧本丸御屋形図

この絵図は、明和 4(1767)年 の原本を明治26(1893)年 に写 したもので、その際加筆 (朱書き)されている。部

屋割 り、部屋名称、柱の位置が記載され、さらに、部屋内部の装飾の特徴も具体的に記載されている。この図は彩

色され、座敷部と縁側郡は色分けされている。地絵図とは部屋の名称に違いが認められる。釘の飾 り金具、障壁画

の金銀の使い分け等詳細な特徴の記載がある。地絵図との大きな相違点は、柱の位置、数が大きく異なっている点

である。したがって、調査成果とも異なることになる。ただし、虎の間と鹿の間は規模が異な り、柱間は地絵図と

一致 している。

以上、大広間に関する各絵図を検討 してきたが、地絵図は建物規模、部屋割 り、柱位置等建物そのものの特徴に

力点を置いて描かれている。これに対 して、他の3種類の絵図は各部屋内部のしつ らい、細部の特徴、絵画等に力点

が置かれた描き方になっている。
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第17図  『旧本丸御屋形図』 (仙 台市博物館蔵 )

番号 御本丸大広間地絵図 御本丸千畳敷図 青葉城御本丸之図 旧本丸御屋形図

1 上々段の間 上々段の間 上々段 帝座の間 。俗上々段

2 上段の間 上段 上段 上段・鳳凰の間

3 〃 (下段部 ) 上段 下段 中段・公卿の問

4 孔雀の間 孔雀の間 孔雀の間 孔雀の間

5 檜の間 桧の間 檜の間 檜の間

6 虎の間 虎の間 虎の間 虎の間

7 鹿の間 鹿の間 鹿の間 鹿の間

8 くらすみの間 板敷上段、他 板敷上段 御帳内

9 〃 (下段部 ) 下 段 板の間下段 下段

10 柳の間 柳の間 柳の間 柳の間

芙蓉の間 葵の間 葵の間 芙蓉の間

つ
る 裏上段の間 上段 :御座の間 上段・御座の間 上段

13 〃 (下段部 ) 下段 下段 諸鳥の間

14 鶴の間 鶴の間 鶴の間 鶴の間

鷹の間 鷹の間 鷹の間 鷹の間

16 紅葉の間 な し な し 紅楓の間

首実検の間 首実検の間 首実検の間 な し

第11表 大広間座敷・部屋名対照表
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第18図 大広間跡遺構平面図 S=1/200
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撹乱

大広間跡東西エレベーション図 縦 :1/100横 :1/200

←11500帥

0                                 10m

KS-465   KS-479

例凡

卜 115000m

5m

礎石跡

礎石跡 (東柱 ) 溝状遺構

礎 石・その他石材        素掘り溝跡

雨落ち溝跡           柱穴遺構

石敷き遺構            ビツト・土坑

抜き穴跡        513  遺構番号(KS)

雨落ち,書

KS-165 KS-170

大広間跡南北エレベーション図 縦 :1/100横 :1/200
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調査区全景 (lA区・北から)

lA区礎石跡 (南から)

鍍金飾り金具・銅釘検出状況 (雨落ち溝東側・南から)

雨落ち溝跡 (西から)

2B区中央部遺構検出状況 (東から)
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1専

iす 1奪 捲
1区全景 (北西から)

2A区雨落ち溝跡・縁石・KS-84溝跡断面 (北西から) 1区 1号塀跡KS-54方形柱穴断面 (南西から)

■ k

1区 2号塀跡KS-63円形柱穴断面 (西から)

Ⅷ 妻
―
■―・――

111 11 1静 著ゞⅢ呻占転舒鞍電騒:
1区 ]号塀跡・2号塀跡 (北から)ら)           1区 1号塀跡KS-75・ 80方形柱穴 (西から)

写真図版 2 第 5次調査 (平成14年 )
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2区全景 遺構検出状況 (北東から) 2区雨落ち溝跡検出状況 (北東から)

2区雨落ち溝跡断面 (東から) 2区落縁部地覆石検出状況 (東から)

整i二ど:iニニ__と■こモェ機鰹
2区 KS-230礎石跡検出状況 (南西から)

2区金銅金具 (No 531)出土状況

写真図版 3 第 7

lA区銅釘 (No1 42・ 143・ 144)出土状況

次調査 (平成15年 )

l AttKS-233掘 立柱穴 (東から)



導
中］］け一中一一一”　ｉ‐一一

＼            

―

軋

r― |な

  i‐キだ粋

一酔
2区東部張出部・KS-296断面 (西から)

2区中央部KS-178断面 (南西から)             No390金 銅金具出土 (西から)

写真図版 4 第10次調査 (平成16年 )

2区 中央部KS-178石敷き溝状遺構全景 (北から)



調査区全景 (北から)

KS-53雨落ち溝跡・353他検出状況 (東から) KS-53雨落ち溝跡断面 (東から)

KS-84溝跡完掘状況 (上が東)             KS-350,353・ 359断面 (北から)

写真図版 5 第12次調査 (平成17年 )
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1区全景 (西から)

2区遺構検出状況 (北西から) 2区西壁全景 (東から)

2区全景 (南から) 2区KS-166・ 242礎石跡検出状況 (北から)

2区作業風景 (南東から) 現地説明会風景 (北西から)

写真図版 6 第15次調査 (平成18年 )
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誓1鵞
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構Ⅲ言よヽ|

大広間北半部遺構検出状況 (北西から)

上々段の間から上段の間、くらすみの間方向を望む

4区KS-486検出状況 (北から)

上段の間東辺の礎石

4区 KS-473・ 474断面 (北東から)

写真図版 7 第 1

4区 KS-130検出状況 (東から)

上段の間床の間下の礎石

7次調査 (平成19年 )

2区 KS-462検出状況 (北西から)

孔雀の間と芙蓉の間の境の礎石

I「D6
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響 彎

■● Iぞ

2区 KS-513検出状況 (北から)

柳の間と鶴の間の境の礎石

2区 KS-524検出状況 (南西から)

鶴の間の東柱の礎石

写真図版 8

2区 KS-212検出状況 (南から)

鶴の間の東柱の礎石

2区 KS-538検出状況 (北西から)

鶴の間と鷹の間の境の礎石

第20次調査 (平成20年 )

調査区全景 (東から)

裏上段の間から鶴の間、鷹の間方向を臨む



2区全景 (北から)

鶴の間、鷹の間方向を望む

2区 KS-551検出状況 (南から)

広縁部南辺の礎石

1区砂礫層検出状況 (南東から)              3区 KS-581検出状況 (南から)

写真図版 9 第20次調査 (平成20年 )

3区広縁部勾配状況 (北東から)
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ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コー ド
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

仙 台 城 跡
ぞうしゅやしきあと

造酒屋敷跡

[第23次調査 ] 宮城県仙台市
あおばくかわうちちない

青葉区川内地内

04100 01033 38° 15106‖ 140° 51i38‖

2009,7. 1

2009.11 12

369コ正

重要遺跡
の遺構確

認調査

旋
跡

及
跡一向拶爛[第24次調査 ]

04100 01033 38° 15'02‖ 140° 51'33"

2009,12.14

20091215

225n正

仙 台城 跡

広瀬川護岸石垣

[第 25次調査 ]

宮城県仙台市

青葉区川内追廻

地内

04100 01033 38° 15'06‖ 140° 51i51‖

20091216

2010, 1,7

250111

(立面 )

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

仙 台 城 跡 城館跡

江戸時代

明治時代

礎石跡・石列・井

戸跡・カマ ド跡・

石組溝

鍛冶工房跡・炉跡・

掘立柱建物跡

陶磁器・土師質土

器・瓦質土器 。瓦・

石製品。金属製品。

木製品

第23次調査では、造酒屋敷に伴

うと考えられる礎石跡や石列、井

戸跡、カマ ド跡、石組溝などを検

出した。また、近代以降の鍛冶工

房に伴うと考えられる炉跡、掘立

柱建物跡などを検出した。

第24次 調査では大広間にかか

わる礎石跡を検出した。

要 約

仙台城は、初代仙台藩主伊達政宗によって造営された城である。慶長5年 (1600)に城の縄張

りが開始され、翌年から普請に着手、工事は慶長7年 (1602)イこ一応の完成をみたとされてい

る。築城当初は「山城Jで ある本丸を中心とする城郭であったが、政宗の死後、二代藩主忠宗が

山麓部に二の丸の造営を開始する。寛永年間以降はこの二の丸が藩政の中心となり、三の丸 。

勘定所・重臣武家屋敷などが一体となって城域を形成していた。

造酒屋敷は清水門の南側に位置し、伊達政宗が親 しい徳川家重臣柳生宗矩の紹介で、慶長 13

(1608)年 に大和国から優れた南都流の酒造技術を導入するため、又右衛門という技術者を招き、

仙台城内の一角に屋敷地を与えた場所にあたる。また、出身地にちなんだ「枢森」の苗字を名

乗ることを許 し、柾森家は 「御酒屋」として藩内で消費する酒を造った。第23次調査では屋敷

に伴うと考えられる礎石跡や井戸跡、酒の醸造にかかわると考えられるカマ ド跡を検出した。

酒造にかかわる遺構が検出されたことからも、この地で酒造 りが行われていたことが明らかに

なった。井戸跡か ら柾森家当主の名前のを記 した木簡をはじめ、年貢米の荷札木簡や米俵、樽、

桶の部材、木製の栓など酒造 りにかかわる可能性のある遺物も多数出土した。これ らの出土遺

物から、調査地が 「枢森家の造酒屋敷」の一角であることが裏付けられたと考えられる。
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